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　世界と恋のどちらを取るか？

　──と尋ねられたら、「恋だ」と即そく答とうする自信が彼にはあった。

　彼は救国の英雄と呼ばれていた。その国は異国からの侵略を受けていて、その軍を退しりぞけるのに彼は多大な働きをしたのだ。

（くだらない）

　と彼は思う。

　べつだん国を救うつもりなどなかった。彼は広大な領地を治める貴族だったから、国に頼る必要を感じたことがなく、国家が滅びれば自分の利り権けんも消滅するという危き機き感かんもなかった。幼い頃に両親を亡くし、伝統や常識で律りつしてくれる存在もなかったため、豊かな財力を背景に放ほう埒らつの限りを尽くす半生を過ごしていたのだ。

　そんなさなか、救国の意志を固く抱いた崇すう高こうな少女に出会った。

　彼はいっぺんに少女への恋に落ちた。真逆の存在こそは強く惹ひかれ合うという。いや、正しくは惹かれ合う、というのとは違った。なぜなら少女の心は錐きりのように、神にのみ注がれていたからである。

　それこそが彼の思いを強くしたのかもしれない。

　彼には既すでに、政略結婚させられていた妻がいたけれど、愛してはいなかった。この時代、この国の宗教は離婚を認めていなかったが、農民の娘をひとり愛人にすることなど容よう易いだったはずだ。

　しかし大貴族である彼はすべてを放り出して、少女の許もとに下った。数多あまたいる崇すう拝はい者しやのひとりとして、少女のために戦った。少女の身体からだに指一本触れることなど考えつきもしないまま、どんな危険な任務も泥を浴びながら遂すい行こうした。

（我が乙女ラ・ピユセルのために）

　そう思えば、彼の胸は誇らしさでいっぱいになった。

「進め、主しゆの導みちびきに従いて！」

　旗を振るって叫ぶ少女に、彼も続けて雄お叫たけびをあげる。

「導きに従いて！」

　主の、とは彼は言わなかった。

　神への信しん仰こう心しんなど欠片かけらもない。代わりに心のなかでそっと、『我が乙女の』、と付け加える。少女こそは彼のすべて、世界にも等しい、神そのものだった。

　少女の行くところならばどこへでもついていく覚悟だった──たとえ、地じ獄ごくの果てまででも。







　あれから十年が過ぎた。

　少女は天てん啓けいのとおりにこの国を救ったが、裏切りに遭あって魔女の濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、火ひ炙あぶりになった。ひとときは救国の聖女と呼ばれたのに。彼が救国の英雄と呼ばれたのは、その余よ波はに過ぎないはずだったのに。

　少女が理り不ふ尽じんな死を遂とげて、彼は嘆なげいた。彼女のいない世界など、もはや何の意味も持たなかった。妻子を遠ざけ、森の奥にある別荘に籠こもり、幽ゆう鬼きのようにひとりで霧きりのなかを彷徨さまよう日々が長く続いた。

　そんな折、散歩中の森のなかで行きあった亜あ麻ま色いろの髪の少年が、ふと思いついたように言ったのだ。あなたは錬れん金きん術じゆつを習しゆう得とくするといい。奥おう義ぎを極めた錬金術師は不ふ老ろう不ふ死しの妙みよう薬やくをつくる。だとしたら、死者を甦よみがえらせることもできるのではないか、と。

　それから彼は気が狂ったように錬金術に走った。少女をこの手に取り戻すためならばと、財力にあかして世界中の書物を集め、実験を操り返し、失敗のたびに新たな知を求めた。この時代、錬金術は正統な科学として扱われていたが、彼の集める知識にはだんだん怪あやしげな魔ま術じゆつも交じるようになっていった。

　しかし、彼は気にしなかった。そんな彼に追従するように、金目当ての詐さ欺ぎ師しやペテン師も数多く通り過ぎていった。そのうちのひとり、亜麻色の髭ひげを長く伸ばした老人が、解読不可能な古代魔術文字がびっしりと書かれた羊よう皮ひ紙しを掲かかげて言った。

「悪魔に生いけ贄にえを捧げるといい。穢けがれのない少年を百六十九人、おまえ自身の手で殺すのだ。さすれば魔界の王は、お前の望む魂たましいを引き揚げ、地上へ戻して下さるだろう」

　彼は歓喜に震ふるえた。乙女が甦る！　そもそも少女は魔女と罵ののしられて死んだのだ。悪魔との契約など、なにを躊躇ためらうことがあろう。

　彼は迷わず、その場でナイフに親指を当てて、羊皮紙に血けつ判ぱんを捺おした。戦場では何人もの敵を殺した。乙女のためという意味において、敵だろうが無む辜この市民だろうが、彼にとっては何の違いも無かったのだ。

　そして純粋無む垢くな少年たちを百六十八人まで殺したところで、彼は捕縛された。

　あと、たったひとりだったのに。







　いま、彼の目の前に絞こう首しゆ台だいがある。

「俺は火刑になるのではなかったか、我が乙女と同じように？」

　彼は尋ねた。乙女を甦らせることが不可能となったいま、彼の望みはもはや煉れん獄ごくで乙女と再会することのみとなった。それには同じ死に方がいちばん早いのではないか、そう思ったのだが、

「死し刑けい囚しゆうラヴァル。大貴族たるあなたの地位、この国を救った功こう績せき、それらを慮おもんぱかって、あなたが手にかけた少年たちの親が刑を軽くするよう嘆たん願がんしました」

　刑けい吏りの返答に彼は「嘆願？」と目を瞬しばたたいた。

「我が子を殺されたことは到とう底てい許し得ない。けれどあなたがこの国を救っていなければ、自分も子供たちも十年前に死んでいたかもしれないのだから、と──絞首刑なら火刑よりはるかに苦しむ時間は少なくてすみます」

「……お笑い草だな」

　彼は呟つぶやいた。しかしそれはずいぶんと力がなかった。

　首に縄がかかる感触をぼんやり受け取めながら、そういえば、自分は彼らを救ったのだった、と今更ながらに思う。正しくは、乙女が。自分はそのそばにいたのみに過すぎず、なのに減刑を望んだ者たちのなんと愚おろかかなことよ──と嘲ちよう笑しようしながら、けれどその蔑さげすみはいつしか強く自分へと向かった。

　そうだ、この者たちは乙女が救った。なのに俺はその子らを手に掛けた。これが乙女に対する裏切りでなくて何であろう。

（許してくれ、我が乙女。君に再会できたら俺は、まっさきに謝らなくてはいけないな）

　寂さびしく笑った瞬間、足下を支える台が抜けた。全体重が首の紐ひもにかかり、凄すさまじい苦しみの波にあっというまに吞のまれる。

　ふいに視界を覆おおった闇やみの向こうから、深い溜ため息が聞こえてきた。

『やれやれ、死んでしまったか。あと一体の生贄で、私は地上へ出てこられたのに』

（──乙女？）

　彼は訝いぶかしんだ。彼が復活させようとしたのは乙女なのに、その声は青年のものだった。

　その気配に気づいたように、

『うん？　ああ、もちろん私はあの女ではない。そもそも君は、死ねばあの女に会えると思っているようだが、あの女は天国に行ったよ。だが、君は地獄に堕おちるんだ。当たり前だろ？　何人も殺したんだから──私のためにね。君が私と結んだのは、そういう契約だ。知らなかったのかね、伯はく爵しやく様さま？』

（契約？　まさか、おまえが悪魔か！）

『君たち人間からは、そう呼ばれている。あとひとりの生贄があれば、私は現世に顕けん現げんして悪あく徳とくや疫えき病びようをばら撒まき、地上の地獄を作り上げるところだったんだが。うまくはいかないものだな』

　彼は愕がく然ぜんとした。愛する乙女のためならなんでもできると思い込んだあげく、詐欺師に騙だまされ、自分はそんなものを生み出そうとしていたのか。

　しかし、それは失敗したのだ。あとたったひとりを残して──よかった。そう、安あん堵どしかけた時。

『さて、君は覚えているかね？　妻とのあいだに娘がいただろう？　君が家族を顧かえりみないあいだに、娘は成長して婿むこを取り、いま子供を身ごもっている。ちょうどいいことに、それは男だ』

　悪いた戯ずらっぽく闇が笑った。

（どういうことだ？）

『私は君の〝血〟と契約を交わした。あの血判を覚えているだろう？　ならば君の血をひく者はすべて契約者と見なせよう。私はまだ復活していないから、直接人間に手をかけることはできない。しかし私は君の孫息子に宿って精せい気きを奪い、じわじわと時間をかけて衰すい弱じやくさせるくらいはできる。それが生贄の、最後のひとりだ。彼の死の瞬間に、私は現世に復活できるというわけだ』

　哄こう笑しようがあたりにこだました。詭き弁べんは悪魔の得意技だ。彼は唇を嚙かんだ──あくまで認識の上で。嚙むべき肉体は、もはやない。だからもう、自分にはなにもできない。

　──本当に、できないのか？

　彼は必死で考えた。乙女が国を救うべく立ち上がったとき、誰もが「農民の少女になにができる」と笑った。けれど乙女は、その使命をなし得たのだ。その命と引き替えに。

　ならば自分も諦あきらめまい。それが、もはや命すら持ってはいない自分の乙女の配下たる最後の衿きよう持じだった。

（……我が血統が契約のうちというならば、俺は今後、すべての子孫と引き替えに、貴様を封じ込めてやる）

『ほう。人間如ごときに何ができる？　一度なされた契約を、破は棄きすることはできないぞ』

（破棄などしない。貴様は我が血統の男児と同じ数に引き裂かれ、各おの々おのの体内に封印されるが良い。貴様は我が〝血〟が契約の対象と言った。ならばその血が果てるまで、貴様には付き合う義務がある。──つまり、このラヴァルの末まつ裔えいが続く限り、貴様の顕現はかなわぬ！）

『なんだと──』

　悪魔の驚きよう愕がくする気配がした。彼の子孫に宿ると宣言したのは悪魔の方だ。だから悪魔も、自分の言葉を破棄することはできない。

『……姑こ息そくな人間め……！』

　悪魔が歯ぎしりする。詭弁返しの危険な賭かけは、どうやら成功したらしい。彼は安堵を悟さとられぬよう、にやりと笑った。苦い笑いだった。それがほんのわずかな時間稼ぎにしかすぎないことを、彼は知っていた。

　そして初めて、心から詫わびた。自分が殺した少年たちと、その親に。政略結婚とはいえ、愛そうと試みたことさえなかった妻と娘に。己おのれの愚かさのせいで呪わしい宿命を負おわされた、まだ見ぬすべての子孫たちに。

（この地上すべてに謝罪する。どうか一代でも長く続いてくれ、我が子孫たち。天上から見守ってくれ、我が乙女──）

　その思いを最後に、彼の魂は、闇に吞まれた。
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　プチグレンの街は、どの建物も白はく壁へきと銅どう板ばん屋根で統一されている。おかげで上空からの眺望はいつも美しい。

　とはいえ、この眺ながめを楽しめるのは教会の鐘かね突つきだけだ。街で最も高くそびえるプチグレン教会の鐘楼は、一般の立ち入りが禁じられている。そして鐘突きの役目が与えられるのは、二十代前半の修しゆう道どう僧そうに限られていた。

　にも、かかわらず。

　その鐘楼に、少女がいる。それも鐘突き場ではなく、屋根の上に。時刻は深夜。ガス灯とうの点つく大通りには、酔すい客きやくやパーティ帰りの馬車が行き交うが、教会の周りはしんと静まり返っている。礼拝堂に籠こもって徹てつ夜やの祈いのりを捧げている者のほかには、起きている人間はまずいない、そんな場所だ。

　少女は栗くり色いろの長い髪を後頭部高く一本に縛しばり、黒いブラウスにスラックスといういでたちだ。頰ほおは雪のように白いが、地上からは夜空に紛まぎれてしまって見えない。だから誰も、その娘に気がつくことはない。

　上空の風が冷たいせいか、立てた襟えりを両手でしっかり摑つかみ、少女はかすかに震ふるえた。

　鐘楼の屋根には、登る為の足場も手がかりもない。梯はし子ごが立てかけられた様子もない。常人には立ちようのない場所から、少女は地上を見下ろした。

　はるか足下で、ばあんと爆発音がする。周囲の人々が集まってきて手を振り回したり怒ど鳴なったりしているのが窺うかがえた。ひどい臭いに、毒じゃないかと騒いでいるようだ。

　でもあれは、人じん畜ちく無む害がいの悪臭つき爆ばく竹ちくに過ぎないことを少女は知っている。だから大丈夫。

　ぎゅっと目をつぶって心の中で謝りながら、黒い革手袋を嵌はめた手で、少女は胸元から折り畳たたまれた布を取り出した。これも真っ黒に染そめられた、ぎゅうっと目の詰つんだ絹だ。高所の風に煽あおられて、ふうっと開いてはためいたが、

「こんな風じゃ、足りないわ」

　困ったように呟つぶやいて、少女は空を見上げた。

　あいにく、曇くもり空である。月も星もほとんど見えない。

　少女はすうっと目を細めた。

「月が双そう児じ宮きゆうに入ったわ。太陽はもともと双児宮にいるし。水星は逆行中だから、月が入ってくれて良かった。これで風元素の星がなんとか足りるわね」

　溜ため息をひとつついて、少女は布の四隅を両手両足首にくくりつけた。それからポケットに手を突っ込んで、短い棒を取り出す。

　棒は半はん透とう明めいの白色をしていて、深部のピンクが透すけて見えた。二億六千万年ものの薔薇岩塩ローズソルトだ。それで空中に円を描く。

「太陽にミカエル、月にガブリエル、風元素にして変へん容よう相そうたる双児宮は不ふ揮き発はつ化かの作用を及ぼすが故ゆえに大気は天使の翼つばさとなり我に宿れ。太陽は目標をとらえ、月は第一ケテルより第六ティファレトへの経路を守護する故に風に乗りて我を運べ──えぇいっ！」

　最後の印を空中に描き終えるや、少女は鐘楼の屋根を思い切り蹴けって飛び出した。

　地上何十メートルもの空中へ。その瞬間、突風が吹いて、少女は遠く離れた目的の建物──デーテル画廊の三角屋根に着地した。

「うっ……」

　風が抜けてへにゃんとしおれた布を巻きとりながら、少女ははぁあとへたりこんだ。

「こ、怖かった……」

　胸を押さえてなだめ、急きゆう勾こう配ばいの屋根の端まで伝い這はっていって、そっと地上を覗のぞき込む。大きな建物の玄関口には、二名の警備員が立っている。騒ぎのあった方をそわそわと窺っているけれど、持ち場を離れる様子はない。

　無理もなかった。この画廊にはいま、《奇跡》がある。

　《奇跡》──ただの絵や彫刻が泣いたり怪け我がを癒いやしたり、その水を飲むだけで医者に見放された病が治ったりすることを人々はそう呼ぶ。その物や場所には神の力が宿っているのだと考えて、感謝し守護を願う。それは未来を知り得ぬ人々にとっては当然のよすがであったし、その《奇跡》を所有する人間には利益をもたらすものとなる。

　いまここにあるのは、啜すすり泣く聖せい母ぼ子し像ぞうだ。

　薄い板にチョークで殴り描かれたようなその絵からは、日没時刻になるとしくしく啜り泣く声が聞こえてくる。

　その絵は郡ぐん北ほく部ぶにある農村の廃はい屋おくで、寝泊まりした羊飼いによって発見されたという。絵の描かれた板や、羊飼いが売り払った画廊ではめ込まれた額には、なんの仕掛けもないことは証明済みだった。

　その奇跡を自分の耳で確かめようと、連日多くの人々が画廊に押し寄せる。この絵は教会の奇跡判定を待つ間だけ画商に預けられたものだから、売り物ではない。しかし、入場者が増えればその他の絵画もよく売れる。画商は笑いが止まらないに違いない。

　プチグレンの教会はこの地方でも古くて、それなりに権けん威いもある。大規模な聖堂に鐘楼、修道院、果ては神学校まで付属しており、この郡では中心的な教会とされている。

　そのため、中央から郡に高位の聖せい職しよく者しやたちが来た時は、まずここに立ち寄ってから中小の教会へ向かう。そして、その高こう僧そうたちの訪れる機会に、《奇跡》の判定を願って持ち込まれる物も多い。

　もっとも『神の力』を標ひよう榜ぼうするには教会の認定が必要となる。そのため郡内の《奇跡》候補たちはこぞってプチグレン教会へ持ち込まれるのだが、めったに『本物』は現れない。

　今回の聖母子像も、この画廊が預かって、教会へ奇跡判定の審しん議ぎを依頼しているところだった。

「明日が審議判定らしいから、今夜中に、いただくモノをいただいとかなきゃ……」

　焦あせりながら、少女は畳んだ布を細くねじった。ロープ状になったそれを風かざ見み鶏どりに結びつけて、反対の端を屋根の先から下へ垂らす。

「リサの情報によれば、特別展示室は三階北東の角部屋で、玄関からは吹き抜け階段を上がったてっぺん……」

　確認のように呟きながら、少女はするするとロープを伝って最上階のベランダに滑すべり降りた。着地の際も、猫のように足音ひとつ立てない。

　窓枠に手をかける。施せ錠じようは万全で、ぴくりとも動かない。少女はポケットから、今度は金属でできた棒を取り出した。鈍にび色いろの真しん鍮ちゆうの先に、透明な光がきらりと瞬またたく。金属棒の先を窓枠とガラスの境に合わせてツゥーと滑らせる。

　それから端の部分をとん、と叩くと、大きな一枚ガラスは窓枠から外れて向こうへ落ちた。床に叩きつけられれば粉ふん砕さいしてしまう。その間、一秒とかからぬ間に少女は隙すき間まから手を突っ込み、おそるべき速度でガラスをがしっと摑んだ。

　落下の速度が落ちたおかげで、ガラスはトン、と角を床の絨じゆう毯たんに当てて止まった。たいした音もしなかった。少女はふう、と安あん堵どの溜め息をもらす。それから

「お邪じや魔まします……」

　消え入るような声で頭を下げて、からっぽの窓枠から内部へ入った。

　すばやくハンカチで口元を覆おおう。それからきょろきょろと周囲を見回す。

　廊下の壁に、案内の矢印が見えた。それを辿たどって三つ目が《奇跡》の聖母子像が安置されている部屋だ。

　目玉商品の前には、閉店時間を過ぎたいまでも警備員が立っているはずだ。しかし部屋の入り口には、男がふたり座り込んでだらしなく寝こけている。

　念のため塩棒の先で、男の膝ひざをちょんちょんとつついてみる。目覚める様子はまったくない。

「ごめんなさい、これは錬れん金きん術じゆつの催さい眠みん香こうだから、近代医薬と違って後こう遺い症しようとかはないです。だから許してください」

　口元からハンカチを外し、起こさないようにそうっと呟いて、少女は男たちを跨またぎ越こした。そのまままっすぐ、部屋の奥に飾られた板絵に向かう。

　ペンキのような下塗りの上に、白からピンクへのグラデーションで幼おさな子ごを抱いた若い女性の絵がチョークで描いてある。粗そ雑ざつな線の割に肌の柔らかさがふくふくと窺えて温かい。

「この絵、上手なのかなあ……？　私にはよくわかんないけど……ごめんなさい、この絵のいちばん大事な真しん髄ずいを、いただきます」

　絵に向かってぴょこんと頭を下げて、それからつつぅと絵の表面をなぞった。

　注意深く見ていくうちに、聖母の瞳の端にキラリ、粉ほどに光るモノを見つける。虹色の光こう沢たくを放つ、銀色の結けつ晶しようのようなもの。

「あった……《天使の涙》だわ。間違いない」

　真剣な眼まな差ざしで頷うなずき、ポケットから空っぽの小こ瓶びんを取り出す。それをすぐ前の床に置いて、もういちど塩棒を握りしめた。

　寄せ木細工の床にがりがりと円を描きながら視線を流す。

　壁際に転がっている警備員の指がぴく、と痙けい攣れんするのが見えた。

「……時間が無いわ」

　唇を舌で湿しながら描びよう画がを急ぐ。どれほど焦っても、書き加える綴つづりの一文字、分ぶん割かつ線せんの角度一度、おろそかにすることはできない。

　息をする暇も惜おしんで必要な陣を描き終えると、少女は塩棒を仕し舞まって小瓶の蓋ふたを開けた。

「万ばん物ぶつのために輝け、始まりの炎。静かに、そして偉大なる業わざにしたがいて途みちをたどれ。孔く雀じやくの誘いし白きアルベルド段階を上れ、さらなる変へん成せいに備え結晶化せよプリマ・サル・サリス」

　ほとんど唇を動かす手間を省はぶいて一息に唱となえ終わる。それとともに母子像に宿っていた光の粒は板を離れ、ふうっと小瓶に吸い込まれた。

　即座に小瓶の蓋を閉め、ポケットに突っ込みながら少女はざぁっと乱暴に円陣を足で薙なぎ消した。一般人には意味はわからないはずだけれど、もし教会に見つかってしまったら、きっと見破られるに違いない。

　──この近隣に、錬金術師がいる。

　かつては正統な科学であったその技は、一九世紀半ばの現代、あやしくうろんな異い端たんの術であった。

　痕こん跡せきを残さぬよう、ざりざりと蹴け散ちらしている少女の背後から、

「そこ、誰だ！　何をしている！」

　目を覚ました警備員の発する、荒々しい誰すい何かが聞こえた。

「ええ、もう効果切れちゃったの？　ひどいよアニー」

　少女は震えた。泣き言を言いながらなんとか円陣を消し終えると、

「不審な奴め。動くな、ひっ捕らえてくれる！」

「きゃぁあ、ごめんなさいっ！」

　吠えて飛びかかってくる警備員を避けるように、少女は頭を押さえてしゃがみこんだ。その頭上で警備員の腕が空を切る。よろめいたところを、少女の肘ひじ鉄てつが的確に鳩みぞ尾おちを突いた。

「悪気はっ！　無いんですっ！　絵は！　ちゃんと！　そこにあるのでっ！」

　呻うめいている警備員の腹の下から飛び出しざま、手しゆ刀とうで首の後ろをトン、と叩く。頹くずおれるひとりめが床につくのを確認もせず、ふたりめがポケットから警けい笛てきを取り出そうとしたところを、跳とび蹴げりで吹っ飛ばす。

「あなたたちのっ！　落ち度にはならないと思うんですっ！　だからっ、許してくださいっ！」

　蹴られて痺しびれる手を押さえながら睨にらみつけてくるふたりめの腕を、少女はひったくるように摑んで投げ飛ばす。

　倒れたひとりめの上に、投げ飛ばされたふたりめが折り重なる。それを確認するより早く、少女は入ってきた窓枠から飛び出した。垂れたままのロープを伝ってひょいひょいと屋根の上によじ登り、風見鶏に結びつけた端をほどいてふたたび大きな一枚布に広げ直す。

「あーん、怖かったよう。私にばっかりこんな危険なことさせて、ひどいよみんな！」

　しゃくりあげながら布の四隅を体に結びなおして、少女は夜空に飛び出した。







　プチグレンの街は城壁に囲まれていて、南北に街道へ通じる門がある。

　城壁から北へ行けば州しゆう都とへ続き、南へ行けば郡部に出る。街道を南へ数キロ行ったところに、一台の荷馬車が止まっていた。

　御ぎよ者しや台に座っているのは、ハニーブロンドの髪を緩ゆるやかに巻いた年頃の少女だ。足下まで覆うシンプルなドレスの膝に厚あつ手での布ふ巾きんを広げ、ジャガイモの皮をペティナイフでしょりしょり剝むいている。ガス灯もない深夜なのに、まったく危なげがない。

　背後の闇やみから、ぎゃりっと砂じや利りを踏む足音がした。

　交じる吐と息いきが荒あらい。しかも少しずつ近づいてくる。

　彼女はぴくんとジャガイモを剝く手を止めた。がちゃん、と荷台を摑まれたような衝しよう撃げきが車輪から伝わってくる。そのまま、ざりざりと何者かが荷台に這い上ってくる気配。

　彼女はペティナイフを構えたまま振り向くと、にこぉ、と微笑ほほえんだ。

「あら……思ったより早かったわねえ。お帰りなさい……首しゆ尾びはどお？」

「どお、じゃないよぅ。怖かった……！」

　啜り泣きながら荷台にくったりと倒れ込んだのは、さきほどプチグレンの教会から画廊へ、人間離れした跳ちよう躍やくを見せた少女である。御者台の彼女は、のんびりとナイフを革のロールケースにしまい、ジャガイモを樽たるに入れ、剝いた皮を布巾で丁てい寧ねいに包んだ。

「あらそお？　でも、追ってくる人もいなさそうだし……うまくやってのけたんでしょ？　それで肝心の《天使の涙》はあったのかしら？」

「うん。これ」

　荷台からごそごそと御者台ににじって、少女はポケットの小瓶を手渡した。

「ううん……ちっちゃいわねえ……やっぱり〝泣く〟程度の《奇跡》じゃ、たいした量は取れないわね。できれば聖書にあるような、死人を蘇そ生せいさせるくらいの《奇跡》が欲しいところだわ……」

　溜め息をつかれて、少女は肩をすくめて震え上がった。

「やめてよ！　そんなすごい《奇跡》なんて、どんな厳重な警戒をされてるかわかんないじゃない。こないだの『血を流す石像』からもらってきた時だって、ホントに怖かったんだからー！」

「でも……あの時だって、ジェシーはちゃあんと取ってきてくれたじゃない……大丈夫よ。そうねえ、次は大だい統とう領りよう官かん邸ていなんてどうかしら……あそこって、けっこう《奇跡》を所しよ蔵ぞうしてるって噂うわさよ？」

「ひどいよリサ、他ひ人と事ごとだと思ってー！」

　ジェシーと呼ばれた栗色の髪の少女がえぐえぐとしゃくりあげるのを、リサと呼ばれたハニーブロンドの少女は「冗談よ、ワシントンまでの旅費なんてないから」と笑って受け流した。

　からかわれたと気づいたジェシーが口を尖とがらせるのを尻目に、荷馬車に繫つながれたロバの背中を、リサは柳の枝でかるく叩く。棒のように突っ立ったまま、半分うつらうつらしていたロバはのっそりと首をもたげると、ギイギイ車輪を軋きしませながら、南へ向かって歩き始めた。

「本気にしちゃいやだわ、ジェシー……頼りにしてるのよ。それに今日の《天使の涙》の分量だって、ひと月分くらいの《命光薬エリクシア》を変へん成せいできるもの。助かるわぁ……」

　そう言うリサの微笑みはおためごかしではなくて、本当に嬉うれしそうだったので、ジェシーもやっと安心した表情になった。荷台の上で立て膝を両手で抱え込み、

「これがあれば、ベルはまたしばらく、ゆっくり眠れるようになるよね？　咳せきも吐き気も止まって、あちこち痛むのも治おさまるよね？」

「ええ、大丈夫よ……食事もとれるようになって、元気で刺し繡しゆうとかするようになるわ……」

「うん」

　頰をわずかに上気させ、ジェシーは頷うなずいた。それからふと御者台を振り向いて、

「食事といえば、そんなにたくさんのジャガイモ、どうしたの？　もしかして明日はジャガイモ料理が食べられたりする？」

　ぱっと目を輝かせて尋ねる。リサはふふんと得意げに顎あごを反そらした。

「ええ、そうよ……ポテトスキンのチーズ抜きを、山ほど食べさせてあげるわ……」

　リサの返事にジェシーはがくっと頭を落とした。半分に割ったジャガイモを、わざと皮が厚く残るように中身をくりぬいてチーズを落とし、オーブンで焼いたポテトスキンなら立派なお料理だけれど、こんなふうに薄くくるくる剝いてあるそれでは、食べるところがどれだけあるやら。

「それだけじゃないのよ。これを全部、明日の朝までに剝き終わったら、小麦粉をふた袋もらえるの……十日間、クレープが食べられるわ」

「家族は四人いるのよ。ふた袋で十日間って……限界まで薄く溶いて、穴だらけでぺらぺらのやつを一食一枚の換かん算さんじゃない？」

「んもう、ノリの悪い娘コね。ペッパー食堂のおかみさんが風邪で寝込んじゃって、このままじゃ明日の仕込みに間に合わないって泣きつかれたの。あそこだってそう儲もうかってるわけじゃないし」

「あー……そういう理由なら、仕方ないわね……」

　ジェシーも納得したように頷き、ふたりはぱん、と掌てのひらを叩き合わせた。

「悪魔が嫌う奉仕活動で、封印強化に努つとめましょう！」

　声を揃そろえてそう言ってから、ジェシーは樽のジャガイモに手をのばした。

「勝手なことを言ってごめんなさい。手伝うから許して？」

「うふ、遠えん慮りよするわ……あなたが剝いたら、おイモと皮のどっちにも、食べるところがなくなっちゃうもの」

　リサは朗ほがらかにそう言って、相手を落らく胆たんさせた。







　プチグレンの城門から南下すること二十キロ、荷馬車はサイプレスの村に入った。

　人口百人ほどの小さな村で、昔は毛け織おり物ものでそれなりに栄えたのだけれど、産業革命や物流の発達ですっかり没落してしまった。転業を図はかることもできず、移住する資金も持たなかった不器用な人々の子孫が、たいして特色もない織物を名産と主張して細々と暮らしている。

　とはいえ住民は職人だけではない。農家や雑貨商、食堂や医院もある。豊かではないが、それなりに自立した村だ。

　ぽつ、ぽつ、と離れて建つなかに、『Laval』と門柱に刻まれた館があった。二階建ての、この村にしてはそれなりに狭くはないつくりだが、なにかと手が行き届いていないようで、庭木はろくな剪せん定ていもされていないし塀へいの煉れん瓦がが一部崩れ落ちている。

　ふたりを乗せた荷馬車は、その門の前で止まった。

　少女たちが降り、ロバに水をやり、ジャガイモの樽を運ぼうとしているところへ、館の扉が開いてひとりの少女が駆け出してくる。ふたりより明らかに年下の、やっとティーンエイジャーになるか否いなかという頃で、ふわふわと夜風になびく赤い猫っ毛が快かい活かつそうな印象を与える。

「もう、遅いよリサにジェシー！」

「きゃあアニー、ごめんなさい！」

　反射的にジェシーが首をすくめる。アニーは腰に両手を当てて、下唇を突き出した。

「それで？　《天使の涙》は取ってきたの？」

「ええ、ジェシーが」

　リサが小瓶を翳かざして見せた。それを確かめもせず、アニーはくるりと踵きびすを返して館の玄関を開けた。

「当然よ。昼のうちに画廊の吹き抜け階段下に時限式催眠香をこっそり設置して、犯行時刻には騒ぎを起こして周りの目をそらし、その隙にこっそり忍び込む。この天才アニス様の立てた計画に抜かりはないわ！」

「ええ～～～？　でも、警備の人は途中で起きちゃったし、すっごく怖かったんだけど」

　アニーの言いぐさにジェシーは不服げになった。しかし、

「さあ、一刻もはやく《命光薬エリクシア》を変成して、ベルに飲ませてあげなくちゃ！」

　アニーの言葉にハッとして、ジェシーは足を早めた。

「ベルの様子は、どうなの？」

「良くないわ。いますぐどうこう、ってほどじゃないけど」

「ああ、ベル！　いま行くから、待っててね！」

「ちょっと、なに抜け駆けしてんのよ。今夜ベルの看病をしてたのはこの天才アニス様なのよ!?」

　騒ぎながら、競うように家のなかに駆け込む様子を見て、

「……ジェシーったら、相変わらずねえ……」

　ほうっと吐息をついて、リサはジャガイモの樽を担かつぎ上げた。







　玄関を入るとまがりなりにも小さなホールがあり、右手のドアを開ければ食堂と台所、正面へ抜ければ居間へと続く。

　先に正面の扉を開けたのはジェシーだ。

「ベル、大丈夫？　遅くなってごめんなさい！」

　叫びながら、広さだけはある居間の奥に置かれたふるぼけたカウチに突進する。その端に腰掛け、ぐったり肘ひじ掛かけに上体を預けていた銀色の頭が、声に反応してふらふらともたげられた。そして、コットンドレスの膝元に飛び散った血けつ痕こんを発見して、ジェシーは悲鳴を上げる。

　相手は頰にかかる銀髪を搔かき上げて、弱々しく笑ってみせた。

「あ……姉様……お帰りなさい。お出迎えも、しなくって……」

「そんなのいいから！　それよりベル、あなた血が！」

「大丈夫、これは。咳せき込こみすぎて、ちょっと喉のどが切れただけ。肺とかからじゃ、ないから」

「全然大丈夫じゃないわ！　ああ、ごめんなさい、ごめんなさい。ゆっくり荷馬車に揺られてないで、走って帰ればよかった！」

「そんな……無理しないで、姉様こそ」

　涙目でおろおろしているジェシーを力づけるように、ベルがそうっとジェシーの左肩に両手を添える。いかにも苦しげなのを押して微笑むベルの様子に、ジェシーはぐいと涙を拭ぬぐって、

「アニー！　錬金の準備は整ってる!?」

　立ち上がりざまに振り返る。

「あったりまえよ！　この天才アニス様は──」

「じゃあすぐ取りかかりましょう！」

　アニーが答えようとしたのをジェシーはさっくりと打ち切った。そのままベルを振り返り、

「大丈夫？　地下工房まで歩けるかしら。抱き上げていこうか？」

　心配そうに両手を差し出す。

「行けると思う、なんとか……だから、それはやめて」

　ベルは頰を赤らめ、額ひたいを押さえながらなんとか立ち上がろうとし、

「ジェシーってば、あたしとベルで扱いが違いすぎると思う」

　台詞せりふを中断されたアニーが呟くと、

「今更、今更」

　戸口で黙ってやりとりを眺めていたリサがのんびり言いながらアニーの頭を撫なでてやった。







　台所の壁にかけられた時計の文字盤を、逆時計回りにくるくると三回転させる。それから食器棚の観かん音のん扉とびらを、右を二回、左を一回、また右を一回、開閉する。続いて竈かまどの灰入れを鉄てつ串ぐしでぐさぐさ搔き回し、床の敷石を一枚剝はがして裏表にして嵌め直す。

　まったくもって不可解な動作である。しかし一連の動作が終わったとたん、壁の向こうでぎぎぃと歯車の回る重い音がした。それからがこっと音をたてて、ダイニングテーブル下の床が浮き上がる。

「さ、行きましょ」

　浮いた床板を手で引っ張り上げながらリサが言った。その下に、地下への階段が覗いている。

　筆ひつ頭とうのリサがカンテラを持ち、その次に続くジェシーに支えられる格かつ好こうで三番目にベル、最後にアニーが隠し扉を閉めた。どこかに通つう風ふう孔こうがあるらしく、カンテラの炎はゆらゆら揺れながらよく燃えており、四人とも息苦しそうな気配もなく、手て慣なれた様子で降りていく。

　狭い階段は、いきなり丸い広間に出て終わった。床面積は家の敷地いっぱいくらいありそうだし、天井も高い。壁中には棚が設えられて、こちらにはグーテンベルク以前とおぼしき大きな革表紙の本がぎっしり詰まり、あちらにはガラスのレトルトやビーカーがずらりと並んでいる。また別の棚にはさまざまな鉱物や木の根が入った瓶が陳ちん列れつされており、違う方面には水みず瓶がめとストーブが設置してある。

　そして大理石が敷かれた床には、大きな魔法陣が描いてあった。いくつもの円を複雑に結ぶ経路になにやら文字が書き込まれ、中央に安置された台の上には金色に光る液体で満たされたフラスコが載せてある。

「下準備は完璧よ。あとは《天使の涙》を加えるだけ」

　アニーが息をつめ、しかつめらしくそう言った。

「じゃあ、始めるわよ……？」

　リサが確認するようにジェシーを見み遣やり、頷きを得て小瓶の蓋を開けて中身をこぼした。

　ぽちゃん、と虹をまとった銀色の粒がフラスコに落ちて波は紋もんをひろげる。

「原始の光より火、生まれる。熱と乾かわきが闇を凝ぎよう縮しゆくする」

　しゅっ、とジェシーがマッチを擦こすって、フラスコの下に火をつけた。

「闇より水がしたたりて、冷と湿、天地を分かつ」

　ぽとり、とベルがコップの水をフラスコの中に垂らした。

「蒼そう穹きゆうを風が運び、熱と湿、結合を招く」

　ちりん、とアニーがフラスコの上で鈴を鳴らした。

「世界を大地が支え、冷と乾、すべてを保つ」

　さらさらとリサがフラスコの周囲に砂を撒まいた。

「父なる炎、母なる水、風よ宿れ、地よ養え。大地より天に昇りて、天より世界へ降り注げ。全にして唯一の始まり、光あらしめた大いなる意志は万物に満ちて命となれ。復活せよ、ラピス・フィロソフォラム！」
















　四人の唱しよう和わに導かれるように、金色の水はごぼごぼと沸わき立ちながら渦うずを巻き、ぐんぐんと嵩かさを減らした。凝縮して透明度は下がり、代わりに輝きが増す。

　最後にばちん！　と閃せん光こうを発して、四人の視界を灼やいた──その眩くらみが晴れた時、フラスコのなかには小さな金色の粒が三つ、転がっていた。

「よかったわぁ……今回も無事に成功して」

　ほっとしたようにリサが胸を撫で下ろす。

「まあざっと、天才アニス様にかかればこんなものよ！」

　自分ひとりの手柄であるかのようにアニーが胸を反らす横で、

「あ……体力、限界かも」

　くらりとベルが頽くずおれる。

「きゃああ、しっかりしてえ！」

　ジェシーがとっさに左手でベルを支え、右手でまだ熱いフラスコから粒をひとつ、素す手ででつまみ出した。ぎゅっと握ってあら熱をとる。それからベルの口元に持って行って、

「ベル、飲んで！　できたてほやほやの《命光薬エリクシア》！」

　唇に押し当てるのを、なんとかベルは舌先で受け入れた。その間にアニーが汲くんできてくれた水瓶の水を、丸がん薬やくごとごくんと飲み込む。

　三人が見守るなかで、紙粘土のように白く乾いていたベルの頰はみるみるうちに柔やわらかさを取り戻し、ほんのりとしたばら色を添えた。ぱさぱさして絡からみ合っていた長い睫まつ毛げは瑞みず々みずしくピンと張り、その下に覗く水色の瞳も濁にごりが晴れてくっきりと焦点を結ぶ。

　荒い息に肩を上下させながら、ベルはジェシーの腕から自力で立ち上がった。

　それからにっこり笑う。

「大おお姉ねえ様、姉様、アニー、みんなありがとう。……もう大丈夫だよ、僕は」







　メリッサ・ラヴァル、通称リサ、十八歳、長女。

　ジャスミン・ラヴァル、通称ジェシー、十六歳、次女。

　アニス・ラヴァル、通称アニー、十二歳、三女。

　ベルガモット・ラヴァル、通称ベル、十五歳──長男。

　この四人が『当代ラヴァル』だ。

　はるかな昔、ひとりの死し刑けい囚しゆうから始まった《災さい厄やくの封印》は、意外なことに約四百年もの間、その血と使命をつないでいった。

　父親の悪行の報むくいを、夢ゆめ枕まくらに立った悪魔から知らされた娘・マリーは仰ぎよう天てんした。罪もない我が子を勝手に生いけ贄にえにされたことに驚き、嘆なげき、父を呪い、──その父が手に掛けた少年たちの母親が、死にゆく我が子の手を握にぎってやることさえできなかったことを想い、悔かい恨こんの涙を流した。

　自分には、息子のために努力する時間が与えられた。むしろそのことに感謝すべきだ。

　背負わされてしまった荷物ならば、背負い続けるしかない。世界が終わるその日まで──。

　そして彼女は、亡ぼう父ふの遺のこした錬金術書を必死で読み解いて延えん命めいの秘薬を探した。また、体が続く限りに子供を産み育て、幾いく人にんもの息子たちに悪魔を分散させ、幾人もの娘たちに婿むこを取らせてラヴァルの子孫を増やさせた。その孫たちにもまた、使命を伝えていく。それは子し々し孫そん々そんのすべてを犠ぎ牲せいにし、家系を懸かけた贖しよく罪ざいだった。

　それぞれの子孫たちも、その使命を必死で遂すい行こうした。ときおり先祖の遺ゆい言ごんをばかにして、錬金術など嫌がる子供もいる。娘ならばもっと楽しいことに時間を使いたがり、息子ならば苦くて怪あやしげな薬など飲みたがらないのは当たり前のことでもあった。しかしその兄弟が、肉体の衰すい弱じやくに加え精神に異常をきたし、家族や近隣に多大な被害を与えたあと、見るも無む惨ざんな死を迎える姿を目まの当たりにした他の一族は、遺言の正しさを理解しないわけにいかなくなった。

　怠なまけること、諦あきらめること。宿命を知った以上、それは自らの意志で世界を滅ぼすも同然──。

　そして一族の誰もが錬金術を学んで秘薬をつくり、男たちの生命をすこしでも延ばしつつ、女たちは子孫を増やした。自らが道具となり、わが子たちをその使命に巻き込みながら分家を増やしていったのである。

　それは大西洋の向こうにある、はるか遠い大陸で起きた出来事だ。ところが百年ほど前、血統の娘がひとり、海を越えてこの新大陸に渡ってきたのだ。

　女がひとりで旅をするのが困難な十八世紀、彼女が国を捨てた理由は伝わっていない。しかし、当時まだ多くの国々に植しよく民みん地ちとして分ぶん断だんされていたこの大陸に流れ着いた娘は、そこでもラヴァル家の使命を果たした。そうやって異国に分家を繫いだことは、結果的に幸運だった。その数十年後、祖先の国では大きな事変が起こり、数多くの貴族が殺された。長い時をかけて祖国に分家を増やしたラヴァル家はことごとく死に絶え──残ったのは異国に来た娘だけだった。

　彼女は頑張った。ジェシーたちの代までバトンを繫いだ。しかし、代々続いたラヴァル家の宿命は、現在ベルがただひとりで背負っている。ともに封印してくれていた叔お父じ──母の弟は、十年前に二十七歳で衰弱死した。

　ジェシーたち姉妹は、一日でも多くベルの命を長らえさせ、そのあいだに自分の夫を見つけてラヴァルの名を継つぎ、息子や娘を生み育てなければならない──それが彼女たちに課かせられた使命だった。







「ふう……地下工房は、どんなに換かん気きに気をつけても湿度が高くなるのが難なん点てんねえ……」

　一階のキッチンに戻ってきて、リサがうーんと伸びをする。

「ねー、道具は地下に置いとくとしても、作業は上でやることにしない？　魔女狩りの時代じゃないんだし、見られたところで問題なさそうだけどなー」

　ここぞとばかりにアニーが訴うつたえたとたん、

「うん。無実の罪で処罰されることは、ないよね。ただ、僕にはホントに悪魔が憑ひよう依いしてるから、拷ごう問もんされても文句は言えないな……まあ、いいけど。僕は」

　ベルが小首を傾かしげて物ぶつ騒そうなことを言う。ジェシーは震え上がった。

「よくないよぅ！　それにベルは安あん易いにその名を言っちゃダメなのよ。せっかく寝てるのを起こしちゃうかもしれないじゃない、なんのために女の子の格好をしてると思ってるの？」

「姉様の気持ちは嬉しいけど、こんなドレスで誤ご魔ま化かせないと思うよ、あれは。それで姉様の気が済むならいいけどさ、僕は」

　ぴいぴいと泣くジェシーをベルがよしよしと宥なだめながら苦笑する。この様子では、どちらが年上かわかったものではなかった。その騒ぎにアニーが頭を搔きながら、

「あーもう、つまんないこと言ったあたしが悪かったわよ」

　大おお欠伸あくびをして提案を取り下げ、リサがぱんぱんと手を打った。

「はい、ジェシーももういいわね？　……でねベル、元気になったところでさっそくなんだけど……おイモを剝くの、手伝ってもらえないかしら……？」

　もう朝まで時間がないし、との頼みに「いいよ」とベルが頷き、助かるわ、とリサは喜んだ。

「ふたりでやれば、なんとか間に合うかしら……？　アニーは明日も学校でしょ。もう休みなさい……ジェシーも《天使の涙》を採とるの、疲れたでしょ？」

「でも、リサだっていろいろサポートしてくれてたのに……不器用でごめんなさい」

　肩身の狭い思いで縮こまるジェシーに、

「あらあ、気にしなくてもいいのよ……あなたには明日、違う手伝いをお願いするから」

　リサは白い歯を見せて笑った。







　ヤドリギの葉、二十枚。ブドウの蔓つる、一ヤード。硝しよう石せき、二分の一オンス。クルミの樹じゆ皮ひ、一インチ四方。ユキノシタ、五十本。モウセンゴケ、カップ一杯。──ブルーベリーの実、三ポンド。

「……なにこれ」

　翌朝、もうすっかり日が昇った頃。コットンのネグリジェ姿のまま、二階の私室からのそのそと起き出してきたジェシーは、キッチンテーブルに置かれたメモを見て呟いた。

「あらあ……おはよう……遅かったわねえ……」

　居間の方から、ふぁあ、と欠伸をしながらリサが現れた。着ているドレスは昨夜のままだ。本当に徹夜をしたらしい。

「おはようリサ、ジャガイモは間に合ったの？」

「まあ、なんとかね。約束通り、小麦粉をせしめたわ……ポテトスキン食べる？」

　かたかたとフライパンを取り出しながらリサが尋ねた。できればクレープの方が嬉しいと思いつつ、ジェシーは文句を言わず頷いた。そもそも小麦粉を手に入れるために、自分はなんの手伝いもしていないのだ。

「で、このメモはなに？」

「昨日言ったでしょ……あなたにお願いしたいことがある、って……秘薬作りの材料が、だいぶ足りなくなってきてるの。鉱石とか、買うしかないものにお金はとっておきたいから……野山で採とれるものを、よろしくね？」

「それはわかるけど、ブルーベリーは錬金術の材料じゃないよね？」

「ええ、それは私たちのごはん」

　最小限のバターと胡こ椒しようだけで炒いためたジャガイモの皮を皿に移し終えて、リサは戸棚を開けて見せた。

　ジェシーの眉まゆ根ねが寄る。昨日までそこにあった、マーマレードの大瓶が無い。

「実は今朝早く、ジュニパーさんの奥さんがいらしてね……小さな子供を六人も抱えて、なにも食べるものがないって言うのに、放ってなんておけないじゃない……？　それで、まだ小麦粉をもらう前だったから、マーマレードをさしあげたの……」

「ああ……あそこの旦那様は戦争で亡くなったんだっけ。私たちのお父様とお母様は元気で頑がん張ばれてるんだもの、そのぶんまで力になってさしあげなくちゃいけないよね」

　リサの説明に、ジェシーも溜め息をついて納なつ得とくした。

　この国ではいま、内戦が起こっている。戦場はサイプレスからはるか遠かったけれど、村で医院を営んでいた父は従じゆう軍ぐん医師として前線に赴おもむいているし、母は郡中央の婦人会へボランティアに出ている。

　錬金術に関しては、父母より子供たちの方が生まれながらの才能があるようで、口出しせずに任せた方が《命光薬エリクシア》変成の成功率も高かった。そしてなんといってもラヴァル家の家か訓くんは、

「悪魔が嫌う奉仕活動で、封印強化に努めましょう！」

　リサとジェシーはぱんと掌を叩きあわせて斉せい唱しようした──であったので、ベルの世話を姉妹に任せ、ふたりは命懸けの奉仕に出ているのだ。たったひとりの息子に収しゆう斂れんしてしまった悪魔を封じ込めるには、思いつくかぎりのことをする必要があった。

「──というわけで……小麦粉は手に入ったんだけど、プレーンクレープだけじゃ寂さびしいでしょう？　ブルーベリーならジャムにしなくても、そのままで美お味いしいものねえ」

　リサの説明に、もそもそとしたポテトスキンを飲み込みながら、ジェシーも頷いた。

「ジャムを煮るほど大量のお砂糖なんか、うち、ないものね……でもこれ、私ひとりで？」

「ええ、悪いけど……私はほかにいろいろ仕事があるし……ベルは元気になったといっても、ねえ……？」

「もちろんよ。うん、わかった。でも生えてる場所がばらばらだから、一日がかりになっちゃうかも……とろくてごめんなさい」

「助かるわ……お弁当は奮ふん発ぱつして、人にん参じんの葉っぱをたっぷり入れたパンケーキを焼いてあげるわね……？」

　得意げなリサの表情に、それって野菜入りパンケーキというより、人参の葉っぱを少量の小麦粉で繫いだだけだよね、という言葉をジェシーはぐっと吞のみ込んだ。

「それにしても、けっこう大変よね……野山中心だし、これなら男装で出かけようかな」

　メモを見返しながらジェシーが呟いた時、

「ダメだよ、そんなの！」

　ぜえぜえと荒い息とともに、背後から声が飛んでくる。振り向くと扉の柱にベルがしがみついて、肩を上下させていた。

「女の子なんだよ、姉様は。ちゃんと女の子の格好をしなきゃ。そりゃ、昨晩みたいにどこかに忍び込んだりする時はドレスじゃ無理だけど……」

　そう言って、ベルは悩ましげに長い睫毛を伏せた。

　サイプレスやプチグレンのある郡は国の中でも先進的な北部にあるので、南部ほど伝統にうるさくはない。とはいえまだまだ、特別な事情もないのに異性の服装を纏まとうことは、じゅうぶん白眼視の対象だった。今日の野草集めなど、農家の女性たちがロングスカートで畑仕事をしていることを思えば、まったく『特別な事情』にはならない。「あの娘は好き好このんで男みたいな格好をしている」などと噂になれば、嫁入り──いや、婿取り先にも事欠いてしまう。

　でも、それはそれで別にいいのではないか、とジェシーはぼんやりと思う。

　家庭的なリサと快活なアニーは、きっと素晴らしい男性を射い止とめるだろう。そうしてラヴァルの血を繫いでくれるという確信がある。

　でも、どうしても自分に関しては、そういう幸せな未来が想像できないのだ。

　理由の説明できない茫ぼう洋ようとした感情にジェシーが困惑しているのを見て取ったのか、ふっとベルは口元にしなやかな指を当てて呟いた。

「姉様とお揃いがいいな、僕。姉様がドレスで木の実を摘つみに行くんだったら、ドレスで刺繡をしてる、僕も。姉様が男装で山に行くんなら、スラックスで筋トレでも……」

「いやぁあっ、無茶言わないでぇ！　いくら元気になったからって、せめてお散歩にとどめて。いきなり腕立て伏せとか無理だから！」

　ジェシーが両手で頰を挟みつつ悲鳴をあげたので、ベルはにっこりと微笑んだ。

「じゃあ今日、木も綿めんの水色のドレスにするから、僕。お揃いのピンクのを着てね。髪も結ってあげる。このあいだ姉様によく合う飾り紐ひもを編んだんだ」

「は、はい……わかりました、ごめんなさい……」

　きゃっきゃとはしゃぐベルに、ジェシーは押し切られるばかりだった。







「え、ええっと……それじゃ、行ってきます……」

　両手で籐とうのバスケットを握りしめて、ジェシーはもじもじと言った。

　胸元一列に並んだくるみボタンが唯一の装飾であるシンプルなピンクのドレスと、かかとの低い焦げ茶のハーフブーツ。きちんと編み上げた栗色の髪に白い鍔つば広ひろの帽子をかぶったその姿は、素朴ながら品のいいお嬢さんに見える。

「はぁい。いってらっしゃぁい」

　姉と弟に手まで振られて、頰を染めつつ出ていくジェシーを見送ったリサは、

「ありがとねベル……あの娘ったら、自分が構わないのはまあいいけど……評判を落とされたら、私の縁談に影響するってことにまで頭がまわらないのよねえ……」

　指を絡めた両手を反らして伸びをしながら、苦笑する。

「大丈夫だよ、大姉様は。村でも評判の美人で、家事が得意で気だてもいいもの。大姉様を狙ってる若者はいくらでもいる、プチグレンのお金持ちのなかにだって」

「あらやだ、お上手ね。でもそうね、お金持ちか……いい響きだわ……」

　照れたように笑いつつ、うっとりした瞳を隠さない長女の横で、

「僕が気にしてるのは、ジェシー姉様のこと」

　ベルがぽつんと呟く。

「ねえ、大姉様。おかしいよね。こんな格好をしたからって、悪魔を誤魔化せるなんてこれっぽっちも思ってないのに……姉様が男装するのは、怖いんだ、僕。ラヴァル家にもうひとり男子がいる、って悪魔が間違えるんじゃないかって。半分に分かれて、姉様に乗り移っちゃったらどうしよう、って……」

　平たい胸の前できゅっと握りしめた拳こぶしが震えている。憂うれいを含んだ表情は、朝あさ陽ひを浴びた霜しも柱ばしらのように儚はかなげで美しい。

　リサも真顔になって、ベルの肩をそっと抱いた。

「わかるわ。──たぶんあの娘も、それを願ってるから」

「ねえ、大姉様。どうして姉様はあんなに謝ってばかりいるんだろうね。なんの幸せを受け取る資格もないみたいだ。世界に対して、ラヴァルの一族は確かに大きな債さい務むを背負ってる。でもそれは祖先のしたことで、僕ら自身は悪くはないよね。祖先の罪を購あがなう決意はしているけれど、それは一族みんなで平等に支払うべきものだよ。だけど、姉様だけは世界じゃなくて、僕に対してそう思ってる気がするんだ」

「あの娘は、あなたの分の幸福を横取りしたと思ってるのよ……私やアニーはちょっと離れているけど、あなたとジェシーは年とし子ごでしょ。お母様のお腹のなかで、あなたに残しておくべきものまで自分が先に持ち出してしまったから、あの娘はあんなに丈夫で運動神経も優すぐれていて……そのぶん、あなたは弱いんだ、って。そう思っているんだわ」

「そんなのおかしい。僕が虚きよ弱じやくなのは、悪魔のせいだよ。負おい目なんて必要ないよ、姉様には」

「まあ、こういうのは、理り屈くつじゃないものねえ……」

　反論するベルをこれ以上説とき伏せようとせず、リサは苦笑して流す。

　ベルの方も、説明を求めたりはしなかった。むしろ意地でも納得などするものか、という風だ。

「いいんだ、僕は。甥おいが生まれるまではなんとか頑張って、時間を稼ぐだけ稼いだら、いずれ死ぬだけだもの。姉様が望むんだったら、女の子の格好でもなんでもする。──姉様に、ちゃんと幸せになってほしいんだ、僕は」

　決意するようなベルの言葉にリサはふぁあと欠伸をして、

「私はジェシーはもちろん、ベルにも幸せになって欲しいわ。……というわけで、ジェシーに新しい服を買ってあげるために刺繡やパッチワークをする気はない？　あなたの手芸、このごろけっこう高値がつくのよ」

　この話題は打ち切り、といわんばかりのリサの台詞に、

「調子いいんだから、大姉様は。服より先に、食費で消えるんでしょう。いいよ、僕も姉様にはもうちょっと、胸のあたりが育ってほしいし」

　むっとしたままベルは居間へと踵を返し、

「ふふふ、理解のはやい子で嬉しいわぁ」

　とリサは溜めておいた端は切ぎれを取りに二階へ上がっていった。







「ああ、ごめんなさい、私ばっかりこんなにブルーベリー摘んじゃって。明日摘みにくるつもりの誰かさん、ごめんなさい」

　ほかには誰もいない丘の上でジェシーは謝りながら自生しているブルーベリーの実を摘んでいた。

　バスケットのなかには既すでにぐるぐるねじったブドウの蔓、取っ手の欠けたコップいっぱいのモウセンゴケ、マッチ箱に収められた硝石、紙袋に入れたクルミの樹皮、きちんと重ねてハンカチに挟んだユキノシタが入っている。

　いずれも採取できる場所は違うし、硝石などは欠片かけらほどとはいえ集めるのが大変だったりもして、既に日は傾きはじめていた。

「……あとはヤドリギの葉か……」

　ブルーベリーでいっぱいになった麻あさ袋ぶくろの口を縛りながらジェシーは首をひねった。

　なにしろ六月だ。寄き生せい主しゆの木々はいちばん元気のよい時で、大きく枝し葉ようを茂らせている。そのぶんヤドリギは十分な日光も得られずに、縮こまっている時分だ。

　どこかになかったっけ、と思案して、ふと思いついた。確かプチグレンと反対に行った街道脇の丘に、半分立ち枯れたオークがある。確かその樹にもヤドリギが宿っていたはずだ。弱った宿主とは裏腹に、のびのびと陽光を享きよう受じゆしているに違いない。

　すこし遠いけれど、《命光薬エリクシア》変成のためとあらば、たっぷり精せい気きを含んだ肉にく厚あつな葉を用意してやりたい気がする。

　気合を入れててくてく歩くこと一時間、空は金色を帯び、ジェシーの影は長く街道を引きずるようになった。

　街道横の土手のようにもりあがった部分を、土止めの石壁を跨ぎ越えてよじ登る。西に向かうかたちになるので、逆光で視界が眩まぶしい。

　低い藪やぶがぽこぽことあるなかをしばらく歩くと、不意に行く手に一本、背の高い樹が見えた。枝こそ大きく広げているけれど、葉がまるでついておらず骸がい骨こつのようだ。

　なのに高い場所の一部分にだけ、ぽこっと影の塊かたまりがある。

「よかった、やっぱりヤドリギだわ」

　ほっと安堵して、ジェシーは周囲を窺った。見渡す限り、人影はない。

　最近、プチグレンにはしばしば奇妙な噂がある。審議待ちの《奇跡》があるところに、不審な侵しん入にゆう者しやの痕跡があるのだ。しかし実際はなにも盗まれてはおらず、愉ゆ快かい犯はんの仕業ではないかと騒がれていた。

　ドレスで木登りする姿とその「怪盗」とを結びつけられてしまうかどうかはともかく、ジェシーの運動神経について、人々に気づかれないに越したことはない。

　ジェシーはオークの手前一メートルほどの地面にバスケットを置いた。それからドレスの左脇をすこしつまんでベルトに挟み、

「──えいっ！」

　ちいさく口のなかでかけ声をかけると、ぱっと身長の倍ほどの高さにある枝に飛びつき、その勢いでくるんと回りざま、ぽーんと手を離してさらに上の枝に引っ掛ける。森の猿だってこんなに鮮あざやかには登れないだろうという手際でひょいひょいとヤドリギの場所まで上がり、頼まれた数の葉をぶちぶちとちぎり取った。

　任務終了、と思ったところへ風が吹いた。高い枝はよくしなる。ぐらつきついでに、ジェシーはぽんとそこから飛び降りた。向いていた正面、つまり自分が登った側とは反対──樹の西側に向かって。

　金色の西日に向かって飛び込むような気持ちで空中に躍おどり出て、衝撃を和やわらげるためにくるりと一回転をして──地面が、視界に入る。

「あっ……」

　ジェシーは息を吞んだ。

　そこに、ひとがいた。反対側から登ったから、気づかなかったのだ。オークの幹の西側に、ひとりの少年がもたれていて、降ってきた影に驚いたらしく、空を見上げた。

　最初に目についたのは、さらさらと風にそよぐ金色の髪だ。空色の瞳をまん丸に見開いて、まっすぐにジェシーを見ている。言い逃のがれようがない。

（う、噓うそっ。どうしよう！）
















　焦ったところで、このまま着地するしかない。ひょっとしたら逆光のおかげで顔は見えていないかもしれない。それを祈って全力で逃げよう、と着地の体勢へ入ったところへ、

「うわあ、ほんとに天使様だ！」

　喜き々きとして少年は言い、もたれかかっていたオークから背を外して一歩前へ出た。そこはジェシーの着地点とぴったり一致していて、

「きゃぁあ、ごめんなさいっ──」

　不本意にも、ジェシーは少年の顔面を思い切り踏みつけてしまったのだ。

「ぐ」

　ひとこと呻うめいて、ぐらぁと仰向けに倒れかかる少年を、

「ごめんなさい、ごめんなさい！　大丈夫ですか、痛かったですか!?」

　ジェシーは思いきり抱き留めて謝り倒してしまい。

　──かくして、逃げるタイミングを失ってしまったのだった。
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　少年が今朝『その老人』と知り合ったのは、とある宿屋の食堂でのことだった。

　少年はずっと南の村からプチグレンへ向けて旅をしているところだった。地図によれば、プチグレンまでは街道沿いにあとふたつの村を経由するだけだ。今日の昼すぎには着けるだろう、と彼は算さん段だんした。そろそろ路ろ銀ぎんが尽きかけていたので、ありがたい、と彼は思った。

　少年は朝食を摂とりながら、地元の神父様が書いてくれた推すい薦せん状を眺ながめていた。『プチグレン教会司教様』と表書きに記されている。封ふう緘かんされているからなかは読めないけれど、これを持って行けばプチグレン神学校への入学が許可されるはずだ。

　そこへ、ひとりの初老の男がやってきた。彼のとなりの椅い子すに手をかけて、

「この席空いてるかな？」

　と愛あい想そのいい笑顔を浮かべたので、少年も、

「おう、かまわないぜ」

　と頷うなずきながら推薦状を鞄かばんに戻した。戻しがてら、少年は鞄から紫むらさき色いろの布で包まれた小さな荷物をそっと取り出した。存在を確認するように何度か撫なでて、推薦状をぴったり重ねて鞄の奥にしまいこむ。その様子をなぜか老人はじっと見ていた。

　それから老人は、『自分は旅の商人だ』と言って、これまでの見けん聞ぶん録ろくをいくつか話してくれた。それらはささやかだけれど面白くて、少年はいい話し相手ができたことをとても喜んだ。そしてお返しに、少年が育った村の話をいくつか語った。田舎いなかの村で、そう珍しい話でもないだろうに、老人はとても興味深そうに聞いてくれたので、少年は嬉うれしかった。

　最後に老人はこんな話をした。

「──そうか、それじゃあんたは篤あつい信しん仰こうをお持ちってことだ。いまどき感心な話だねえ。それじゃ、天使を見たことはあるかい？」

「天使様？　ないよ。おじいさんはあるのか？」

「いやあ、儂わしは機会を逃のがしちまったから見たことはないね」

　老人の話しぶりに少年は目を瞬しばたたいた。それはつまり、「天使を見る機会」があるということだ。

「いいかい、この街道をプチグレンに向かって北上すると、サイプレスって村の手前にオークの樹がある。夏でもヤドリギが葉を茂らせている不思議な樹さ。そこに座って西を見てると、資格のある人間ならば、沈む夕ゆう陽ひのなかに天使が見えるそうだよ」

「へえ、ほんとに！　すごいや、見たい！　──でも、資格って？」

「ひとつ、信仰心が篤いこと。ふたつ、身も心も穢けがれておらんこと。みっつ、夏げ至しまでの一週間だけ。なかなか難むずかしいだろ？」

「でも、今日は六月十七日だから日にちはドンピシャだ。ひとつめとふたつめは、自分では判断できないから、天使様の判断を仰あおぐしかないってことかな」

「試してみるかい？　ああ、もうひとつ言い忘れてた。その時、資格者は一いつ切さいの荷物を捨て去っていないといけないんだ。『金持ちが天国へ行くのは、駱らく駝だが針の穴を通るより難しい』って言うだろ？」

「ええ？　──でも、それじゃあ無理だな。この荷物を捨てるわけにはいかない」

　少年はがっかりして言った。推薦状ともうひとつ、とても大切なものが入っている。

「そうだよな……そうだろうよ……だが待て。たったいま思いついたんだが……こういうのはどうかな。たとえば、あんたがその荷物を捨てる……それを『たまたま』儂が拾う……儂はそのなかに『プチグレン教会司教様』と書いてある封筒を見て、プチグレンの教会へ届ける。あんたは天使様を見た後で教会へ行って、司教様からそれを受け取る……そうすればいいんじゃないかな？」

　老人はひと言ごとに少年の顔色を窺うかがいながら、用心深く提案した。

　少年はなるほど、それはとてもいい考えだと思った。神学生は寄き宿しゆく舎しや住まいが前ぜん提ていなので、入学してしまったら街の外にあるオークの樹を訪ねることはできなくなってしまうだろう。昼過すぎに着く予定が夜になったところでたいした違いはないし、なにしろ天使に会えるまたとない機会なのだ。

「ありがとう、親切なひとに会えてよかった！」

　少年は満面の笑みを浮かべた。

「お役に立てて嬉しいよ」

　老人もうっすらと笑った。







　老人とは途中まで一緒に街道を歩いた。途中、ここを西に十分ほど行けばオークの樹があると教えてもらったので、少年は礼を言って老人と別れ、ひとり土手へ上がった。

　高い枝にヤドリギが茂るオークの樹はすぐに見つかった。あの男は真実を語っていたんだ、と少年は嬉しくなった。すぐにその根元に座りこみ、夕暮れになるのを待った。荷物は全部男に渡してしまっていたので、食べるものも飲むものも持っていない。おかげで時間が経つに従って、空っぽの腹やカラカラの喉のどが悲鳴をあげ始めたけれど、きっとこれが信仰を計る試練なのだろうと少年は考えた。

　空がオレンジ色を帯びる頃には、頭がぐらぐらとしてきた。少年は眠ってしまわないように立ち上がり、オークの樹にもたれかかった。空腹は我が慢まんできたが、喉の渇きは限界に近かった。呼吸が辛くなって、自然と頭をのけぞらせて気道を確保しようとする。おかげで視界が空を向いた──その時。

　黄金色の夕陽を背にして、宙を舞う人影が降ってきた。光の帯がその背後から広がって、輝く翼つばさを形作る、神々しいその姿──。

「……ほんとに、天使様だ……！」

　呟つぶやいた次の瞬間、激しい衝しよう撃げきに襲おそわれて、少年は気を失うしなった。







「遅いな、姉様……」

　ラヴァル家の居間で、ちくちくと刺し繡しゆうをしながらベルが溜ため息をついた。

「もう日が暮れるわ。どこをうろついてんのかしら。お腹すいたなー……」

　宿題のノートを放り出しながら、アニーが世にも情けない声を出す。

「そうねえ……ちょっと頼んだ量が多すぎたかしら。あの娘コなら朝飯前だと思ったんだけど……このところあんまり、いいものを食べさせてないものねえ……」

　のんびりした声でリサが言ったので、ベルが刺繡を放り出して立ち上がる。

「姉様を迎えに行ってくるよ、僕」

「そんなこと言ったって、ベルはジェシーがどこにいるかわからないでしょ。あんな性格だけど、ジェシーは神しん出しゆつ鬼き没ぼつよ？」

「そうだけど、それは……」

　呆あきれたようなアニーのツッコミに、いてもたってもいられない、という様子でベルが玄関に向かい、それを見過ごすわけにもいかずリサものんびりついてゆき、アニーはテーブルに突っ伏して空腹を嘆なげく。

　がちゃりとベルがドアを開けたとたん、

「わっ！」

　ちょうどその向こうにいた人物が、ドアノブに手を伸ばそうとした姿勢のまま悲鳴を上げた。

「姉様！　……と、誰？」

　ぱっと表情を明るくしたベルが、その眉まゆを顰ひそめた。

　正面には、もじもじとしているジェシー。その隣には見知らぬ少年がいて、上機嫌で片手を上げた。

「やぁ！　はじめまして、一晩お世話になります」

「お断りします」

　事情も聞かずばたんとベルがドアを閉めたので、慌あわててリサがドアを開けなおした。







「ヤドリギを採とりに行ったつもりが、人間を拾ってきちゃいました。ごめんなさい」

　姉と弟てい妹まいに向かって、ジェシーは玄関でぺこぺこと頭を下げた。リサは片かた頰ほおに手を当てて目をぱちぱちと瞬しばたたき、アニーは膝ひざに手を突いて身を乗り出すようにしながら少年をじろじろ見けん分ぶんし、ベルはふたりの後ろに回ってつんとそっぽを向いている。

「俺、ローレル・ティートリー。みんなはレイって呼んでる。プチグレンに夜は入れないなんて知らなかったんだ、泊めてもらえて助かるよ！」

　朗ほがらかに言って、レイはリサの手を両手で握にぎってぶんぶんと振った。

「あの、彼、ラバンジンの村からプチグレンへ旅をしてるんだって……でもこの時間じゃもう、プチグレンの城門は閉まってるでしょう。だから今夜一晩、うちに泊めてあげたらどうかと思って……」

　ぼそぼそとジェシーが補ほ足そくする。裕福な住民の多いプチグレンは、犯罪防止のため、夕暮れと共に城門を閉めてしまうのだ。身軽なジェシーはそのくらい乗り越えてしまうけれど、それは立派な犯罪である。旅人に勧すすめるわけにはいかない。

「まあ……一日だけなら。うちは客間もないし、居間のカウチでよければ……何のお構いもできないけど」

　もう二十回ほども手をぶんまわされているリサが、台所へ目を走らせ、地下工房への隠し扉がきちんと閉じられていることを確認しながら呟く。

「え、カウチ!?　最高！　軒のき先さきや納な屋やでもよかったんだけど！」

　レイは大喜びしたが、軒先では雨ならともかく露つゆは凌しのげないし、農家ではないラヴァル家に納屋はない。居間のカウチは最低限のもてなしだった。

　苦笑するリサの前にアニーが身を乗り出した。

「ねえ、カードゲームできる？　みぃんな弱くて話にならないの。相手をしてくれるなら、泊めてあげてもいいわよ！」

「教えてくれたら。俺がいたところは、カードが禁止されてたんだ」

「いいわよ、天才アニス様は教え方だってうまいんだから！」

　謙けん虚きよなレイの態度にアニーが高笑いをする。

　その様子を面白くなさそうに見み遣やりながら、

「城門が閉じても、泊まれるところはあると思う、宿とか」

　ベルがぶつぶつ言う。その言葉にふとリサが気づいて尋ねた。

「そういえば、旅をされているのならお荷物は？」

「うん、親切な人に預けた。おかげで天使様にお会いすることができたんだ。これも主しゆのお導みちびきだなあ！」

　屈くつ託たくなくレイが言い、胸の前で十字を切る。

　意味がわからず、顔を見合わせるきょうだいたちにジェシーが補足する。

「なんかね、旅の途中で会った男から聞かされたんだって。あのオークの樹から夕陽を見てると天使に会えるって……ただしその時、何も持っていてはならないきまりだから、荷物は自分が先にプチグレンへ持っていってあげよう、って」

「それ、騙だまされてない？」

　即そく座ざにアニーが言った。リサも「そんな噂うわさ、聞いたことないわねえ……」と困惑し、ベルは「世間知らずだな、僕以上に」と信じられない面おももちだ。

「そういうわけで彼、宿に泊まろうにもお金もないの。いくら六月とはいっても、上着の一枚もなしに野宿をしたら風邪をひくでしょ？」

「まあ、悪い人じゃなさそうだしね。行き会ってしまったものを放ってもおけないわよね」

　懇こん願がんするようなジェシーの表情に、リサは「悪魔が嫌う奉仕活動で、封印強化に努つとめましょう」の家か訓くんを声には出さずに口のなかで唱となえる。

「信じられない、そんな突とつ拍ぴよう子しもない話。泥棒がうちに入り込むための噓うそかもしれない」

　ベルはあくまで警戒しているが、

「うちに盗ぬすむものがあるなら教えてほしいくらいだわ。今夜のご飯だって、豆の鞘さやを刻んだスープと、トウモロコシの髭ひげの炒いため物なのよ。たまには本体の方を食べたいわ」

　アニーの言葉に一同納なつ得とくする。それでもベルはいささか不ふ機き嫌げんなままだったが、

「あの、ベルの好きなブルーベリーはたっぷりめに採ってきたの……ねえ、どうしてもいや……？」

　ジェシーに名指しで懇こん願がんされてはそうも言えず、

「姉様のお客様なら、いいよ、僕は」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう頷いた。その様子にレイはほっと胸を撫で下ろし、

「ああ、よかった！　ええと、ご両親にもご挨あい拶さつをした方がいいよね？」

「気になさらないで。うちの両親は仕事で長期の不在なんです」

　リサが説明しながら奥へ上がるように手で仕し種ぐさする。その言葉にレイは戸と惑まどったらしかった。

「えっ……若いお嬢さんばかりのお宅？　そ、それはやっぱりよくないよ。主がお許しにならない」

　ぎくしゃくした動きで、失礼しましたと踵きびすを返しそうになるレイの肩を、ベルががしっと摑つかんで引き留めた。

「いまさら姉様の厚こう意いを無にする気？　それは許さない。安心していいよ、男だからね、僕は。大事な姉や妹に不ふ埒らちなちょっかいを出したら、鉄てつ槌ついを下してあげる。主より先に」

　にっこりと微笑ほほえむ姿は天使そのもので、

「え……？」

　ぱちぱちとレイは瞬まばたきし、それからベルの手首を摑んで袖そでを捲まくりあげて真っ白な腕の細さに「おお」と唾つばを吞のみ、頭のてっぺんからつま先までを見下ろして

「うそだろ……!?　どう見ても、付くモノ付いてるようには思えない」

　正直に感想を述のべたレイがベルのスカートを捲めくり上げて覗き込む。その瞬間、レイの顔面にベルの肘ひじ鉄てつが炸さく裂れつした。







「……いや、悪かった。だってさ、いちばん華きや奢しやだし、おしとやかそうに見えたし、まさかさぁ……」

　ダイニングの隅っこに小さくなりながらレイがぼそぼそと言い訳する。

　対角線に座ったベルはそっぽを向いたきりだし、レイのすぐ隣のジェシーは自分の責任のように俯うつむいている。リサは苦笑しながら、四人分のスープを五皿に分配しなおした。

「まあねー、ベルは身体からだが弱いから手足も細いし、日に当たらないから色も白いもん。でもあと五年もしたらあたしがいちばん美人になるんだから──ところで、レイはプチグレンに何をしに行くの？」

　対面のアニーが身を乗り出して尋ねる。レイも肩の力を抜いた様子でテーブルに肘をついた。

「進学」

「へえ、すごい。いいなあ、あたしもお金があったら上級学校に行きたいな。成績は悪くないのよ──レイの家は、お金持ちなの？」

「いや、俺は孤こ児じ院いん育ちだから金はない。でも神父様が推薦状を書いてくださったから、奨学金でプチグレンの神学校へ行けることになったんだ」

　レイの返事に、全員が一瞬止まる。

　すぐにリサが配はい膳ぜんを再開し、

「プチグレンの神学校って、ものすごく優秀ではないといけないんでしょう？　……すごいわあ……」

「へえ、そうなんだ。よく知らない。でも主が用意してくださった道だから、お望みに従おうと思って」

「敬けい虔けんなのね……孤児院は、村の教会付属の？」

「うん。俺、庭に植えてあるお茶の樹の下に捨てられてたんだ。だから名字がティートリー」

　レイの説明にアニーが吹き出す。

「あはは、そのまんまー。ローレルの方は？」

「見つかった時はずいぶん弱ってて、鳴き声がエーンエーンってほど力強くなくてさ、舌がまわんなくてレエレエって感じだったんだって。だからレイっていうあだ名になるように、ローレルって名前に」

「ふーん、あだ名の方が先なんだ。うちの遠いご先祖はレイって名前の領地に住んでたんだよ。なんだか縁を感じるね！」

　ぺらぺら喋しやべるアニーの足をリサが踏んで黙らせ、さらっと話題を変える。

「そういえばこちらの自己紹介はまだだったわよね。私はメリッサ、リサでいいわ。こちらのベルガモットがベルで、そちらのアニスはアニー……ジェシーのことはもう知ってるわよね？」

「あ。名乗っ……て、なかった。ごめんなさい」

　話を向けられてジェシーが慌てる。レイも感心したように頷き、

「へえー、天使様にも名前があるんだ」

「そ、んな……天使様とかじゃないです。本当はジャスミンっていうんです。だからジェシー」

「おおっ、可か愛わいい名前だな！」

「うう……名前負けしててごめんなさい……」

　レイにぱちぱち拍手までされて、ますますジェシーが縮こまる。そんなふたりの様子に、

「……人見知りだとは思ってたけど、拾ってきといて名乗りもしてなかったって……あの娘にも困ったものねえ」

「そーゆー状況で出会ったからって、ジェシーを天使様だと思う方もどうなんだろ。推薦状をもらえるほど頭いいようには見えないけどな」

　リサとアニーが顔を見合わせるなか、ベルは黙々とスープを口に運んでいた。







　食事を終えて、そのままアニーとレイはカードに興きようじるために居間へ移り、リサは後片付けに入った。ベルは自室で刺繡の続きをすると二階へ上がり、そうなるとジェシーはひとり手持ちぶさたになってしまう。

「ひとりでたくさんお使いを頼んじゃって悪かったわね……大変だったでしょ？　ジェシーは休んでいいわよ」

　洗い桶おけのなかでお皿をかちゃかちゃさせながらリサが言った。

　本当ならば今日持ち帰った素材の整理をするところだけれど、すぐ隣に客人がいてはうかつに地下工房の扉を開けることもできない。なにしろ相手は神学生──教会関係者である。教会にとって、錬れん金きん術じゆつは本来「神の御み業わざを模も倣ほうし成り代わろうとする異い端たんの所しよ業ぎよう」だ。

　はー、とジェシーは溜め息をついた。

「なんだかやっかいなお客さん、連れて来ちゃってごめんなさい」

「ずっとじゃ困るけど、一晩くらいなら、まあ、ね……アニーが相手をしてくれてるし、そう簡単に秘密がバレることもないでしょ。昨日《命光薬エリクシア》の変へん成せいを済ませたばかりだったし、タイミングがよかったわね。でも、次からはもうちょっと気をつけてよ？」

　こつん、とたわめた指で額ひたいを弾かれて、ジェシーは肩をすくめた。

「うん。ごめんなさい、ごめんなさい」

「だからいいわよ。家族じゃないの」

　ひたすら恐縮するジェシーに、リサは朗らかに笑う。

　痛みよりはむず痒がゆさに近い感触が残る額をコシコシ擦こすりながら、ジェシーはもういちど「ごめ──」と言いかけた言葉を吞み込んだ。







　リサに後を頼んで、ジェシーは二階の自室へ上がった。

　自室といっても、柵さくが一部壊れた古いベッドのほかには折り畳たたみのライティングデスクとハンガーラックを置いたら動き回るのもやっとというほどの狭い部屋だ。

　階かい下かの居間の方からは、アニーとレイの歓かん声せいが聞こえてくる。よほどカードが白熱しているに違いない。おかげでレイはちっとも肩身の狭い思いをせずに済んでいるだろう。

　たぶんアニーが寝た後で、リサがレイのために父の部屋から毛布を持っていって、カウチの支し度たくをするのだと思う。結局、自分は姉妹の仕事を増やしただけのような気がする。

「家族……か……」

　ぽつんと呟きながら、ジェシーはベッドに転がった。

　その肩書きが、どこまでの無理を相手に背負わせていいのか、ジェシーにはわからない。遠い祖先のように、何百年も先の子孫にまでつけを回すようなことをしても、家族だからのひとことで許されるのだろうか。

　確かに、きょうだいのために可能な限りのことをしてやりたいとジェシーも思う。《天使の涙》を採ってくるのだって、怖いの何のといいながら、それでベルが笑ってくれれば嬉しい。

　でも、ドジな自分のすることだ。いつか取り返しのつかないことをしてしまいそうで怖ろしい。とんでもない迷惑をかけそうな気がする──今日だって、レイが教会関係者かもしれないだなんて、思いもしなかったのだ。

「私って、どうしてこう、ダメなんだろぅ……」

　呟きながらジェシーは目を閉じた。

　一日じゅう野山を歩き回った疲れがどっとおし寄せてきて、瞼まぶたがぐぅっと重くなる。

　階下ではまだ、みんなも起きているだろうに。

「ごめんなさい……私ってば、無責任……で……なんだか迷惑ばっかり……」

　急激な睡すい魔まに襲われて、聞こえるはずもないきょうだいたちへの謝しや罪ざいも呂ろ律れつが回らない。

「……マリー……おまえは、私を恨うらんでいないかい……？」

　むにゃむにゃと呟いたのを最後に、そのまますぅ、と寝息が部屋を満たしていった。







　翌朝、リサは山盛りのブルーベリーを十分の一ずつ五人に分け、穴の開いてないクレープを一枚ずつ焼いてくれた。

「うわぁ、お客様だからって大おお盤ばん振ぶる舞まい」

　アニーが言ったので、リサがこほんと咳せき払ばらいをする。それからレイを振り返った。

「今日はプチグレンへ雑貨を卸おろしに行くの……よかったら、城門まで馬車でお送りするわよ……ロバだから遅いし、教会までは……ちょっとね、行けないんだけど……」

「わあ、忙しいところ、ありがとうございます！」

　レイが幸運にぱちんと指を鳴らしながら言う。

「うちにも、また来る？　その時は負かしてあげるわ！」

　アニーが言ったので、ジェシーは目を丸くした。

「え、アニーがカードで負けたの？」

「ビギナーズラックよ、ビギナーズラック！」

　ジェシーの問いにアニーが声を張り上げ、レイは

「そうだな、寄宿舎に入るからなかなか外出はできないけど、主がお許しになるならば！」

　と陽気に親指を上げてみせ、ベルは、

「わざわざ招かなくたっていいのに、教会関係者なんて……」

　とレイには聞こえない音量で呟いた。

　そうこうしながらリサとレイが家を出ていった後で、アニーも学校へ行く準備を始める。しかしその表情はどうにも晴れない。

「……ビギナーズラックじゃなかったわ」

　ふくれっ面つらのまま支し度たくを済ませて、アニーはぼそりと言った。

「え？」

「神しん経けい衰すい弱じやくを七回と七ならべを二回、ブラックジャックを二十五回やったのよ。……間違いないわ。彼、カードを全部覚えてる。一回見たら、忘れないのよ……あれなら、試験は全問正解だわ」

「あんな、騙されやすい奴が？」

　ベルが不審げな視線を向けた。

「忘れない、ってのと、信じやすい、ってことは矛む盾じゆんしないわ！」

　末まつ妹まいに嚙かみつかれて姉と兄は素直に「それはまあそうかも」と頷いた。

「ああ、悔くやしいっ！　この天才アニス様が負けるなんて！」

　ぷんぷん怒りながらアニーが出かけるのを見送って、

「……ええと……私たちは、昨日とってきた素材の整理でもしてようか」

　ジェシーがベルに話しかける。

「そうだね。お昼は庭のバジルで、サラダをつくるよ、僕が。ナイフなしでも手を切る名人だものね、姉様って」

「うぅう……ごめんなさい……」

　弟の明るい笑い声に、ジェシーは深々と頭を下げた。







　──そして。

「昨日はジェシーで、なんで今日はリサが遅いのよ。お腹すいたー」

　夕方、ダイニングテーブルに頰をついてアニーがぶつぶつと文句を言う。

「なんか作ってもいいんだけど、食材を勝手に使ったら怒るよね、大おお姉ねえ様が」

　隣で刺し子を縫ぬいながら顔も上げずにベルが口を挟むと、アニーはだらっとテーブルに突つっ伏ぷして正面のジェシーを見遣る。

「自由に使っていいならあたしだって、パンケーキくらい焼くわよ。ジェシーくらいでしょ、粉と卵で爆弾つくるのは……あたしとは違う意味で天才よねー」

「うう、わざとじゃないのよぅ……」

　三人で騒ぐにしろ、空腹では声に力が入らない。ふだんから活動最低限の食料しか摂せつ取しゆできていないため、体内に備び蓄ちくがないのだ。

「夜よ更ふかしのしすぎだ、アニーは。あれじゃ体力消しよう耗もうするよ」

「だってジェシーが神学生とか連れてくるんだもの！　地下工房のことを気づかせないように頑がん張ばったんじゃない！」

「わーん、ごめんなさい、ごめんなさいー」

「悪くないよ、姉様は。よほど凄すご腕うでの異い端たん審しん問もん官かんでもなければ地下工房は見つけられるはずがないもん。僕のためにしてくれたんだよね、悪魔対策の奉仕だ」

「ベルもあたしとジェシーで扱いが違うー！」

　テーブル越しに手を取り合って瞳を潤うるませている兄と姉に向かって歯をがちがちと鳴らし、それからアニーは溜め息をついた。

「……ちぃ、計算外に白熱したのは事実だわ。次の機会にはこてんぱんに負かしてやる……ってったって、そんな機会、そうそうないか。神学生は寄宿舎に入るんだもんね……」

　親指の爪つめを嚙みながら、アニーが見果てぬ再戦に向けて作戦を練りかけた時、表の扉ががちゃりと開く音がする。

「リサ？　もー、遅いよ……」

　アニーが飛び出し、次いでジェシーとベルが続く。玄関マットの手前で突然アニーが立ち止まったので、ジェシーはぶつかりそうになるのをすんでのところで身をかわし、ついでに慣かん性せいに引きずられそうな弟を抱き寄せて激げき突とつを防いでやった。

「うふ……ごめんなさいねえ……？」

　そう言ったリサが「遅くなって」との前置きを省はぶいたのは、謝る理由がそれだけではなかったからだ。

「天使様の屋根を我が頭上にくださり、主のお導きに感謝します」

　その隣で、レイがにっこりと笑った。







　呆ぼう然ぜんとしている弟妹たちをよそに、

「えーっと、まずは水みず汲くみと薪まき割わりだっけ。この村の井戸はどこ？」

　事情説明もなくレイが言い、

「案内してあげる！」

　再戦の機会に歓喜の雄お叫たけびをあげながらアニーがその手をとって飛び出していく。それを見送って、

「大姉様。──な・ん・で、また帰ってきたの、あいつ？　降ろしたんでしょう、プチグレンの城門で!?」

　ベルが不機嫌そうにリサを睨にらみつけた。ただでさえ妖精の如ごとき美び貌ぼうを誇ほこるだけに、そういう表情にも凄すごみがある。

「怒らないでよ。彼のことはほんとにちゃんと城門のところで降ろしたのよ、いったんは……それで雑貨屋にあなたが刺繡してくれたランチョンマットを持っていって……すごいのよ、五枚で二十セントになったんだから！」

「それを一枚十セントで客に売るけどね、雑貨屋は」

「それはまあ……仕方がないわ。とにかくいろいろ用事を済ませて、帰ろうとしたんだけど……」

　リサの話によれば、帰り道、騒ぎに出くわして馬車が通れなくなった。ロバを返そうと馬車を降り、ふと興味を抱いて野や次じ馬うまたちの中心部を覗のぞき込んでみたら、レイが初老の男の襟えり首くびを締しめ上げ、文句をつけているところだったという。

「締め上げ、って……レイが？　ごめんなさい、私、想像つかない」

　ジェシーが目を丸くする。リサもさもありなんとばかりに肩をすくめる。

「そうとう頭に来てた感じでねぇ……レイの話では、その男が彼の荷物を預かって、教会に届けておいてやる、って言ったらしいんだけど……」

「そんなの知らない、おまえと会ったこともない、って言うんだろ、男の方は」

　ベルの先回りにリサが頷く。

「そうなの……しかも場所がマートル商会の前だったものだから、とうとうお店の奥から『営業妨害だ』って、見るからに用心棒みたいな男たちが出てきてねぇ……」

　リサが溜め息をつき、ジェシーが「うわぁ」と声を漏もらす。ろくに家から出たことのないベルだけが、

「マートル商会？」

　と首を傾かしげた。

「たぶんいま、プチグレンでいちばん羽は振ぶりのいい服ふく飾しよく商しようよ。すっごい豪ごう華かなドレスが得意で、プチグレンのお金持ちの間で大流行なの」

「毎週末に宣伝のパーティを開いて、若い娘たちをたくさん招くんですって……広いホールにはクリスタルのシャンデリア、カクテルにシャンパン、ローストビーフ、貴き公こう子したち……」

　ジェシーの説明を補足しながら、リサがうっとりと夢を見る。

「いいや、マートル商会のことは。そんでボコられたわけ？　その用心棒とやらに。でも痣あざのひとつもなかったみたいだけど」

「ああ……そこにあいつが現れたのよ──ジョーンズ・ワート神父が」

　その名前を言うが早いか、リサは一気にげんなりと消しよう沈ちんした。

　ジョーンズ・ワートは、プチグレン教会に籍を置く若き神父だ。推定二十代前半。小さすぎて常じよう駐ちゆうの神父がいないサイプレス村の教会だが、彼は日曜のミサのために来てくれる。権けん威いの高い教会に所属している割に物腰も柔やわらかく、いつも笑顔を絶やさない。親しみやすい彼は村の人気者だ。当然ラヴァル姉妹とも面識があるのだが、リサはなぜだか彼を毛嫌いしているようだ。

「まあ、プチグレン神学生だし、あいつは。神父がそこに出てきてもおかしくないと思うけど」

「そうだけどっ！　彼が出てくると知ってたら、もっと早く退散したのにっ……！」

　一生の不覚とばかりにリサが嘆くので、ジェシーとベルは顔を見合わせる。

「リサ、なんだか怖いよぅ……そりゃ教会関係者とはできるだけ関わりたくないけど、ワート神父っていいひとじゃない？　村のみんなの相談とかも親切に乗ってるし」

「僕も異端審問は怖いけど、神様に見捨てられた村に住むのも悪魔の歯止めが効きかなそうでいやだ。ワート神父がサイプレスの教会の面倒をみてくれるのは、ありがたいと思う」

「ほら、警戒心の強いあなたたちまでそうやって手懐けられてるってどうなの？　だいたい神父のくせにちゃらちゃら長髪って変じゃない。いっつも細い目でへらへら笑ってて、頭に花が咲いてそうなのも聖職者としてどうかと思うわ」

「トンスラを剃らない教派もあるって、私、本で読んだことがあるし。それに教会が認めているのならいいんじゃ……」

　リサの難癖にジェシーが首を傾げ、ベルはくすりと笑った。

「そうか、頭に花が咲いてるのか、ワート神父は。だから花をくれるんだね、大姉様に」

「あれはソロモン王が『荒野の百ゆ合りは温室のバラより美しい』って言った話をしながら私に百合をくれたのよ。一緒にミサに出ているほかの娘コにはそんなことしないくせに、うちが貧乏だからって嫌がらせだわ！　チャリティバザーの時だって、私が出したクッキーだけ、出店前にあいつが買い占めたのよ。滅多にミサに行かないからって、参加資格がないっていうの!?」

　ぷんぷんとひとしきり怒り狂ってから、リサは今日の顚てん末まつに話を戻した。

「神父の前で乱暴もできないから、用心棒も引っ込んで、野次馬も散っていったのね。私もそれに紛まぎれて帰ろうとしたところへ、『これはラヴァルの、上のお嬢さんではありませんか！』ってあのスカした声が引き留めたの。あいつだけなら知らんふりするところだけど、レイまでが『先生、あの方が俺が昨晩お世話になった方です！』とか言うのよぉ……そこまで言われて無視しちゃ、不自然じゃない？」

　仕方なくリサは振り向いてしぶしぶ挨拶し、──ワート神父から提案を受けたのだという。

　曰いわく、レイの入学については確かに事前に推薦を受けており、試験や論文の出来も素晴らしく、神学校は優秀な新入生を歓迎する準備を整えて待っていた。

　ところが現れた学生は紹介状ひとつ持っていない。当人は「先に届けてくれるという人間に託たくした」と主張するが、そんなものは届いていない。

　いくつかの質問によって本人だという確認はとれたものの、ラバンジンの神父から託された〝お土産〟まで失なくしたというのはあまりに不ふ手て際ぎわである。それで入学を取り消すわけではないが、なにか懲ちよう罰ばつは与えねばならない。しかし体罰は本意ではないし、教会内の作業はすべて担当が割り振られているので、課かすべき仕事も特にない。どうしたものかと審しん議ぎしている最中、彼はすっくと立ち上がり、「では、なにがなんでもその人間を捜して取り返します！」と飛び出していったあげく、こんな騒ぎを起こしてしまった──

「……けっこう直情的なヒトなのね」

　そこまで聞いてジェシーが驚いたように目を丸くし、

「違和感はないけどね、あの単純さを見てれば」

　言いつつ、ベルは眉み間けんに指を押し当てて溜め息をついた。

「で、そこまではまあ、よかったんだけど……問題は『うちの学生が昨晩はご迷惑をかけたようで』とか頭を下げられちゃって……そこで『とんでもない、楽しかったわ』って答えたのは、ねえ、当然の社しや交こう辞じ令れいよね？」

　リサに訴うつたえられて、ふたりも頷く。

「そしたら……あの神父！『そうだ、ラヴァルさんのお宅はご両親がお留守で男手もなく、不便していらっしゃるでしょう。どうかこの者をお宅に置いてやってくださいませんか。奉仕活動ということで、修学時間以外はどうぞ自由にこき使ってやってください』とか、言いやがったのよ!!」

「相手が助かってこその、奉仕でしょ。そんなの向こうの自己都合だよ、うちはあいつに居座られたら困るんだから。引き受ける必要なんかない」

「わ、私だって断ったのよ……うちは姉妹でなんとかやれてますし、長期のお客様を泊めるような支度もありません、って。そしたらあの神父──『本来神学生は寄宿舎で生活一切を面倒みる体制ですから、そのぶんの生活費は教会がお支払いいたします』って──」

「お、大姉様っ！　お金に釣られたの!?」

「釣られたなんて！　ただ──ちょぉっと社会勉強っていうか……一般的な生活費っていうのが幾いくらくらいなのか知りたいじゃない？　そしたら……『寄宿舎でかかる費用は一いつ括かつですし、そのままの額というわけにもいかないでしょう。ご迷惑料や当初の支度も考こう慮りよしまして、とりあえず一カ月二十五ドルで如何いかがですか』って！　二十五ドルよ二十五ドル──なんていい響きなの！」

　ベルに詰め寄られて、最初は半泣きで言い訳していたリサが神父とのやりとりを再現していくうちにだんだん恍こう惚こつとしていく。ジェシーはおろおろと見守り、ベルは、

「モノも言えない、呆れて」

　としっかり言って、奥へ引っ込んでしまった。

「あん、だって考えてもみてよ！　私たちは楽ができて、お金がもらえて、教会に恩まで売れるのよ!?　《命光薬エリクシア》は変成したばっかりだし、細こま々ごまとしたことは彼が学校に行ってる間にやればいいでしょう、問題ないじゃないの……！」

　リサがベルを追いかけていく。それを見送りながら、

「あ……だから水汲み……」

　やっと納得してジェシーは玄関の方を見た。

　扉を開けてみると、ちょうど桶を両手にぶら下げたレイがアニーに連れられて戻ってくるところだった。

「あ、ジェシー！　見てみて、さすが男の子だと思わない？　これでジェシーも楽ができるね！」

　気づいてアニーが手を振る。ジェシーも庭に出て、ぺこりとレイに頭を下げた。

「あ……うん。その、私の仕事なのに……ごめんなさい」

「え、いままで天使様が水汲みしてたのか？　重かっただろ」

「あの、天使様じゃなくてジェシーって呼んで……私は一度にひとつずつ運んでたから、別に大したことは」

「薪割りも天使様──ジェシーがやってたの？」

「リサは家事、アニーは勉強とかあるしベルは体が弱いし。私がいちばん暇だから、まあ、それだけのことなの……」

　ぼそぼそと答えるジェシーの様子に、レイは桶を地面に置いた。

　それからいきなり腕を伸ばして、ジェシーの手をぱっと取る。その突然の動きに、ジェシーは手を引っ込め損そこねた。

　硬こう直ちよくしているジェシーの様子に気づかずレイはジェシーの掌てのひらを広げ、

「マメだらけでかちかちだ」

　元来が引っ込み思じ案あんなジェシーである。それが急に異性に手を握られたものだから、耳まで真っ赤になってしまった。

「ぁ、ぁ、あの──ご、ごめんなさい、ごめんなさい……！」

「なんで謝るの？」

「だって──みっともないから」

「あ、そーゆー風に聞こえた？　こっちこそ悪かった。ラバンジンは農村だったし、手が硬いのは働き者の証拠だから。『手にマメの多い嫁をもらえ』なんて言葉があるくらいなんだよ……もちろん誉ほめ言葉なんだけどさ」

　言いながらレイがジェシーの掌をゆっくり、弧こを描くように撫でる。じんわりと温かみが伝わってきて、それは単に体温というより、労いたわりの心のようにジェシーには思えた。

「それでも女の子たちは、白くて柔らかい手に憧あこがれてたから……俺が手伝うあいだに、ジェシーの手がすこしでも柔らかくなるといいな、って思っただけだよ」

　そう言って笑うレイの歯が白く光る。たぶん彼は本当にそう思っているのだ。単純に裏表なく、──下心もなく。

「……あ、ありがとう……」

　火ほ照てる頰を押さえながらジェシーが礼を言う。

　レイもにかっと笑って、

「じゃあこれ、勝手口に運んどくから！」

　ジェシーの手を離すと桶を持ち上げ直し、裏手へと歩き始める。アニーが追いかけて、

「待ってレイ、案内してあげる！　──へへ、ジェシーが『ありがとう』って言うの、初めて聞いたかも」

「え、そ、そう？　やだ私、すごい恩知らずだね。ごめんなさい」

「そーじゃなくて。ジェシーって普通ならお礼を言う場面でも、いつも謝るじゃない？　──まあ、家族のあいだでお礼とか照れくさくて言えないとこってあるけどね！」

　あははは、と笑ってそのままアニーは走っていってしまう。すぐにレイに追いついて、談笑しながら裏手に回っていくのをジェシーはぼんやりと眺めていた。

　言われて初めて気がついた。何かしてもらっても、今までジェシーは相手に迷惑をかけたことにばかり気がいってしまっていた。

　初めて、自然に出てきた感謝の言葉。それは不思議と心地よかった。

　ふたりの姿が館の陰に隠れてから、もういちど手を開いて視線を落とす。

　その上に重なったレイの手をぼんやりと思い出して、再びジェシーは赤くなった。







　その日の夕食はポークビーンズで、クリスマスにもありつけないようなご馳ち走そうに姉妹一同狂きよう喜きした。

「ローレル様々ね。……それで相談なんだけど、いつまでも居間に寝かせるわけにはいかないでしょ？　でもうちには客間なんてないし……空あいてるところっていったらお父様とお母様のお部屋くらいだけど、そこにお客様を泊めるのはちょっと抵抗があるのよねえ……私物とかもたくさんあるし……」

　リサがいまさらのように困った顔をする。

「いや、そんな申し訳ない。屋根裏部屋でも納なん戸どでも、雨あめ露つゆさえ凌げれば……」

「どこもいっぱいで、荷物を移動させる方が手間なの……というわけで、いちばん荷物が少ないジェシーがお父様とお母様の部屋に移ってもらえない？　それで、レイがジェシーの部屋で寝ればいいと思うの」

「私はいいよ。それに水汲みや薪割りを手伝ってくれるっていうし、そのお礼もかねてっていうか……」

「いや、水汲みや薪割りをさせてもらってるおかげで俺は学校にいられるんだし」

　ふたりでぺこぺこ頭を下げあい、ついでにその足で支度に上がる。

　ジェシーの荷物は衣服が数枚あるきりなので、部屋の明け渡しといっても数分もかからない。

　それらをくるくると巻き取るように畳んで胸元に抱え、ジェシーはレイを部屋に招き入れた。

「どうぞ自由に使って。このデスクなんて、私が先月卒業してから開けてもいないの。レイが使ってくれたら喜ぶと思う……殺さつ風ぷう景けいでごめんなさい」

「え、なんで？　いい部屋じゃん。ありがとう」

　レイがにかっと笑う。

「そう言ってくれると、嬉しい……わ。ありがとう」

　アニーの言葉を思い出して、意識して付け加えてみる。そうすると、ジェシーの胸に、再びぽわんと温かい感情が湧き起こる。

　がたがた軋きしむライティングデスクにさっそく本を並べ始めたレイの後ろ姿を見ながら、ジェシーはもう一度お礼を言いたい気持ちになった。







　両親の部屋は、ふたりで寝るために当然ベッドも広い。

　寝具も厚あつ手でだし、調度品も古いけれどジェシーの部屋より立派だし、却かえって得をさせてもらったかのようだ。

　持ち込んだ衣類をクローゼットに押し込んで、ジェシーはぽふんとベッドの上に腰掛けた。それから掌てのひらを開いて眺める。屋外活動の殆ほとんどを担当しているため、かちかちとしたマメだらけの手。

「マメの多い嫁をもらえ、だって……」

　呟くと可お笑かしくなる。

　でも、引っ込み思案で赤せき面めん症しようの気があり、家事も得意ではない自分には貰もらい手があるなど考えもしなかった。

　初めてだ。女の子扱いなんてしてもらったのは。

　そもそも、ジェシーの方からそれを避けていたところがある。できるなら男の子になって、ベルとともに悪魔を背負いたかったから。今だってそう思っている。

　なのにレイは、そんな自分の心にするっと入り込んでしまう。

　女の子らしい未来を夢みてしまいそうになる──。

「……なーんてね。レイは村の諺ことわざを教えてくれただけで、別に私を貰ってくれる、って言ったわけじゃないんだけど」

　自分の想像の突とつ飛ぴさにジェシーはくすくすと笑った。

　自分はベルの延えん命めいに力を尽くして、そのためだけに生きるのだ。物心ついた頃から、自然とそう思っていたし、これからもそれは変わらない。

　ただ、違う可能性を遊びのように考えてみるのはちょっと愉ゆ快かいだ。それだけだ。

　そこへコンコン、とノックの音がした。

「姉様、入ってもいいかな？」

「ベル？　もちろんよ！」

　遠えん慮りよがちに覗く弟を、ジェシーは立ち上がって招き入れる。

　ベルはそろそろと入ってきて、ジェシーの隣にすとんと座った。

　しばらく考え事でもしているのか親指の爪を嚙み、やおら決意を固めた表情を上げるや、

「姉様、……好きなの？　あいつのこと」

「は？」

　藪やぶから棒に突拍子もないことを言われて、ジェシーは目を丸くした。

「だっていままで、大姉様が食事に招かれたお返しに村のひとをお茶に誘ったり、アニーが学校の友達を連れてきたことはあったけど、初めてでしょう、姉様は」

「それは……単になりゆき、っていうか」

「なりゆきにしては、親切だよね、あいつに」

「だってかかわっちゃった以上は……奉仕は家訓だもの」

「それに手を握られて赤くなってた。二階から見てたよ、僕」

「あ、赤く、ってそれは──突然だったもの、相手が誰でも赤くくらいなるわよ。それに今日連れ帰ったのも、部屋の交換を提案したのもリサであって私じゃないわ」

「そうだけど……」

　ひとつひとつ反はん論ろんされて、ベルは唇を嚙んで俯いた。そうしていると本当にフランス人形のように愛らしく、ジェシーは胸が熱くなる。

「どうしたの。ベルはレイがきらい？」

「そんなことない。姉様を幸せにしてくれるなら、いい──まだ、合格点はやれないけど。間ま抜ぬけそうだもの、あいつ」

「だから話が飛ひ躍やくしすぎだって！　……ねえ、ホントに『いい』って言うなら、どうしてそんなに悲しそうな表情をするの？」

「だって……ホントは僕が力仕事を担当したかった。唯一の男子、なんだから」

　激しく高ぶる動どう悸きをなだめるように、ベルは胸を押さえて言った。口調が静かなだけに、何が彼を追いつめているのかジェシーにはよくわからない。

「そうよ、たったひとりの『ラヴァルの男』だからこそ、封印として災さい厄やくの悪魔をまるごと背負わされてるのよ。アトラスの代わりに地球を背負うくらいの力仕事じゃない！」

「でも、姉様の負担にこそなれなんの役にも立たないよね、悪魔は」

「そりゃ、役に立つのなら封印する必要もないし……」

「ほう、では役に立てば封印されずにすむのだな？」
















　不意にベルが笑った。一瞬前までの表情との落らく差さに、ジェシーは戸惑う。

「確かにおまえの言うとおりだ、ジル。生いけ贄にえを受け取っておきながらこちらの目的ばかりでは理り屈くつに合わぬ」

　ゆったりと唇を指先でなぞる仕種も、妖よう艶えんな流し目も、口調もすべてがベルのものとは違う。

「ベルは、私をジルなんて呼ばないわ。……あなた、誰？」

「まあ、『こいつの中にいる者』だな」

「まさか、悪魔──」

　がたん、とベッドから後あと退ずさりかけるジェシーの手を、ベルが摑む。ひんやりとした、氷のような体温だった。

「私がおまえを個こ体たい識しき別べつしているのに、その呼び方は失礼だろう？　私のことは『堕だ天てんの王』とでも呼ぶがいい」

　そういえば一口に悪魔といっても、それは分類名のようなもので、魔界に何柱も存在する彼らは、個性も属性も様々であると聞いたことがある。

　ジェシーは頭かぶりを振った。信じられない。というより、信じたくない。

　四百年にわたって一族が封印し続けてきた悪魔が、こんな簡単に話しかけてくるなんて──いとも簡単に顕れてくるなんて、あってはいけないはずだ。

「うそ。出てこられるはずがないわ。だってベルは生きてるもの。封印が破れるわけないわ」

「そうだ。だから私はまだ、力を使えない。──取引しよう、ジル、私がおまえに使い魔をやろう。水汲みも薪割りも、何でもしてくれるぞ。美術品も宝石も、どこからでも盗んでこさせよう。どうだ」

「そんなことを言って、私に生贄を差し出させようとしてるんでしょ？」

「それはそうだな。おまえからはまだ、何ももらっていないからな。無タ料ダではやれない。だから取引だ」

「お断りよ！」

　ふだんとは似つかわしくないきっぱりした態度で、ジェシーは立ち上がった。

「水汲みや薪割りくらい、レイがいなくなったら自分でするわ。美術品も宝石もほしくない。それより私は、ベルの方が大事！」

「欲のないやつだな」

　ベルはつまらなそうに言って、大きく欠伸あくびをした。

「まあ、いい。そうも言っていられない時もいずれくるだろう。取引したくば、いつでも応じてやるから呼び出せ──ああ、おまえでなくとも、他のラヴァルたちでも構わぬぞ。伝えておいてくれ、私はおまえの前にしか出られない」

　言い終わると同時にベルはぱったりとベッドに上半身を横たえた。

　慌ててジェシーが飛びついたものの、ベルはすうすうと寝息をたてているばかりで、表情もしごく穏やかだ。

　ほう、と安あん堵どの息をついてジェシーはその隣に腰掛けた。気づけば掌は握った汗でグッショリと濡れている。

「それにしても、悪魔ってなんて油断ならないのかしら……リサたちに伝えておいてくれ、ですって？　冗談じゃないわ、そんな心労をかけるようなこと！」

　憤ふん然ぜんとしながらベルにショールをかけてやりながら、でもこんなのは初めてだ、とジェシーは思う。

　封印中の悪魔が宿主をのっとり、喋り、取引を申し出る。

　おそらく先祖代々、こんなことはなかったのではないか。あれば家訓のなかにも警句として伝わっているはずだ。

　──いったい、何な故ぜ？

　そもそも、自分の前にしか出て来られないと言っていたけど……

「私に悪魔を誘うような隙すきがあったのかしら。……うう、ごめんなさい……」

　ジェシーはしょんぼり、肩を落とした。
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「ところで、その『失なくしたお土産』って何なの？」

　翌朝、五人そろってダイニングテーブルに着くなかで、ほうれん草のキッシュをつつきながらアニーが尋ねた。

「うん、ラバンジンの神父様は『祝しゆく福ふくの十じゆう字じ架か』って呼んでたよ」

「『祝福の』、って──」

　レイの返事に四人の視線が一いつ斉せいに集中する。努めて無視を装よそおっていたベルまでスープスプーンの手を止めて顔を上げた。よほど高名な芸術家のつくったものでなければ、そんな冠かんむり名めいなどつかないものだ。田舎いなかの貧しい孤こ児じ院いんにそんなものがあるはずがないし、よしんばあったところで、レイを進学させてやるためだけにそれを手放すのもおかしな話だ。

　冠名がつくケースはもうひとつある。──それが《奇跡》である場合だ。

「その十字架って……どんなものなの？　聞かせてもらってもかまわないかしら……？」

　リサの質問にレイは気さくに「いいよ」と頷うなずいて両手で矩く形けいを形作った。

「こんな十五センチくらいの置き十字架なんだけど、俺が拾われた時、一緒にカゴのなかに入ってたんだって。木彫りでそんな価値のありそうなものでもないんだけど、まあ捨てずに食事室の暖だん炉ろ上に置いてもらえてさ。そしたら……ほら、ガキってつまんない怪け我がをいろいろするじゃん？　だけどさ、その十字架に祈いのると治るんだよ」

「治るって……出血が止まるとか、そういうの……？」

　ドキドキしながらリサが尋ねる。レイはさっくり頷いた。

「うん、血も止まるし、切り傷くらいならホントにふさがっちゃうよ。骨折はさすがに一週間くらいかかったけど」

「骨折が一週間で治るの!?　それって完かん璧ぺきに《奇跡》じゃない……！」

　こともなげなレイの説明に一同呆ぼう然ぜんとする。あまりの食いつきにレイの方が及および腰ごしになった。

「い、いや、必ず治るってわけでもないんだ。治してくれたり、くれなかったり、確率三割くらいかな？　さっきのは治してくれる時は、って話で」

「三割ってけっこうな確率じゃない？」

「そうよねえ……一度や二度の不思議現象で《奇跡》判定が下りることもあるもの……」

「なるほど、もともとレイと一緒にその孤児院に来たものだし、今回レイが判定もしてくれるプチグレン教会へ行くことになったからお土産に持たせてくれたってわけね。納なつ得とくだわ」

　ジェシー、リサ、アニーが頷く横でベルがぼそっとひとりごちる。

「無責任すぎる、そんな貴重な物を騙だまし取られたなんて」

　ひとりごとにしては声量は抑えられていなかったが、

「でも、おかげでここに寝泊まりさせてもらえることになったしね。まったく主しゆのお導みちびきには驚かされる」

　レイは嬉うれしそうに言って、席を立った。







「さすがは天才アニス様ね。もう次の《奇跡》の手がかりを見つけるなんて！」

　通学に時間のかかるレイが館を出た後で、自分も支し度たくを整えながらアニーが得とく々とくと言う。

「罰の原因は、それを失くしたことだから。取り戻せば寄き宿しゆく舎しやに戻せるよね、あいつ」

　ベルが満足そうに頷く。

「もちろん、教会に渡す前に《天使の涙》は抜き取らせてもらうのよね……？　審しん議ぎ官かんのみなさん、ごめんなさい」

　ジェシーがおずおずと確認する。

「まずは情報収集よね……昨日騒ぎのあったマートル商会の周辺から、探ってみようかしら……」

　リサが口元に指を立てて呟つぶやいた。







「……というわけで、さっそく探ってみたの……」

　午後、アニーの帰宅を待って、さっそくリサが手元のメモを繰めくりながら咳せき払ばらいをした。

「聞き込みをしてみたらね、昨日レイが荷物を託たくしたはずだって喧けん嘩かしてた男の人ね……あれ、どうやらマートル商会の下げ男なんみたいなのよ……」

「え、店の用心棒はその人を追い払ったんでしょ？　身内なら庇かばうか、客商売なんだから騒ぎに巻き込まれただけでも周囲に迷惑かけたってことを謝るような……昨日の話じゃ、まるきり無関係っぽい素そ振ぶりに思えたけど」

　不思議そうなジェシーに、アニーがふんと鼻を鳴らす。

「ばっかねー、そんなのグルってことの証拠じゃない。マートル商会に後ろ暗いところがあるから、関係を隠してるってことよ」

「その隠してることを、よく聞き出したよね、大おお姉ねえ様は。毎度のことながら感心する、色いろ仕じ掛かけの技術に」

　ベルがうんうんと頷いたので、リサはすこし頰ほおを染そめて唇を尖とがらせた。

「色仕掛けだなんて……失礼ねえ、決めつけないでよ」

「誉めたつもりだけど、僕は。……違うの？」

「まあ……大枠では、そう括くくれないこともないわね……でも、今日探れたのはそこまでよ。誰の指示か、どこにあるのか、そういったところまではちょっと……」

　テーブルにメモを放り出してリサが溜ため息をついた。

「画廊とかみたいに、お金目当てで宣伝してくれれば探すのも潜入も簡単なのにねー。いくら天才アニス様でも、あてもなくジェシーをマートル商会に忍び込ませるわけにはいかないわ」

「ええ!?　ひどいよアニー！　まだ関係者がいるってだけで、『祝福の十字架』がマートル商会にあるのかどうかもわからないのに！」

「だからできないって言ってるでしょ。早とちりしないでよ」

「ふぇ……ごめんなさい……」

　どちらが姉で妹かわからない会話をアニーとジェシーがしているあいだに、ベルが小首を傾かしげる。

「マートル商会の内部まで探りを入れたの、大姉様は？」

「いいえ、まさか……あそこはお金持ち相手の大おお店だななのよ。入り口にはドアボーイが立っていて、客の品定めをしてから開けるの……私なんかとても入れないわ……」

　残念そうにリサが言う。アニーが腕組みをした。

「これ以上の情報を仕入れるには、店員に聞かないと無理っぽいわね。それも多くの店員と、さりげなく雑談を交かわせるような……」

「宣伝パーティをするって言ってたじゃない、毎週末。それに参加できないの？」

「まあ、ベル！　そんな簡単に言わないで……招待状が要いるのよ。あっちだって商売なんだし、見込みのない客をおもてなしするわけないじゃない……聞いた話じゃあのパーティを開くのに、私の計算だと一回千ドル以上かかってるもの！」

　シャンデリアの蠟ろう燭そくが何百本、ボーイが何人で時給が幾いくら、料理のメニューと必要な料理人の人件費が──とリサが計算式をまくしたてる。それを適当に聞き流して、

「大元の招待状さえあれば、この天才アニス様が複ふく製せいしてやるんだけど」

「アニーの筆ひつ跡せき模も写しやはたしかに見事だけど。でも、すぐにばれると思うよ。紙とかも同じでなくちゃ」

「じゃあ発送前の招待状と予備の紙を、ジェシーに盗ぬすんできてもらえば？」

「ぇええ？　《天使の涙》そのものならともかく、その前準備まで盗むのぉ……？」

　弟てい妹まい三人が討とう議ぎに励む。そこへ、

「なになに？　何を盗むって!?」

　喜き々きとした声が背後から降ってきて、四人はどっと肝きもを冷やした。

「やだ、レイ！　いつからそこにいたの!?」

　振り返り、声から判断したとおりの人物がそこにいるのを確認したアニーが叫ぶ。

「たったいま……挨あい拶さつしようと思っただけで、盗み聞きするつもりじゃなかったんだ。悪い」

　慌あわててレイが手を振る。ばつの悪そうな様子に、リサは用心深く言った。

「あら、そうなの……別に『盗むスチール』なんて言ってないのよ……包丁の素材が『鉄スチール』だと錆さびやすくてかなわないってお話してたの……」

「そ、そうそう！　やっぱり使う前の下準備は入念にしなきゃって、ジェシーはそう言ってたのよね!?」

　アニーが調子を合わせ、ジェシーも無言でブンブン頷く。

「ああ、そっか！　水回りは気を使うよな。わかった、それも俺が研といでおくよ！」

　レイは納得したようにポンと手を叩き、上着を脱ぎにトントンと二階へ上がっていった。

「……信じたわね、あれは……」

　まさか信じるとは、という言葉を吞のみ込んでリサが安あん堵どの息をつく。

「荷物を盗られた時も、ああいう感じで騙されたんだろうなー。むしろよくそれまで無事だったよね」

「まあ、今回ばかりは助かったよ。間ま抜ぬけでよかった、あいつ」

　アニーとベルも肩の力を抜く。

「……でも、ああいうまっすぐさって、ちょっと羨うらやましいかも……」

　ジェシーが口のなかでそう呟いたので、ベルは片目をほんのわずかだけ細くした。










　夕食が終わったところで、皿を下げるより早くアニーがカードを取り出した。

「さあ、再戦よ！　今度こそ天才アニス様の実力を見せてあげるわ！」

「いいけど、またふたりでブラックジャック？」

　レイに尋ねられてアニーもふむと腕を組んだ。

「じゃあほかのみんなも一緒にポーカーはどう？」

「私はいいわよ……そうだわ、それで一番の勝者が一番負けたヒトにひとつ命令できるっていうのは、どうかしら……？」

　ふと思いついたようにリサが言う。その言い方は悪いた戯ずらっぽくもなまめかしい。彼女の流し目は、ジェシーの体たい術じゆつやアニーの細工の腕に負けない立派な必殺武器である。

「どうせこのお皿を洗うことでしょ、大姉様の命令って。洗ってもいいけどさ、僕は……」

　苦笑しつつ、ベルがいきなりこほこほと小さい咳をしたので、ジェシーが飛び上がって背中をさする。

「やだ、大丈夫!?　熱は出てない？　あなたが水仕事なんてしなくていいのよ！」

「心配しないで姉様、このくらい平気。僕もみんなと遊びたい。でも、不公平があるくらいならしたくない」

　ふっと目を伏せて睫まつ毛げを震ふるわせる。

「そうよね、じゃあ私も参加するわ。そしたらベルが負ける確率が下がるもの！」

「ありがとう、嬉しいな。でもお願い、わざと負けたりしないでね。決まったわけじゃないしね、僕が一番負けるなんて……それよりどうせなら、一番を目指して？」

「ええ、そうするわ。弱気なことを言ってごめんなさい」

　ジェシーとベルが手を取り合って頷き合うのを見て、アニーが勢いよく拳こぶしを突き上げる。

「五人全員参加でオッケーね？　じゃあ居間に移動しよう！」







　ラヴァル家の四人は、いままで何度もポーカーで遊んでいる。結果はいつもアニーの一人勝ちで、残る三人は団だん子ご状態だ。そして初参加のレイはポーカーのルールを聞くのもやるのも、今日が初めてである。

（ブラックジャックより役が多いぶん複雑だし、人数が増えればなおさらだもん。レイの性格ならポーカーフェイスはできないだろうし、今日こそ勝って、アニス様こそ天才だと言わせてやるわ！）

　そう踏んで、アニーは内心ほくそ笑んでいたのだが──

「……三箱目のマッチ棒もなくなっちゃった」

　負けが込むたびに点数計算用の新たなマッチ箱を開封し、とうとう家中のマッチ棒を賭かけ尽くしたジェシーがしょんぼりと宣言した。

「なんとか姉様を勝たせてあげようと思ったのに……」

　眉み間けんに指を押し当ててベルが溜め息をつく。

「あらまあ……それじゃ、これでゲームはおしまいねえ」

　リサが残念そうに言い、

「うそぉ！　こんなはずないわ！　あと……あと一、二時間もやれば絶対あたしが一位になるはずよ！」

　アニーが五人のマッチ棒を眺ながめ回してわななく。

「あ、えっと……俺、空気読めてない？」

　レイが困ったように後こう頭とう部ぶを搔かいた。

　均きん等とうに配布された合計千五百本のマッチ棒の最終的な行方ゆくえは以下の通りである──レイ六百十二本、リサ四百二十三本、アニー三百四十六本、ベル百十九本、ジェシー、ゼロ。

「なによリサってば、いままであたしに勝ったことないくせに、ずっと手を抜いてたの？　レイもどんな手が来てもにこにこしてて、ぜんぜん表情変わんないし、ホントに初心者!?」

　アニーがふくれる。

「あらぁ、いつだって本気よ……？　手抜きなんてしたことないわ……ただ私、実じつ利りが絡からむとちょっと冴さえてきちゃうっていうか……これが現金だったら負けなかったわね！」

　リサがぐっと最後の台詞せりふに力を込めてから、「でも家庭内じゃお金の動きようもないしね」と付け加える。ラヴァル家の財ざい政せいでは、個人が自由に使えるお小こ遣づかいなど存在しない。

「ごめんごめん。いやー、いい手が来ても悪い手が来ても、みんなで遊べるのが嬉しくってさ……孤児院でも神学校でもそんな機会ないから。それにカードの交換の仕方はすぐ理解したし、捨て札見てれば仕上がる役も絞れるし」

　さらりとレイが言い、ジェシーが「そんなことできるの？」と目を瞬しばたたいた。

「とにかく、命令権はレイのものね……仕方ない、お皿は自分で洗うわ……」

　リサが溜め息をつく。ジェシーもレイにぺこんと頭を下げた。

「私にできることならなんでもします。できないことだったら、ごめんなさい……」

「え、あれ冗談じゃなくて、マジで命令していいわけ？」

　レイが驚いたように尋ねた。リサはわざと意味ありげな笑顔で「いいわよぅ」と頷き、ベルが「不ふ可かだよ、キスとかそーゆーのは」と勝手にルールを追加した。

「うーん……でも俺、奉仕罰で来てるんだし、なにか『してもらう』ってのは主がお喜びにならない気がする」

　腕組みをして悩むレイを、ジェシーがはらはらと見つめる。しばらくうんうん唸うなったあとで、ふと顔を上げたレイの視線が、ばっちりジェシーとぶつかった。

「……質問に答えてもらう、っていう命令もアリ？」

　何かを思いついたらしく、レイが確認する。リサが手を叩いた。

「あら素敵、王おう道どうだわぁ……はーい、謹きん聴ちよう、謹聴！　ローレル・ティートリーからジャスミン・ラヴァルへ公開質問コーナー。初恋の相手からドレスのサイズまでなんでも訊いちゃおう～」

　リサのふざけた振りにジェシーがかっと赤くなり、ベルが文句をつけようとしたのをアニーの口笛が搔き消した。

　いささか冷やかされた感のレイも「いや、そういうのを聞きたかったわけじゃ」と言い訳しつつ、膝ひざをずらしてジェシーの方へ向き直った。

「じゃあ、えっと、質問。……俺にしてもらったら嬉しいことって、なんかある？」

「え？　え、あの──私がレイに、じゃなくて、レイが私になんかする、の？」

　思いがけない質問に、ジェシーは目を丸くした。

「うん。おかしい？」

「だって、勝ったのはレイで、私は負けた方なんだけど」

「あーいや、だから……頼まれてもいないのになんかする、っていうの、相手に踏み込むようなもんでもあるから。その権利をください、っていうか……」

　自分でもうまく理り屈くつをつけられないのか、レイが首をひねる。

「でも、どうしてそもそも『なんかする』必要があるの？」

　ジェシーに尋ねられて、レイは唸った。

「……昨日、『ありがとう』って言ってくれた時の顔が可か愛わいかったから……かな」

　恥ずかしい台詞をさらりと言われて、ジェシーの赤せき面めんが爆発しそうになっているのに、

「ああ、たしかにあれは貴重だったわ！」

　アニーもぽんと手を叩いて同意する。

「は、はわわぁう。ご、ごめんなさい、ごめんなさい」

　恐きよう慌こう状態で謝りたおすジェシーの様子にレイは苦笑して、

「えっと……謝られたくないから聞いてるんだけど……なんか答えてよ。してほしいこととか、ほしいモノでもいいな。俺にできるかどうかわかんないけど」

「ねえジェシー、この際よ。なんか答えちゃいなさいよう……十カラットのダイヤモンドとか」

　リサが無茶を言う。そんなことを言われても、ふだんから考えたこともないから咄とつ嗟さになんて思いつかない。だから、

「え、えっと……あの……そう、マートル商会が週末に開いてるパーティの招待状！」

　数時間前に話題になったばかりのものを挙あげてしまったのも無理からぬところだった。

「マートル……パーティ……招待状？」

　レイが不ふ可か解かいそうな表情になる。

「……プチグレンのドレスメーカーよ。お金持ちのお嬢様しか招待されない宣伝パーティ」

　リサが補足する。

「そっか」

　レイがぽつんと言った。どう考えても田舎の孤児院上がりで、この地方に来たばかりの少年が手に入れられるものではない。

「ごめんなさい……」

　かなえられるはずのないことを言って、相手に恥をかかせてしまったのが申し訳なくて、ジェシーは穴があったら入りたい気持ちで肩をすぼめた。

「でも……うん。女の子だったら、やっぱり……そういうのは、憧あこがれなんだろうなあ……あのさ、その願い事って期限あり？」

「えっ──な、ないけど」

　本当はすぐにでも欲しいところだし、《天使の涙》と無む縁えんならそもそもパーティになんか興味はないのだが、思わずそう答えてしまう。

　レイはほっとしたように笑った。

「そっか、よかった。じゃあ、いつになるかわからないけど、きっと」

　そう言ってレイが小指を伸ばす。その仕し種ぐさがあまりに自然だったので、ジェシーもつい、自分の右手を伸ばした。

「小指と小指、心と心、約束と約束、つーながった！」

　絡めた指をちいさく振りながらさえずるようにレイが歌う。いかにも子供が歌いそうな調子っぱずれに、ジェシーは噴き出した。

「それ、ラバンジンの童どう謡よう？」

「え、サイプレスではやらない？」

「聞いたことない」

　ジェシーが笑ったので、レイも笑った。それから照れくさそうに指をほどく。

「俺が神学校を卒業して、地方の教会で修行して、司祭の資格をとって、所属教会が決まって……私有財産が認められるのはそこからだから、約束を果たせるのはいつになるかなあ」

　想像するだに果てしなく遠そうだけれど、ジェシーは、

「でも、ありがとう」

　と微笑ほほえんだ。







　レイが翌朝のための水みず汲くみに出かけ、四人で居間の後片づけなどをしながら、

「ずいぶんアテにならない約束だ、指切りピンキー・プロミスの割わりに」

　ベルがぼそりと言った。

「あらぁ……いいじゃない。実現なんてどうでもいいのよ……女の子はロマンチックな夢が好きなの」

　リサが言う横で、アニーはいまひとつ楽天的になれないようだ。

「でもさー、どうせかなわない約束なら、もっと非ひ現げん実じつ的てきなことを言えばいいのに。この先、マートル商会に侵しん入にゆう者しやがあった時、疑われないとも限らないじゃない」

「そうかしら……彼、いくらでも簡単に誤ご魔ま化かせそうよ？」

「自分がいい加減だからって、果たせない約束をしていいって法はないと思う、他人に対して」

　リサの返事にベルは納得いかなげだ。

　それから、ぼーっと小指を見ているジェシーの様子にすこし焦じれたように、ぱたっとその膝にすがりつく。

「ねえ、やっぱり大姉様の言うとおり、噓うそでもロマンチックなのが好きなの？　姉様」

「えっ？　いやー……好きとかじゃなくて、なんかこう……ちょっと雰ふん囲い気きに吞まれちゃった、っていうか」

　雨に濡ぬれた子犬のような上うわ目め遣づかいに、ジェシーは慌てて両手をぱたぱたと振る。

「……いいな……僕だって未来がいくらでもあるんだったら、姉様が喜ぶような口約束をいっぱいしてあげられるのに。でも明日をもしれない身だしな、僕は……」

　触れなば落ちん、という風ふ情ぜいでベルがまたちいさな咳をしてみせたので、ジェシーはその細い肩をしっかりと抱きしめた。

「ベル、そんなこと言わないで！　招待状が欲しいって言ったのも、あなたの《命光薬エリクシア》をつくりたいからよ。悪魔になんて負けちゃだめ！」

　半泣きになりながら言ったとたん、

「え、悪魔って？」

　ひょい、とレイが戸口に顔を覗のぞかせたので、思わず四人は立ち上がったり手を振り回したり、自分たちでもよくわからない動きを取ってしまう。

「え、あの、水汲み、もう終わったの!?」

「ああ、水みず瓶がめにカエルがいたから、飼ってるのか追い出した方がいいのか聞こうと思って」

「飼ってない飼ってない！」

「そう。じゃ、追い出しちゃうね……で、悪魔って？」

　きょとんと無む邪じや気きに食い下がられて、

「あの──『悪イー魔ヴル』じゃなくて『陶セー器ヴル』！　マートル商会のパーティでは、食器もすごいんだって話！」

　とっさにアニーが叫ぶ。

「ああ！　プチグレン大聖堂の水すい盤ばんもセーヴルだったよ。美しいね、あれは」

　レイはにこにこと納得して踵きびすを返す。

　ぱたんと玄関が閉まる音を聞いて、四人は一斉に溜め息をもらした。

「はあ……なんとか誤魔化せたわね」

「それにしても緊張すること……いくら誤魔化すのが簡単でも、毎日これじゃもたないわねえ……」

「やっぱりとっとといただいちゃおう、『祝福の十字架』。そして寄宿舎に帰ってもらおう、あいつには」

　ぐったりとそう言って、四人はぱたりとカウチやテーブルに倒れ伏した。







　そして翌日。

「いくら私だって、館内の見取り図もなしに招待状を盗むとか無理だよぅ……」

「そんなものがあるくらいなら、そもそもパーティに関係なく、直接盗みに行ってるよ！　大丈夫、ジェシーならなんとかできるって！」

　ジェシーとアニーが『招待状奪取計画』を討議し、

「招待状があっても出席できないでしょ、ドレスがないと？」

「ドレスを買うお金があるくらいなら、招待状がもらえるわよ……手持ちの服を飾って誤魔化すしかないわねえ……」

　ベルとリサが『本番』の算さん段だんをしているところへ、玄関の扉がガチャリと音をたてた。

　はっと耳をそばだて、すぐさま四人で夕食の準備をしていたような雰囲気と会話に切り替える。今日のメニューはトウモロコシのシチューだ。

「ああ、トウモロコシの実が食べられるなんて夢みたい。髭ひげ根ねや軸じくのスライスなんて、ちっとも美お味いしくないんだもの」

「あら……これでも私、ちゃんと喉のどを通るように調理を工夫していたつもりだけど……」

「うん、凄すごいよね、大姉様の料理の腕は！」

「おなじ姉妹なのに、ぜんぜん手伝えなくてごめんなさいー」

　和わ気き藹あい々あいとしているところへ、

「ねえジェシー、これ見て！」

　レイが息を弾ませて飛び込んでくる。手には真っ白な光こう沢たくのある封筒を持っていた。

「え、……あの、まさか……」

　おずおずと受け取り、中から出てきた厚あつ手でのカードを見て絶ぜつ句くする。

「うわっ、マートル商会のパーティ招待状！　どうしたの、これ!?」

　横から覗き込んだアニーが声をあげた。

「今日学校で、なんとかできないか考え込んでたら、ワート神父が声をかけてくれてね。相談したら、たまたま持ってたからってくださったんだ」

　ひゅうっと感かん嘆たんの息を吹いていたリサの表情が、レイの説明ですーっと消える。

「変じゃない、なんで神父がそんなものを持ってるのよ」

「うん、マートル商会の社長って信しん仰こう深いみたいだよ。いままでにも何度もワート神父に招待状を送ってきてるらしいから。なんでも是非パーティにいらして、教会から離れた場所でゆっくり《奇跡》について教えて下さい、ってさ」

　レイはあくまで上機嫌だが、姉妹たちは思わず顔を見合わせた。

「じゃあやっぱり、マートル商会がレイの荷物を騙し取ったのは、ほかの金品じゃなくて『祝福の十字架』目当てだったってこと？」

「詐取は犯罪だもの。そんな危険を冒してまで盗む価値のあるものを、ほかに持ってたとは思いがたいよね、あいつが」

「だったらきっと、『祝福の十字架』はいまも捨てられたり横流しされることなく、マートル商会もしくはそれ関係の場所にあるわよね。計画が立てやすくなってありがたいわ！」

　こそこそと内緒話で確認しあう弟妹を背後に押しやり、レイから遠ざけながら、リサがにっこりと笑う。

「ああ……私たちも《奇跡》って好きよ。ロマンチックよねえ……それにしても、マートル社長は《奇跡》の何を教えてほしがってるのかしら。歴史とか？」

「それがさ、《奇跡》が起きる条件とか、その動力源エネルゲンはどうすれば結けつ晶しよう化かできるのかとか言ってるらしくて……おかしな話だよな、いわば《奇跡》自体が《主の御み業わざ》の結晶化なのに」

　わけがわからない、とレイはけらけら笑っているが、姉妹たちは驚きで声も出なかった。

　つまるところ、マートル社長は《奇跡》──レイから騙し取った『祝福の十字架』──から、《天使の涙》を採取したい、と言っていることになる。

「だってもう『祝福の十字架』は手に入れたんでしょ。いつでも採取すればいいじゃない？」

「それはジェシーだからでしょ！　あたしだって独力じゃできないわ。アニス様は変へん成せいに関しては天才だけど、純化は──そうね、秀才ってところかしら」

　首を傾げるジェシーにアニーが不服そうに頰を膨ふくらませる。

　錬れん金きん術じゆつは幾いく重えにも続く作業の連続であり、それは主に純化と変成の繰り返しである。目の前に存在する複雑な世界を、構成要素ごとにバラバラにして、世界創造の原始である『一なるもの』に戻してから、組み合わせにより全く異なる物質に構成しなおすことこそが錬金術だ。作業内容が異なれば、必要とされる才能も微妙に違う。ジェシーが採取実行を担になっているのは、その運動神経に加えて、純化の才能に優すぐれているからだ。

「《奇跡》が起きてる最中の方が活性化してるからね、《天使の涙》も。そのほうが採取しやすいのかな、平時よりも？」

　ベルが尋ね、ジェシーは「まあ、いくらかは」とだけ頷いた。

　いずれにせよ、それは錬金術師の仕事であって、神父の生なり業わいではない。

「……そんなことを教会に聞くのって、間違ってるわね」

　リサが呟き、レイも頷く。

「うん、そんな《奇跡》の解体みたいなこと、主がお喜びになるはずないもんね。信仰は分析じゃなくて、感じることと祈ることだよ」

　そう言ってすっとレイは両手を組んだ。まったく自然に、ほとんど無意識に動くその仕種を、ジェシーはとても綺き麗れいだと思った。

　思わずぽうっと見とれてしまうその横から、アニーが身を乗り出した。

「《奇跡》が起きる条件っていえばさ、『祝福の十字架』が傷を治してくれる確率、三割くらいって言ってたじゃない。それって、なにか条件があるの？　お天気とか時刻とか、変わったお供く物もつが必要とか、特定の言葉とか」

「えー……どうなんだろ。そんなの、ばらばらじゃないかなあ……っていうか、俺は『十字架』が祝福をくださらないところを見たことがないから、むしろ『駄目な条件』がわかんないんだよね」

　だから比較しようがないんだ、と腕を組むレイの言葉に、リサが怪け訝げんそうになる。

「え……それじゃこのまえ言ってた『確率三割』って、どこから出たの……？」

「いや、孤児院のみんなから。神父様とか、孤児の仲間とか……『レイがやったのと同じようにしたけど、うまくいかなかったよー』って言ってたから、計算するとそのくらいかなって」

「やったようにって。どんなことをしてたの、君は」

「別に何も？　手を組んで『主よ、どうぞ祝福をお恵みください』ってお祈りしただけ。みんなもやるだろ？」

　当然という感じで尋ね返されて、姉妹たちはもごもごと誤魔化した。

「としたら……レイ自身が発動条件、ってこと？　そもそも一緒に捨てられてたんだし」

「単なる信仰心とかじゃないよね、神父が試しても駄目だったっていうことはさ」

「まあ、厳密なことはどうでもいいわ……その情報、マートル商会に流してみましょうよ。なにか動きがあれば、情報も得やすいんだけど」

「……あのさ？」

　ひとくさり会話が進むたびに、姉妹がさっと固まってひそひそ話を始めてしまう状況に、さすがのレイも違和感を感じたらしく、困ったように頰を搔いた。

「俺、てっきり喜んでもらえると思ったんだけど……またなんか、変なことしちゃったのかな？」

「そんなことないよ！　ねえ、嬉しいよねえジェシー!?」

　アニーがジェシーの手から招待状をひったくって覗き込んだ。

「日付は二十八日だから、来週の土曜日か……付き添いは一名限り」

「ひょっとして、ふたりで行こうとか思ってる、姉様と？」

　険けんのある目でベルが尋ねたが、

「いや、俺は服とかわかんないし。君たちのうちの、誰かふたりが行けばいいかなと思って」

「じゃあ姉様と大姉様だね」

　レイの返答に安堵してベルは胸を撫なで下ろす。

「ええ、私っ!?　だけど……私、そんな華やかな場所、ちょっと苦手かも……」

　名指しされて驚き、次いで及び腰になるジェシーの手に招待状を握にぎらせてやりながら、アニーが溜め息をついた。

「あのねえ、ジェシーがほしいって言ったから、わざわざレイがもらってきてくれたんでしょ？」

「あ……」

　びしりと指摘されて、ジェシーはレイを振り返った。

　喜んでもらうつもりで帰ってきたのだろうに、ジェシーからは果はか果ばかしい反応もないものだから、すっかり戸と惑まどっている。入手の経緯については簡単そうに言っているけれど、実は奔ほん走そうしてくれたのかもしれなかった。ジェシー自身は、その場を繕つくろうつもりで言っただけのものだったのに。

「ごめんなさ──」

　とっさに謝りかけて、それを察知したレイが落らく胆たんしかけるのがわかり、

「──あ、ありがとうっ！」

　途中で言葉を切り替える。

「そう？　よかった！」

　レイの表情がぱっと明るくなった。気を遣って心にも無い謝辞を述べただけ、などという受け取り方はしない性格らしい。世間に対し隠し事を抱え、ばれやしないかとびくびくしたり、笑顔を浮かべながら相手の裏を警戒したりするのが習い性となっているラヴァル家の気風からみると、それはひどく新鮮な反応だった。

（たぶんこのひとは、騙されることはあっても、誰かを騙したりはしないんだろうな）

　そう思うと、とても眩まぶしい。

「パーティ、行ってみる……楽しいかもしれないし」

　おずおずとジェシーが言い、

「ええっと……それで、そろそろ夕食にしましょうか？」

　一件落着とばかりにリサが微笑んで話題を変えた。







　夕食を終え、レイには塀へいの修理を頼んで追い出し、姉妹はのんびり食器の片づけと団だん欒らんに入る。

「うん、いい感じじゃない？　リサはいまでも『祝福の十字架』がマートル商会にあるのかどうか、聞き込みをするでしょ。それでジェシーが、忍び込めるかどうか、建物の中の調査をする。ホントはあたしも行きたかったけど、ふたりがパーティに行ければ上々ね！」

　第一段階クリアとばかりにアニーが言う。

「間接的にあの神父に助けられた、っていうのが気になるけど……せいぜいご馳ち走そうを食べてくるわ。ベルやアニーの分をこっそり、かすめて持ち出せないかしら……」

　リサがぶつぶつ言っているのを、ジェシーが苦笑する。

「もう、リサったら。せっかくレイが用意してくれたんだから、ほかのことは忘れて《天使の涙》に専念しないと！」

「あら、びっくり。ジェシーにお説教されちゃった」

「え、べ、別にお説教したつもりじゃなかったの、ごめんなさい」

「冗談よう……ずいぶん積極的になったと思ったのに、本質は相変わらずねえ……」

　からかわれて焦あせるジェシーの様子にリサがくすくす笑う。

「でも、ほんとに。そんなこと言わなかった、以前の姉様だったら」

　ベルが微笑んだ。その微笑みは、どこか寂さびしそうだった。

「え、そんなことは──」

　赤面し、おろおろと周囲を見回したジェシーの視線が窓で止まる。

「あ。雨」

「あら、ほんと」

　言うとおり、ガラスの向こうに絹のような雨糸を確認してリサが頷くと同時に、ジェシーがぱっと戸口へ走り出す。

「どうしたの？」

「レイが庭にいるから。傘……」

　説明も適当に、ジェシーは玄関の傘立てから黒い紳しん士し物ものを引き抜いて外へ出た。

　雨といっても激しいものではなく、季節がらそう冷たいものでもない。若者にとって作業を中断するほどのものではないのだろう、塀の破れ目に屈かがみ込んでせっせと作業をしているレイの背中が見える。

　ジェシーはちょっと躊躇ためらってから、傘を広げてその頭上にさしかけた。

　視界の雨は変わらないのに、自分を打つ水滴がやんだのに気づいたのか、レイが手を止めて空を仰あおいだ。

「あ」

　すぐそばに立つジェシーと目が合って、にっこりする。

「──ありがとう」

　その言葉にジェシーの胸にぽっと温かな灯あかりがともる。

「うん」

　それは聞く方にとっても、謝られるよりずっと心地がいいものなのだと、ジェシーは初めて知った。

「ジェシー、寒くない？　中に入ってていいよ。俺も今日はここの瓦が礫れきを片づけるだけにするし、そう時間かからないから」

「あの……邪じや魔まじゃなければ、なんだけど。私もここで、見てていい？」

「いいよ」

　レイは朗ほがらかに言って、砕けた漆しつ喰くいを鏝こてで削る作業を再開する。

（いつかレイはいなくなるんだし……お父様が帰ってくるまでは、私がやらなきゃいけないんだから、手順を覚えておかなくちゃ）

　そのために見せてもらっているだけだと、ジェシーは自分に言い訳した。







「あらあら……ちょっといい雰ふん囲い気きじゃない？」

　居間の窓から庭を見て、リサがくすくすと笑う。

「まあジェシーもちょっとは成長してもらわないとねえ」

　アニーが末まつ妹まいとは思えない台詞を残し、いまのうちに香こう玉ぎよくをつくってくる、と地下工房へ降りていく。

「人前に出るのを恥ずかしがって……パーティに出席させるのなんか苦労したはずだ、いままでの姉様だったら」

　ベルがドレスに飾る造花を絎くけながらぽそりと呟く。リサがふむと頷いた。

「そうねえ……それでまた、ベルの出番になってたはずよね？」

「うん……台詞も考えてたんだ、僕。『パーティ、行ってみたかったな、僕も……（こほっ）無理だよね、でも。姉様が行ってくれたら、偲ぶよすがにしたかったんだけどな、そのドレスを……ねえ、ダメ？』って、ここで上目遣い」

「やめてよぅ。そんな目されたら、私でもほだされちゃうわ……」

「だてにこんなカッコしてない、十年も」

　赤面するリサにふっと醒さめた吐と息いきで笑い返しながら、ベルはすとんと視線を落とした。

「でも、姉様の気持ちを変えられるんだ、あいつなら。……お芝居なんかしなくても」

　だったらどうして、こんな格かつ好こうしてるんだろう僕、という台詞をベルは吞み込んだ。







　──夢のなかに、一人の『少女』がいた。

　濃い色をした美しい髪を甲かつ冑ちゆうから長くたらし、堂々とした姿で馬にまたがる姿はどんな騎士よりも精せい悍かんだった。

『進め、進め、主がついておられる。何も恐れるな！』

　そう叫ぶと、敵の軍勢が雲うん霞かのごとく渦うず巻まく平原へ、少女は誰より早く切り込んで行く。

『自分』もまた、負けじとそれに従う。幾多の仲間たちの誰にも遅れをとらなかった。『少女』の傍かたわらにいるのは、自分でなければならないのだ。彼女に降り注ぐ剣を防ぎ、矢を払うために。

『ありがとう』

　そうすれば、彼女は笑ってくれる。

　そんな時、神の騎士ではなく、やわらかな乙女の表情を見せてくれる。それがなによりの報ほう酬しゆうだった。金銀も勲くん章しようも要らなかった。そんなもの、故郷の城に戻ればいくらでも持っているのだ。

『おまえのおかげで助かった、ラヴァル』

　そのひとことのために命を懸かけられた。

　笑顔はどんな財宝よりも高価で、どんな恐きよう喝かつよりもひとを動かすのだと、彼女とともにいて初めて知った。

　──だから、その笑顔をもう一度取り戻せるならば、すべての財産を投げ出しても惜おしくはないと思ったのだ。

　そのためにとった方法は、間違っていたのだけれど。







「……？」

　ベッドのなかからもそもそと起き出して、ジェシーは目をこすった。

　窓の外はまだ暗い。夢だったのだ。それにしてもおかしな夢だ。夢の中の背景は現い代まではなかったと思う──いまも南部との戦いが行われているけれど、重くて暑い甲冑など着る兵士はいない──そもそも自分が、自分ではなかった、気がする。

「なんか……中年男になってた、ような……？」

　ぼそりと呟いて、さすがのジェシーも面白くない気がする。ベルの負担を軽減してあげられる『少年』ならばともかく、悪魔の食指も動かないような中年男になどなりたくはない。

　それにしたって、たかが夢だ。荒こう唐とう無む稽けいはお家芸である。そう思うのに、さっきの夢があまりに現実感があって、幻のような気がしない。

（まるで本当にあったことみたい）

　とはいってもいまは中世ではないし、ジェシーも中年男ではないから、さきほどの夢に記憶と混同できるような要素はあっただろうか、と考えて。

　──ああ、そうか。

　すぐに思いついた。

（あの『少女』の笑顔が、レイと一緒なんだ……）

　納得した。ひとつ理由がつけば、時代や性別などは夢のあやふやさの範はん疇ちゆうのような気がした。

　ジェシーは安心して、眠りについた。







　翌日から、姉妹はさっそくドレスの製作に取り組んだ。パーティまでは一週間しか猶ゆう予よが無い。

「学校でモード雑誌をもらってきたわ！　ここに載ってる写真を参考にすれば格好がつくはずよ！」

　今日は土曜日。レイは神学校が午後まであるので不在だが、アニーの学校は午前中で終わりだ。居間のテーブルには回し読みでぼろぼろになった『Godey's lady's book and magazine』の先月号が広げられ、ベルがぱらぱらとページをめくる。

「だいたい型紙の見当はついたけど。どうするの、材料は」

「買うのは無理だし、カーテンを使うしかないかしらね……私やアニーの部屋のゴブラン織なら、ドレス用に見えなくもないわ……ジェシー、裁断を手伝ってあげてね？」

「うん、もちろん！　……でも、リサやアニーはカーテン無しの部屋で寝るの？　あの、お父様とお母様の部屋のカーテン、一枚ずつ持って行く？」

　私ばっかり快適な寝室でごめんなさい、と謝るジェシーに

「あたし、あんな地味なカーテンだったら無い方がいい」

　アニーはさっくり言い捨てて、リサやジェシーの採寸に取り掛かるベルの作業を手伝ってやった。

　巻まき尺じやくがあっちへ行ったりこっちへ行ったり、姉ふたりにバンザイさせたりあちこち向きを変えさせたりして大騒ぎをしつつ、弟妹は必要なサイズを測り終えたようだ。

「あらやだ、ウェストが二センチ太ったわ……最近、レイのおかげでいいもの食べてるから……いいわ、明日はプチグレンまで歩くことにしましょ」

　採寸メモを覗いてリサが眉まゆ根ねを寄せる。ベルがぱちくりと目を瞬いた。

「雑貨商なら営業してないよ。日曜日だもの、明日は」

「プチグレン教会でミサがあるわ。情報をばらまくには最適よね……『祝福の十字架』が《奇跡》を起こすにはレイが必要だってことが、マートル商会関係者へ直接ではなく、何人か間を置いて伝わるように……情報の出所がわからないように、かつ途中で止まらず確実に伝わるようにしてくるわ」

「そんなこと、できるの？　どうやって!?」

　初対面の相手と会話するだけでも極度に緊張するジェシーには、想像もつかなくて驚く。

　リサはふふんと笑って、「企業秘密」とだけ答えた。







　月曜になると、生地の裁断はあらかた終わった。ベルの指揮の下リサは縫ほう製せいの手伝い、アニーも夕方から飾りボタンの鍍金メッキに精を出している。ジェシーは重い布地の取り回しを手伝ったり、ちらかる屑くずを片づけたりした。

「ベル、大丈夫？　根を詰めすぎて、熱が出たりしてない？」

　気遣うジェシーに、ベルは嬉しそうに笑った。

「うん、平気。それより楽しくて、みんなと一緒に作業するのが。いつも《命光薬エリクシア》を変成するのに、最後のとこしか参加してないでしょう、僕……あ、姉様、気をつけて。そこマチ針多めに打ってあるから」

「あ、ホントだ……いつも言ってるけど逆でしょ、あなたがひとりで悪魔を背負ってくれてて、私たちは補佐しかしてないの」

　ベルの指示どおりマチ針を避けつつ、ジェシーが散らばっている布地パーツを集める。

「補佐っていえば、リサの情報操作はどうなの？」

　ニッケル溶液からピンセットで鍍金済みボタンを取り出しながらアニーが尋ね、リサはふむと首を傾げた。

「そうねえ、今日あたりマートル商会に噂うわさが届くはずだから……早ければ明日か明後日あさって、なにか動きがあるかも。たとえば従業員にわざと怪我をさせて、『祝福の十字架』を隠し持たせてレイに接触するとかね……」

「ふーん……その様子って、レイに報告してもらうの？　それまでに危険はないのかな……あのひと警戒心の欠片かけらもないから、ちょっと心配」

　鍍金道具を片づけながらアニーが年下とも思えないことを言う。

「それもそうね……ジェシーでも護衛につけときましょうか」

「私はいいよ。ドレスの方で手伝えることが、もうあんまり残ってないし……なんだか申し訳なくて……」

　リサの提案にジェシーが頷き、

「変だよ、女の子が男の護衛なんて。……言えた義理じゃないけど、僕が」

　反射的に異論を唱えつつ、ベルがぼそぼそと語尾を弱めていく。その様子がいじらしくて、

「ベルとレイは事情が違うわ。ベルは大事な家族でしょ。レイは──えっと、利用するみたいなものだから……」

　自分たちが、《天使の涙》を得るために。たまたま同居しているにしろ、それはまったくレイとは関係のない話なのだ。なのに、ラヴァル家の事情で勝手に囮おとり扱いするのだから。

「……だから、私たちにできるかぎり、レイのことを護まもらなくちゃ」

　何となくベルの視線に遠えん慮りよするように、抱えた布地を抱きしめながらジェシーが付け加えたとたん、

「え、俺が何？」

　ひょいっと扉の陰からレイが顔を出したので、

「きゃぁあああっ」

　姉妹たちは仰ぎよう天てんして叫んだ。そのなかに、くぐもった呻うめき声が混じる。

「痛っ」

　抱えた布地を取り落とし、激しく手を振るジェシーの指先からピッと血が飛ぶ。

「姉様、マチ針刺しちゃったの!?」

「すぐに流水で洗った方がいいわ、錆びていたらいけないから！」

　リサが言い、

「あたし取ってくる！」

　アニーが勝手口を目指して飛び出した。

「悪い、俺、驚かしたかな」

　慌てたようにレイはジェシーの手首をとりあげると、いきなりぱくんと指先を咥くわえた。
















　がたんとベルが立ち上がり、リサが「あらら」と呟き、戸棚から水盤を出しかけたアニーが止まって振り向く。

　ジェシーはといえば、声をあげるでも振り払うでもなく、ぼーぜんと己おのれの指先を──指先が吸い込まれたレイの口元を見ていた。てのひらを撫でてもらった時のように、頰を赤らめる余裕も無い。

　たっぷり数十秒間含んだ後に、レイは口を離して、ポケットからハンカチを取り出した。

「これで大丈夫」

　優しい口調で解説しつつ、ジェシーの指先をていねいに拭い、ついでに綺麗な面で包帯のように傷口をくるくると縛しばる。

　その柔やわらかなレイの笑顔が、いきなりはっと凍り付いた。ジェシーはそんなレイではなく、自分の指先を見ているのが精一杯だ。

「あ、あの……ごめん。その、ラバンジンで……リリーとかデイジーとか、あ、同じ孤児院のちびたちだけど、あいつらにやってたのとおんなじつもりで、つい」

　レイの言葉を聞いて、やっとジェシーは顔をあげた。

「ううん……その、ありがとう。気にしないでね、私ドジだから」

　そう言って微笑む。レイに他意はなくて、たくさんのちっちゃな女の子たちとおなじ扱いなのだと思うと安心する。無性に心臓がどきどきいっているけれど、これはきっと驚いて息を詰つめてしまったためで、すぐにやむことだろう。

（レイは、誰にでも優しいだけ。私はちょっと、それを楽しませてもらってるだけ）

　そっと心のなかで呟いたとたん、ジェシーは「レイの優しさが嬉しい」ことを再確認したような気がしていまごろぼっと赤くなった。

「……もう、レイったら音もなく入ってくるんだもの……玄関の扉に油を差してもらったの、ちょっと効ききすぎたかしら」

　リサが言葉を挟んで、ふたりの緊張を解いた。

「悪い、足音を忍ばせたつもりじゃなかったんだけど。なんか俺の名前が聞こえたから、挨拶より先に話しかけちゃって……そうだ、なんか俺を『護るガード』とか言ってた？」

　思い出したように尋ねるレイに、アニーが澄まして答えた。

「言ってないよ、次はなんのカードをしようかって話。……ねえ、さっきの傷くらいなら舐めて済ませてたんだったら、『祝福の十字架』が治してくれる傷ってもっと大きかったの？」

　話題を逸そらすと、レイは襟えり元もとをゆるめながらフウと息をついた。

「そりゃ、あのくらいで祝福なんて乞い願わないよ。話してもいいけど、痛い話、大丈夫？……はあ、俺土曜日もそんなことを聞かれるのかなあ」

「土曜日？」

　立ち上がったはずみに落とした布を手た繰ぐり直しつつ、ベルがわずかに目を細める。

「ああうん、ほら、マートル商会のパーティ。俺も来るようにって、今日ワート神父から言われたんだ」

「ええ、──どうしてっ!?」

　姉妹たちが口々に叫ぶ。

「なんか社長が俺と話したいって、わざわざ指名してきたんだってさ。……そんなわけだから、土曜は一緒に行こう。リサ、あとで荷馬車を操り方教えてくれよ。パーティドレスじゃロバを走らせるのも歩いていくのも大変だろ？」

　屈くつ託たくのない笑顔で言われて、リサは「そうね」とだけ頷いた。

「レイが一緒じゃ、計画が狂うわよ！」

　ひそひそとアニーが囁ささやいたが、来るなとも言えない。

「……こんなふうに接触してくるなんて。情報を流すタイミングを間違ったかしら……」

　着替えるために階上へ向かうレイの足音を聞きながら、リサは疲れた様子で溜め息をついた。
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「ペチコートまでは作れなかったから、エプロンを重ねて……腰の後ろを膨ふくらませるのが今風だって書いてあった、アニーの雑誌に」

　ベルは土曜日の午後ぎりぎりになって、なんとか二人分のドレスを仕上げてくれた。現在、居間ではアニーと一緒に、姉たちの着付けの真っ最中だ。

「ジェシーの場合、胸にも詰め物があった方がいいんじゃない？」

　髪を結うのを手伝ってくれながらアニーは容よう赦しやなく言い、

「うう……せっかくのドレスに、中身が見合わなくてごめんなさい……」

　それがまったくの事実だったので、ジェシーはがっくりと首を垂たれた。

「でもホント、あの素材とこの短い時間で、よくこれだけのものを作れたわねえ……」

　リサが感嘆する。

　ゴブラン織カーテン地はたっぷりしたドレープが均一に並び、胸元の立体裁断はビロードのクッションカバーを利用して切り替え模様になっている。お揃そろいの帽子にはタッセルのフリンジを飾りにうまくあしらってあって、とても華やかだった。

「ほんと、ランチョンマットの刺し繡しゆうなんかじゃなくて、マートル商会から下請けした方がお金になるんじゃない？」

「無理だよ。大おお姉ねえ様や姉様にお洒しや落れしてほしい一心だもの、僕のは」

　リサに続き、アニーの賞賛にベルは顔を赤くしてこほこほと咳せきをした。

　そこへギギイと音を鳴らして玄関の扉が開き──油が利きすぎてまったく音を立てなくなった蝶ちよう番つがいは、改めて調整され、適度な音をたてるようになった──レイが帰ってきた。

「ごめん、遅くなって！　リサ、ジェシー、支し度たくはどう？」

　居間のなかへは入らず、ホールの方からレイが声だけかける。

「ちょっと待って──あと、ベルトを少し──よし、できたわ！　入っていいわよ！」

　最後の仕上げを済ませてアニーが叫び返す。合図を受けて入ってきたレイは、着飾ったふたりを見て感嘆したように拍手をした。

「すごいや、物語に出てくるお姫様みたいだ！　このドレスはベル、君が？」

「まあ──ふたりの魅力を最大限発揮できるようにしたつもりだよ。よく知ってるからね、僕の姉様たちだもの」

　ベルにしては素直な受け答えだ。自分ではなく、姉たちを誉ほめられたのは嬉うれしいらしい。

「うん、本当に素敵だ。俺だけこんな格かつ好こうで失礼みたいだな」

　レイが神学校のローブを見下ろしながら言い、

「あら、学生にとって制服は正式な礼服だわ」

　アニーがばん、とレイの背中をたたいて請け合ってやる。

「ありがとうアニー、自信がでてきた。じゃあ、お姉さんたちをお借りするよ──お手をどうぞ、お嬢様がた？」

　レイが肘ひじを両脇に引きつけつつ、左右に両手を開く。

「十分サマになっていてよ、ナイトさん」

　冗談めかして笑いながら、リサが優雅に片手をとる。

　ジェシーも一瞬躊躇ためらってから、リサの真似をして反対側の手をとった。

　自分からレイに触れるのは初めてだ、と思うと、心臓がコトリと音をたてた。







　三人がマートル商会に着いたのは、パーティが始まって十分ほど経った頃だった。

「ローレル・ティートリー様でいらっしゃいますか？」

　レイが名乗るより早くドアボーイが駆け寄ってきて、どうぞどうぞと内へ招き入れる。

　開いたドアから漏もれ出る眩まぶしい光に、

「なんだか不安になってきたわ……これ、本当に入れるんでしょうね……」

　今更ながら疑ぎ心しん暗あん鬼きの目でリサが招待状を捻ひねくり回したが、

「ようこそおいでくださいました」

　ドアボーイは恭うやうやしく重厚な扉を開いてくれ、招待状にもドレスにも不審の目を向けなかったので、ふたりはほっと安あん堵どの息をついた。

　いままでマートル商会は外からしか見たことがない。壮そう麗れいな真しん鍮ちゆう飾りで彩いろどられた大理石の建物は、それだけでも気き後おくれする代しろ物ものだったが、内部はさらに輪をかけた豪ごう華かさだった。

　通常の三階分をぶち抜いたような広い天井のホールからはクリスタルガラスのシャンデリアがいくつもぶら下がり、きらきらと輝いている。壁の中腹にはぐるりを取り囲むバルコニーからホール中央に設しつらえられた舞台に向けて大階段が続き、最新モードのドレスを着た美女が次々に降りてくる。床は花か崗こう岩がんと大理石でモザイク状に飾られ、いくつものテーブルにオードブルが並び、ボーイやメイドがカクテルの銀盆を携たずさえて回る。招待客たちはカクテルこそ受け取るものの、料理には手をつけないか、取ってきたものを一口二口味見したあとはテーブルに置き去りにして、友人たちと髪型やドレスの品評に花を咲かせていた。

「なんてことなの……お金と食材を、捨ててるみたいなものだわ……」

　リサがめまいを起こしながら言う。

「まったく、ソドムやゴモラもこんな状況であったかと思われますね！」

　背後から軽やかな声をかけられて、リサはびくっとしながら振り返った。

　華やかに着飾った人々のなかで異質な墨すみ色いろの衣は、胸元にのみ白く十字架が染そめ抜いてある。風もないのに灰色の髪がさらりと揺れるのは、絹糸のような細さゆえに人が動くだけで空気の流れを受けるのだろうか。

　そこに招待状を都合してくれた人物がにこやかに立っているのを見かけて、ジェシーがぺこりと頭を下げる。

「こんにちは、ワート神父。招待状、すみませんでした」

　言ってしまってから、ここはありがとうと言うべきだったとジェシーは頭のなかで思った。どうにもレイ以外に対しては、さらりとその言葉が出てこない。

「あっはは、ラヴァルのご家族にはうちの学生がご迷惑をおかけしていますから。このくらいおやすいご用です。ティートリー君、お嬢さんたちにカクテルをお持ちして」

　ジェシーのお礼に、ワート神父はただでさえ細い目をいっそう引き延ばして笑う。ボーイのところへ向かうレイの後ろ姿を流し目で追いかけながら、リサは扇せん子す代わりにレースのハンカチを口元に引き寄せた。

「悪魔の作った都に似ているとおっしゃりながら、聖せい職しよく者しやがよくぞいらしたことですわ」

　言い伝えによれば、ソドムやゴモラは悪魔に唆そそのかされてつくられた背はい徳とくの都であるという。人口の少ない古代にもかかわらず同性愛がはびこり、飢えた民が大勢いるのにもかかわらず貴族は贅ぜい沢たくや腐ふ敗はいを繰り返し、愛と慈じ悲ひは忘れ去られ、やがて神の怒りを招いた。

「あっはは、これは失言でした。かの都は悪魔を崇すう拝はいし神への信しん仰こうを蔑ないがしろにしたがゆえに滅ぼされたのです。マートル社長は私のような未熟者にまで地上における主しゆの御み業わざについて教えを請う、篤あつい信仰の持ち主ですからね。かの都になぞらえたのは私の誤りでした、内緒にしておいてください」
















　ぺちんと額ひたいを叩いてワート神父が舌を出す。

（マートル商会をどうなぞらえようとかまわないけど、やっぱりこの男にうちの秘密がバレたら大変だわね）

　リサはきゅっと鳩みぞ尾おちに力を入れた。教会関係者といえども神への信仰より先に悪魔の存在を口にする者は多くはない。

「あのう、地上における主の御業、って《奇跡》のことですか？」

　警戒で口が堅くなっているリサの代わりにジェシーが尋ねる。

「ええ、そうです。皆さんお好きですよね。主に近づくための入り口はどこでもいいと私は思っておりますので……ああ、社長が来ました。私の失言は、内緒にしておいてくださいね？」

　ワート神父は人差し指を唇に当て、左目を閉じるかのように頰ほおに力を入れて──もともと細い目に、これ以上閉じる余地などなかったが──くるりと振り向く。

　つられて見遣やれば、招待客たちのなかを縫ぬうように、ひとりの女性がワート神父に近づいてくるのが見えた。

「え……社長って、あの人？」

　ジェシーがぱくりと口を開ける。リサも頷うなずいた。

「女社長って噂うわさは聞いたことがあったけど、まさか本当だとはね──それにしても……」

　女性には家か督とく権けんも参政権もない時代である。小さな商店を開いたり、家庭内では実権を握っていることはあっても、こんな大きな企業の社長を表立って女性が務めることは珍しい。

「こんばんは、マートル夫人。今こ宵よいもお美しいですね」

　ワート神父が社交的な会え釈しやくを送ると、女社長は真っ赤なドレスをしゃらしゃらと鳴らして歩み寄ってきた。

「ああ、ワート神父さま。ついにいらしてくださったのですね！　嬉しゅうございますわ。いくらお誘いしても、なかなかお越しいただけなかったんですもの……」

　マートル夫人は悩ましげにワート神父にしなだれかかった。大きいウェーブを描いた黄色い髪が腰まで流れ落ちている。胸元や二の腕はどっしりと豊かで、ぷんぷんと匂い立つような色香を放っているが、その肌はきめ細やかで、まるで十代の少女のようだ。そのアンバランスさがなんとも艶つやっぽい。

　もっともワート神父はまったく惑わされないようで、

「あっはは、申し訳ないです。教会も人手不足でして……でも、今日は学生に仕事を押しつけて来ちゃいました。あっ、これ内緒にしておいてくださいね」

　暢のん気きに笑っている。一瞬、それをつまらなさそうに見つめてから、マートル夫人はジェシーたちに目を向けてくすりと笑った。

「こちらが、神父様がご招待したいって仰おつしやってたお嬢様がた？　お越しいただけて嬉しいわ。おかげで神父様がいらしてくださったんですもの……どうぞ楽しんでいって頂ちよう戴だいな……ね、神父様。例の学生さんにも紹介してくださいな。お話、伺わせていただきたいわ……？」

　大きなお尻をぷりぷりと振って、マートル夫人がワート神父をホールの隅へと引っ張っていく。会え釈しやくとともに見送りながら、きつい香水の残のこり香がだけでむせかえりそうだとジェシーは思った。それをあからさまに手で扇あおいで追い払いながら、

「いやな神父にいやな社長。お似合いだわ、なによデレデレして」

　リサが腹を立てているので、ジェシーはきょとんと姉を見上げる。

「え……ワート神父、デレデレしてるようには見えなかったけど。それに私たちのために無理してくれたみたいじゃない？」

「そ、そうかしら……いいのよ、あの神父のことは。それより、ほら！　レイを呼んでるわ。なんの話をしてるのか盗ぬすみ聞きしながら、私は店員たちに探りをいれてみるわね」

　声を潜めるリサの囁ささやきにジェシーも頷く。

「うん、わかった。私は館の構造とかを調べておくね」

　目配せをしあってジェシーはリサと離れ、しばらく会場内をうろうろして時間を稼ぎ、傍はた目めから無関係に見えるように装よそおう。自宅とはかけ離れたきらびやかな調度品や、ほんもののオートクチュールを纏まとった招待客を見ているとどんどん怖おじ気づいて不安になるけれど、今宵の任務を果たさなくてはならない。

（あ、レイがいたわ、マートル夫人に挨あい拶さつしてる……なんだかけっこう楽しそうに話してるみたい。やっぱりああいう、色っぽい女の人って、男の人はみんな好きなのかな……）

　ちらちら会場内を窺うかがっていると、ついついレイに目が行ってしまう。

　リサがカクテルボーイとなにやら話しているのを遠目に確認し、ここは姉に任せることにして、ジェシーは手近なメイドをつかまえた。

「あのう、ごめんなさい。お手洗いって、どこですか？」

「ご案内いたします。どうぞこちらへ」

　メイドがぺこりと会釈をして、先に立って歩いてくれる。ホールの裏の扉から出て、廊下を挟んだ向かいに大きな部屋があり、その中はいくつものカーテンで小さく仕切られているのが見えた。

　ついでに目を配って、視界にだれもいないことを確認する。

「あちらをお使いくださ──」

「あのっ、あれ！　あれは、何ですか？」

　手をさしのべて案内しかけるメイドを遮さえぎり、ジェシーはあらぬ方向を指さした。

「えっ、どれのことですか？」

　思わずつられるメイドの足下に、アニー特製の香こう玉ぎよくを叩きつける。もわっ、と湧わき上がるピンクの靄もやを、ジェシーは手袋で鼻を押さえて防いだ。

「別になんにも、ありま、せ……」

　振り向いたメイドの呂ろ律れつがまわらなくなり、そのままふにゃんと膝ひざが崩れて倒れ込むのを、ジェシーがすぐに抱き止めてやる。

「ごめんなさい、男のひとだったら手しゆ刀とう喰らわすんだけど、女の子だから香玉にしました……だから許してくださいね」

　囁きながら、ジェシーはカーテンで仕切られたうちの一番端にメイドを連れ込んだ。

　シャッ、とカーテンが閉まって、わずか十分。

　出てきたジェシーは、メイド服を纏い、片手に折り畳たたんだドレスを抱えて、まるでテーブルクロスを取り替える仕事の途中です、といった風ふ情ぜいだ。

　香玉の効果が切れるまで三十分。

「それまでには戻ってくるつもりだから、……ごめんなさい」

　そっと背後に囁いて、ジェシーは大部屋を出ていった。







　マートル商会の邸内は初めてだけれど、美術館だのお金持ちの家だの、いままでいろんな建物にジェシーは侵しん入にゆうしたことがある。《命光薬エリクシア》の変へん成せいに必要な稀少物質《天使の涙》を、大事に所しよ蔵ぞうされている《奇跡》から盗み出すためだ。

　だから、それぞれに個性はあるものの、この手の建築の基本構造は理解していた。主人や客人が行き来する部屋は上質な素材で飾られている。小さな扉を抜けて、煉れん瓦がや漆しつ喰くいといった機能性重視の素材が剝むき出しの狭い通路に出たら、そこはたいてい使用人の区画だ。

　パーティ会場から裏手に回ったジェシーは、すぐにそういった目立たない通路に潜り込んだ。そのとたん、

「ちょっとあんた、邪じや魔まだよ！」

「ごっ、ごめんなさい！」

　出くわした銀盆を抱えた中年のメイドに怒ど鳴なられて、ジェシーは反射的に首をすくめ、抱えたドレスで顔を隠す。

「あのっ、お客様がソースでドレスを汚されて、いそいで染み抜きを頼まれたんですけど、洗濯場所はどちらでしょう。私、今日のパーティのために臨時に雇やとわれたので、まだ邸内をきちんと覚えてなくて」

　こういう時にそなえてリサから教え込まれた台詞せりふを言うと、

「ああ、すぐそこの階段を降りな。まったく最近の若い娘はすぐ辞めるから困ったもんさね──あんたも下で、いつまでもさぼってんじゃないよ！」

　中年メイドは奥の方を顎あごでしゃくると、大きなお尻でジェシーを押し退のけ、どすどすとパーティ会場へ向かっていく。

　ジェシーもその背後に向かって一礼し、ぱっと駆けだして人ひと気けのない細い階段を数段降りたところで壁にすがりつき、

「……こ、怖かったぁ……」

　半分涙目で息をついた。それから、ちょっとほっとする。使用人の管理が行き届いている館だったら、さっきの言い訳は却かえって不審がられただろう──そうなったら騒がれる前に武力行使に出るけれど、やっぱり気持ちよくはない。

　それにしても、そんなにすぐ若い娘が辞めているというのは、なんだか意外だ。こんなにすぐそばに綺き麗れいなドレスがたくさんある、むしろ憧あこがれの職場だろうに。それとも、憧れだけで勤つとめたがる娘が多くて、却って続かないのだろうか。

（ま、いいか）

　ジェシーはすぐに割り切って、階段を駆け下りた。時間はあまりない。そのあいだに、この建物の間取りを摑つかんでおきたい。特に地下を。地上は窓の配置からある程度の推測はできるし、なにより重要な物を隠すとしたら、やはり地下が定石だ。それも外から来た人間が入ることを想定していない場所。

　洗濯室や貯蔵庫、用具入れなどをさも用事ありげに見て回り、次いでアイロン室を覗のぞいた。

　一日のうちで限られた時間しか使わない場所だから、誰もいない。だいたいの広さを見て、頭のなかの間取り図に書き加え、踵きびすを返そうとしてジェシーはふと気になった。

　壁に設えられた石炭コンロの中央に、七しち芒ぼう星せいの飾りが嵌はめ込まれている。火を扱う場所に火事除けの飾りをつけるのは珍しくないが、お遊びでつけるには、あまり一般的な形ではない。思わず近寄り、指でなぞって確認する。

　面倒な円の七分ぶん割かつも正確だし、よくみるとそれぞれの登頂には錬れん金きん術じゆつにおける七惑星と対応した素材が埋め込んである。ただの意い匠しようにしては手が込んでいるし、これが主寝室や客間ならともかく、アイロン室というあたりになんとも違和感がある。

　ジェシーはすこし考え、周囲をよく観察してみた。そうして、タイル壁に目が行く。ほとんどが無地のなか、ところどころに赤いライオン、白いユニコーン、水色の豚や金色山羊など、おしゃれな模様が焼き入れてあって、いずれもアイロン室には似つかわしくない──のみならず。

「この模様は錬金術における惑星の象徴だし……模様同士の距離は……正確な天文暦エフエメリスになってるわ。しかもこれって……」

　ぶつぶつ計算しつつ、ジェシーは弾き出された年月日に目を細めた。

「……間違いない。ヘルメス・トリスメギストスが誕生した時刻ぴったりだわ」

　ことさら声を押し殺して呟つぶやく。

　ヘルメス・トリスメギストスは三千年も前に存在した、錬金術の始祖ともいわれる賢者だ。半ば伝説化していて、ちょっと錬金術をかじったくらいの人間なら、架空の存在だと考えている。だが、彼が実在の人間であること──ましてその生年月日までを知っているのは、『錬金術を知っている』どころではなく、『よほど精通している』人間だけだ。

「もし本当にそうだとしたら……東の地平線アセンダントは、ここよね……？」

　自らに確認するように、ジェシーは無地のタイルのうちの一枚に触れる。

　タイルの奥で何かが嚙かみ合う音がしたかと思うと、反対の壁に立てかけてあった戸棚が軌きしみをあげて開いた。その向こうに、階段が続いている。

「え、噓うそっ。やだ、どうしよう……これってホントに、錬金術の地下工房……？」

　意図しなかった発見に腰を抜かしそうになりながら、ジェシーはびくびくと、その内部を覗きこみ、──そろそろと、降り始めた。










　通路を進むと、やがて三さん叉さ路ろに出た。ジェシーは左手を壁に当てて、左へ、左へと進むことにする。通路は曲がりくねり捻ねじれ回り、なんども分ぶん岐きや扉があった。まったく都市の地下によくこんなものをつくったものだ──おそらく両隣の敷地も侵食しているに違いない。

　途中にちょこちょこと小部屋があり、その殆ほとんどは図書や薬品だった。服ふく飾しよくについてジェシーは詳しくないけれど、納められているものたちはドレスには使用されそうになく、むしろ錬金術には非常になじみぶかいものばかりだった。

（やっぱり、マートル夫人は錬金術師……なのかな。それにしては、変成をした形跡がないけど……）

　違和感を覚えつつ、突き当たりの扉に至る。いままで見なかったくらい頑丈な錠前がかけられているのは、この先に重要な部屋があるということだろうか。

「太陽は巨きよ蟹かい宮、月は磨ま羯かつ宮で双方活動宮カーデイナル。双そう児じ宮の水星はもう順行してるから……」

　ブツブツ言いながら肌身離さぬ薔薇岩塩ローズソルトで鍵の周囲に魔法陣を描き上げ、コツンと弾くように叩く。

「甲こう殻かくにて溶解し反応せよ始まりの水、天頂に至りて翔けよ固着の氷壁。峻しゆん厳げんの柱を伝い落ちて中立の経へ流れゆけ。崩壊して砕け落ちよ、踊りて遊べウロボロスの竜！」

　ジェシーが呟くと、ぷつりと錠前に赤くひとつの点が浮いた。赤錆さびだ。塗装を押し上げて開いたそれは、あっというまに錠前全体を覆おおい尽くし、ぼろぼろにして砕け落ちた。

「さぁて、吉と出るか、凶と出るか……」

　ジェシーはそろそろと扉を開けた。ひょっとしたら、そこには錬金術師が大量にいて、秘薬を釜で煮ているかもしれない。あるいは武装した用心棒たちが待ち構えているかもしれない──。

　そのどちらでもなかった。

　扉の向こうは、思ったよりもずっと小さな部屋で、人間は誰もいなかった。

　代わりに大きな箱が大量に置いてあり、そのなかにはいっぱいのエンフィールド銃が入っていた。

「うそ。……なんで服飾商に、こんなのがあるの」

　呆ぼう然ぜんと呟く。まだ錬金術のほうがわかる気がした。アニーが錬金溶液を鍍金メッキに利用したように、使いようによってはドレスの一部になることもあろう。しかし銃では、どう転んでも良家の子女の衣装になりようがない。

　しかもエンフィールド銃といえば、この州とは現在敵対している南軍の武器ではないか。父が医師としてだけれど北軍に参加しているから、ジェシーも装備を見せてもらった。北軍が使うのは、おなじミニエー銃のなかでもスプリングフィールド銃だ。

「なんでこんなとこにこんなもの……南軍の捕ほ虜りよから奪った、って訳でもないよね、新品みたいだし」

　混乱しながら、喰い入るようにそれを見つめていたジェシーの耳が、遠い靴音を捉える。

　はっ、と振り返った。そういえば、ここまでの扉はすべて開けっ放しで通り過すぎてきている。誰かが通りかかれば、侵入者の存在は一目瞭りよう然ぜんだ。

　足音は迷わず、ジェシーの居場所に近づいてきているように思えた。

　ここは行き止まりだ。逃げる場所はない。

　ジェシーは固かた唾ずを吞のんで、襲おそい来る敵に備えた。







　──その頃、会場では。

（ジェシーったら、どこへ行ったのかしら……ちょっと面白そうな情報が手に入ったのに）

　リサはちらちらと周囲を見回した。そろそろ最初に計画した合流時間である。そういえば、いつのまにかマートル夫人もレイも見あたらない。

　それならばいっそ、誰とも知ち己きと会わないならまだしも、

「やあ、ラヴァル家の上のお嬢さん。どうでしょう、楽しんでいらっしゃいますか」

　リサが会いたくないワート神父に限ってにこにこと近寄ってくるのはどうしたことか。

「ええ、おかげさまで」

　リサは短く答えてつんとそっぽを向いたが、

「それはよかった。おや、ティートリー君はどこへ行ったかな──どうです、カクテルは」

　ワート神父はリサの態度にまったく気づかないらしく、手近な銀盆からグラスをとってリサに差し出した。

「結構ですわ。あなたに──」

　リサがそれを押し戻そうとしたとき、

「いやぁああああああ─────っ！」

　不意に会場のすぐ外で、甲かん高だかい少女の悲鳴が聞こえた。

「ご、強盗よぉっ。服を盗まれたわ。誰か助けてぇ──」

　雑踏に紛まぎれるかすかな金切り声を、リサの優すぐれた耳が聞き取った。ジェシーが計画通りにメイドの服を借りて館内に潜入しているとすれば、その被害者に違いないジェシーが戻るより先に、催眠香が切れてしまったようだ。

（やば──なんとかごまかさなくっちゃ……）

　少なくとも、メイドが「強盗」の容姿や詳細を誰かに話す前に、ジェシーが逃げる時間を稼いでやらねばならない。

　どうやって騒ぎを起こそう、と考えているところへ、

「やあ、どのモデルさんもお綺麗ですねえ。ラヴァルのお嬢さんはどのドレスがお好みですか」

　ワート神父が話しかけて付きまとうので、

「失礼ですけど──」

　リサが振り返り、きっと睨にらんでやろうとしたら、ちょうどそこにワート神父が差し出したカクテルグラスがあり、

「おっと」

　ぶつかりそうになって、ワート神父は慌てて避けようとよろめいた。おかげで、すぐそばにいたほかの招待客のドレスを踏んでしまった。そのせいでその客はひっくり返り、ついでにとおりすがりの招待客をふたりとボーイをひとり、巻き添えになぎ倒した。そしてその、ボーイが……

「あらら」

　リサは思わず口元に扇子をあてて成り行きを見守った。次々に倒れる客たちはドミノよろしく見事な連鎖反応を起こして、カクテルを頭からかぶる者やドレスを引っ張られて無惨に破れた者など、もはや会場内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦だ。よほど会場中の人員配置を頭に入れて最初のピンを倒さない限り、起こりえないような状況だった。

「す、すみません、大丈夫ですか」

　さすがのワート神父も蒼白で、自分がドレスを踏んでしまった女性に頭を下げているが、その女性はまた別の客から怒鳴られている状態だ。

（……しーらないっと）

　この隙すきにそそくさとリサは会場を抜け出して、後ろ手にもうひとつ、催さい眠みん香こうを投げ込んだ。

　それにしても、リサだってあんな騒ぎを起こせないかと算さん段だんしたけれど、ああも手際よく広められたかはわからない。まったく偶然は時として作意より小さな針の穴を穿うがつ。ついでに言うなら、万が一ドレスの弁償代を請求されたら、とてもラヴァル家には払えない。

　助かっちゃった、とリサは内心思いながら、荷馬車の準備を始めた。







　そしてまた、その頃の地下迷宮では。

「こんな、狭いとこ、にっ！　ランプはどうかと、思うんですっ！」

　以前リサが見たという「用心棒」と同一人物なのか、現れたふたりの屈強な男たちを、ジェシーは関節技と相手の勢いを借りた投げ技で吹っ飛ばした。灯あかりなど設置されていないから、相手はオイルランプ持参だが、なにしろ光の届く範囲が狭い。錬金術師の眼を持つジェシーはわずかな光でも視界が利くから、それだけでも圧倒的に有利だ。

「自分に当たったら、火傷やけどをしますよっ！　──ってわけで、戴いちゃいますね。ごめんなさい」

　ジェシーはぺこりと頭を下げて、折り畳まれている用心棒からオイルランプを奪い取った。こうすれば相手を痛めつけることなく、援軍が来るまでは動きを封じられるというものだ。ジェシーはこんなもの無くても動けるけれど、いざというとき、投げつけるのにも役に立つ。

　とりあえずここから早急に去らなきゃ、と聴覚を鋭えい敏びんに研ぎ澄ましていくと、遠くで人の足音が聴こえた。

（また追手!?）

　びくりと警戒しつつ、いっそう耳を澄ましてみると、その足音はなんだか様子がおかしい。ふらふらしたリズムにどさりと倒れこむ音が重なって、ジェシーは心配になった。

　罠わなかも知れない、と危き惧ぐしつつも、音がした方へ急いで──

「……えっえっ、レイ？」

　オイルランプをかざして、ジェシーは吃びっ驚くりして叫んだ。

　まっくらな迷宮に、レイがちょこんと膝をたてて座っている。

「あれ……ジェシー……その格好は、どうしたの？」

「え──ええと──お料理をひっくり返して、ドレスを汚しちゃって。メイドのひとに相談したら、貸してくれたの。それよりどうしてレイがこんなとこに？」

「うーん……マートル夫人が持ってきたカクテルを飲んでたら、いきなり頭がぐらぐらしてきて……ちょっと静かなところで休んだ方がいいって、連れてこられたんだけど」

「静かって、こんな暗いところ？」

「いや、最初はもっと奥にある部屋で待っててくれって言われたんだけど……夫人も会場に戻っちゃったし、ひとりでいてもジェシーやリサが心配するだろうから、戻ろうと思って。でもさっきからなんだか身体からだが重くて……」

　そう説明するレイの眉み間けんにはしわが寄って、本当に辛そうだ。ついさっきまで、そんな様子など微み塵じんもなかったのに。

（何か薬物を使ったのかも）

　そう思うと、ジェシーはむかむかしてきた。

「レイ、大丈夫よ。会場に戻る道順は私が覚えてるわ。一緒に帰りましょう」

　強い口調で囁きかけるものの、レイは頷くばかりで立ち上がれないようだ。でもジェシーもこんなところでまごまごしているわけにはいかない。

「がんばって、レイ。あなたを導いてあげるために、きっと私はここに来たのよ！」

　ジェシーが必死で言ったとたん、美しいけれど不透明な、土耳古石ターコイズのようだった空色の瞳が、サファイアの輝きを放つ。

「天使様のお導き──主がそうせよと仰るのなら！」

　力強く頷くと、レイはやおらジェシーを抱き抱え、

「え、ちょっと──」

　思わぬ事態に動転している少女ごと、入り口目指して走り出した。







（待って。待って。これってどういう状態!?）

　ばくばくばくばく。

　高鳴る胸を押さえて、ジェシーはレイの腕にすっぽりと納まっている。下りようと暴れて、足を止めさせたりしている状況ではない、それはわかっている──それ以上に、混乱してしまって身動きがとれない。

　いかにラヴァル家ではいちばん運動神経がいいとされてきても、一般の少年と比べればやっぱり自分は女の子なのだ。

　そのことにもっと衝しよう撃げきを受けると思ったのに、頰が熱くて、気を回している余裕がない。

「次の分かれ道はどっち？」

「ひ、左。そのあとすぐ右」

　すっかり主導権を握にぎられつつ、ジェシーは指示だけは的確にした。そうこうするうちにアイロン室へ、そして地上階へ戻ったものの、

（催眠香の香りがする。……ってことは、リサはもう外に出てる）

　ぴんときたジェシーは、

「広間じゃなくそのまま外へ出て！」

　と頼む。

「ジェシー、レイ！　こっちよ、急いで！」

　館の外に出たらすぐ、見慣れた荷馬車が横付けされていて、リサが手を振っている。

　レイが乗り込んでジェシーを下ろすと、荷馬車はすぐに出発した。







「ふう。……これで一安心」

　追っ手もかからないまま荷馬車はプチグレンの城門を抜けた。

　ほっとするジェシーとリサに、

「……ところで、なにがどうなってるんだろう」

　ぽつんとレイが言う。眉み間けんに指を押し当てて考え込み、

「お喋りしているうちに頭がくらくらしてきて、マートル夫人に連れ回されてぼーっとしてたらジェシーが来て、主のお導きだと思ったからなんだか走ってきちゃったけど……なんでこんな急がなきゃいけなかったんだっけ？」

「え、ええっと、それは──」

　どう説明していいかわからず、ぱくぱくぱくと三回口を開閉した後で、

「じ、自分でもわからないけど、そうしなきゃいけない気がしたの！　とにかくあそこに行かなきゃ、そして戻らなきゃって！」

　なにも思いつかず、まったく理り屈くつになっていないことを言うのが精一杯だったジェシーに、

「なるほど。そういうことって、あるよね」

　とレイはあっさり頷いた。

「あるよね、って……レイもそういう経験があるの？」

　妹の破は綻たんした説明を冷や汗交じりで聞いていたリサが口を挟む。

「いや、ないよ。でも啓けい示じってそういうものなのかな、って気はするな。いてもたってもいられない、みたいな……だとすると、家でベルやアニーになにか起こったのかな？　じゃあやっぱり急がないと！」

「あ、あの──いまはもう、胸騒ぎもしないから。気のせい……だったの、かも。ごめんなさい」

「いや、どっちみち帰るんだし、謝らなくても……ええっと、それでジェシーは、パーティは満足できた？」

「うん、ありがとう。あの……ひょっとして、レイはもっとあそこにいたかった？　だったらごめんなさい」

　ジェシーが頭を下げる。今言った「あそこ」はパーティ会場のことだったのだが、

「いやー……あんな変な部屋にいたくなかったから、迎えに来てくれて助かったよ。だだっぴろいのに窓がなくて、フラスコやがらくたがいっぱいあってさ、俺の趣味じゃない」

「え？」

　ジェシーは目をぱちくりさせた。窓がないということは地下室だろう。ひょっとしたら、あの地下迷宮の先だろうか。

「どんな部屋だったか覚えてる？」

「うん、覚えてるよ。石の床には敷物もなくて、かわりになんか丸い模様が描いてあって……こういうの」

　言いつつ、レイが空中に指で円を描き始める。

　空に踊る指の軌き跡せきは描線として残ってはくれないし、荷馬車はごとごと揺れる。それを脳内で補正しながら、まさかね、と息を詰めて見守っていたジェシーの顔色が、だんだんと青ざめた。

「レイ……それ」

　リサも乾いた声を震ふるわせる。

（描けるわけがない。レイにそんな知識があるわけがない）

　頭のなかでがんがんと鳴り響く声。彼の記憶力がどれだけ正確かを知っているからこそ、その意味するものの重大さに押しつぶされそうになる。

「それ、家に帰ってから、紙に描いてもらってもいい？　ベルたちにも見てもらいたいし……」

　極力感情を抑えながら頼み込むジェシーに、

「いいよ」

　レイはのほほんと頷いた。







　ラヴァル家に帰りついて、ジェシーはすぐさまアニーに頼んで学校用の画材を提供してもらった。

　それからベルにも立ち会ってもらい、レイに『謎の床模様』を描いてもらう。

「……そんで、ここから線がこう延びて……これはどこかの国の文字だと思うけど、俺は読めないな……」

　レイの描く内容が、精密さを帯びていくにつれ、きょうだいたちの表情はどんどん硬くなっていく。

「こんな正確な魔法陣、記憶したの、そのぼーっとした状態で？」

　ベルが息を詰めて確認する。

「え、これ魔方陣っていうの？　あの升ます目めの中に数字が書いてあって、どの列の合計も同じになるヤツ？」

　レイは笑って尋ね返したが、つまりはそういうことなのだ。アニーもついに、「あたしのほかにも天才がいたわ」とぼそりと呟く。

「──まあ、ドレス屋さんだもんな。いろんなデザインを集めるのも仕事なのかな」

　そう言いつつ、レイは大きな欠伸あくびをした。夜が更けたとはいえ、いつもならば「じゃあそろそろカードでも始めようか」という頃合いである。

「マートル商会でも気分が悪くなったんでしょう？　走らせたり、絵を描かせたりしてごめんなさい。今日はもう、早めに寝た方がよくないかしら」

　ジェシーが心配そうに言い、

「んーでも、薪まき割わりとか塀の補修とか……」

「どれもたっぷりやってもらってるから、二、三日はなにもしなくても大丈夫よ」

　リサが請け合い、レイも「それじゃ奉仕罰にならない」と気にしながら、アニーとベルまでが「そんなレイとカードをやってもつまんない」だの「無理してこじらせて、看病させようとか思ってないだろうね、姉様たちに」だのと言ったので、

「あー……じゃあ、お言葉に甘えて……なんかあったら、明日の日曜学校前にやるから遠えん慮りよなく言ってくれ」

　さすがのレイも疲れていたのかべこんと大きくお辞儀をして、ふらふらと上階へ向かった。

　レイの姿が見えなくなると、家族会議が始まりだ。

「……これから《奇跡》を起こさせようって相手に薬物盛って拉ら致ちするとか、やることが卑ひ劣れつだわ、その女社長」

　アニーが憤ふん然ぜんと言う。リサは深い溜ため息をついた。

「そりゃ卑劣でしょうよ……だってこの魔法陣。確かに魔法陣だけど、錬金術のじゃない」

「うん、あく──」

　ベルが引き継ぎかけるのを、ジェシーが手でその口を塞ぎながら、

「悪魔召しよう喚かんのための魔法陣だよね、これ……!?」

　おそるおそる確認する。アニーが忌いま々いましげに画用紙をびりびりと破いたのは、賛同の表明だった。リサは沈ちん鬱うつな表情で頷き、

「……実はパーティで、いくつかの情報を得たんだけど……バラバラだったものが、これで一気に結びついたわ。まずひとつ、あの女社長、どう計算しても五十歳は過ぎてるはずなのよ」

「噓、どう考えたって三十そこそこに見えたんだけど……むしろ二十代なのに貫かん禄ろくつけるためにわざとお化粧濃くしてる、って言われた方が納なつ得とくできるわ」

「ありえるかもね、その社長が錬金術師なら。不ふ老ろう不ふ死し妙みよう薬やくを使えば」

「そんなの、伝説上の薬でしょ？　この天才アニス様ですら作れないんだから！」

　ベルの呟きをアニーが即そく座ざに却下する。四人がかりで作り上げる《命光薬エリクシア》でも、衰すい弱じやくや体調不良に対する驚くべき回復力を見せるけれども、それは所詮『本来あるべき健康体』へ近づけるのが関の山だ。自然の掟おきてである老化を逆行させるほどの力はない。

「そうよ、そんな薬を変成できる大錬金術師だとしたら、いまさら《天使の涙》について講議を受ける必要なんてないわよねえ……あともうひとつ聞き出したのがね。あのパーティ、けっこう行方不明者が出てるらしいの」

「ゆくえふめいしゃ？」

　ことさら声を潜めるリサの言葉に、一同そろって目を瞬しばたたく。

「ええ……表面上は招待状がないと入れないパーティだけど、従業員の知り合いの女の子とかナイショで裏から入れたりしてたんですって。女社長も黙認してたっぽいんだけど……そのこっそり入った女の子たちが時々それっきり消え失せちゃったっていうの」

「ええっ、なにそれ。気味が悪い……招待客はそんなことないんでしょ？」

　ジェシーが尋ね返すと、リサより先にアニーがピッと人差し指を立てた。

「天才アニス様にはすべてが見えたわ！　悪魔召還陣と不自然な若返り、そして消えた女の子と揃ったら、生いけ贄にえに決まってるわ。招待客は、記録が残ってるから狙われない。でも裏口から入った子じゃおおっぴらに探すこともできないし、泣き寝入りをするしかない」

「なるほどね。最初からそっちが目的で、そのための餌なのかも、宣伝パーティの方は」

　アニーの推理にベルも頷く。突とつ飛ぴではあるが、筋は通っているように思えた。

「そういえば、私も古株っぽいメイドの口から、『最近の若い娘はすぐ辞めてしまう』って愚ぐ痴ちを聞いたよ。ひょっとしたら、それも同じ……？」

　はっと思い当たって言うジェシーに、リサも頷いた。

「あり得る話だわ……従業員の話じゃ薄気味悪いから、最近はそういう裏口からの手引きは誰もしないんですって……メイドやお針子は、ちゃんとした紹介状つきの子もいるけど、家出娘とかが潜り込みやすい職種でもあるものね……行方不明になっても、誰も捜さないと思う」

「でも、なんで《天使の涙》を欲しがるのかしら」

　ジェシーが首を傾げ、姉妹たちも黙り込む。いままでの『失しつ踪そう少女＝生贄説』だって、断片的な情報を組み合わせただけで、真実かどうかはわからないのだ。

「……ともかく、それが本当だとしたら、放ってはおけないわ……悪魔召還がどんなに危険なことなのか、あの女社長がわかっているとは思えない」

　リサが当代ラヴァル家長の重みを込めて言う。

「災難が起こってからじゃ、謝ったって遅いんだもの。事前になんとか防がなきゃ」

　ジェシーもぐっと拳こぶしを握って訴える。

「こないだ多めにつくってもらったから、《命光薬エリクシア》は。《天使の涙》採取は最重要課題じゃないと思うよ、今ならね」

　ベルが意識して気楽そうに言い添える。

「悪魔封印が我が家に課かせられた使命だったら、よその悪魔だって見過ごせないわよ！」

　アニーがテーブルを叩いて力説する。

　──それから、四人はぱんっと空中で手を合わせ、

「悪魔が嫌う奉仕活動で、封印強化に努めましょう！」

　声を揃えて斉せい唱しようする。

　プチグレンの人々は、近隣に悪魔が潜んでいるなどとは知らないのだから、誰も姉妹たちに対策を頼んできたりはしない。

　まったくもって、これは奉仕活動としか言いようがなかった。
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「……で、何をすればいいんだっけ、具体的には」

　盛り上がりに水を射すように、ベルがぽつんと言った。

「え、えっと……マートル夫人が生いけ贄にえをつかって悪魔崇拝してる、っていう裏付けが要いるわよね。少女の失しつ踪そうの件数とか」

「そのへんの証拠を集められたら、警察に通報しちゃえばいいのよ。禁きん固こ刑けいにでもなれば、召しよう喚かんもなにもできないでしょ」

　思いつきをひねり出すリサに、アニーが簡単そうに言う。

「証拠かあ……地下迷宮では、私には見つけられなかったけど……」

　言いながらジェシーはふわぁと欠伸あくびを漏もらした。考えてみれば、今日は大騒ぎで、ドキドキの連続だったのだ。

　着慣れないドレスに緊張し、錬金術で鍵を壊し、メイド服で屈強な男たちと大立ち回りを演じ、さらにレイに抱き上げられたりして──最後のひとつは強烈だった。心臓の動どう悸きは大立ち回りよりずっと激しくて、肋ろつ骨こつが壊れてしまうんじゃないかと思ったほどだ。

　思い出したら、またジェシーの頰ほおがぼっと赤くなった。

「珍しいわね、ジェシーが疲れを見せるなんて。《天使の涙》採ってきた後もそんな顔しないのに」

　見み咎とがめたアニーの意外そうな言葉に、

「あ、うん……いつものはほら、ひとりっきりでしょ。今日のパーティみたいに華やかな人ごみって、それだけで体力使い果たしちゃうっていうか」

　はたはたと顔を仰あおぐジェシーの様子に、ベルがてとてとと近寄ってぴとりと額ひたいをくっつける。

「姉様、熱っぽいよ。疲労熱？　寝た方がいいよ」

　心配そうに言われて、「ベルに心配されるなんて……」とジェシーはかるく落ち込んだ。

「まあ、今日はいろいろ収穫もあったわけだし……みんなもう寝ましょう。すっきりしたら、またいい案も思いつくかも……」

　リサがまとめ、姉妹たちはばらばらと動き始めた。

　ベルは素直に二階にあがり、アニーはまだ眠くないのか、「香こう玉ぎよくを補充しておかなくっちゃ」と地下工房へ降りた。リサは明朝のための仕込みをしてから寝ると言い、ジェシーはひとくちだけ水を飲んでからあがることにする。

　水差しからコップに注いだところで、

「それにしても、とんでもないことになっちゃったよね」

　ジェシーが呟つぶいたので、「なあに、藪やぶから棒に」とリサは笑った。

「だってさ……今回もいつもどおり《奇跡》のあるとこに忍び込んで、《天使の涙》を頂ちよう戴だいしてくるだけだと思ってたのに。まさか悪魔を呼び出そうとしている人が出てくるなんて」

「そうねえ……でも、私たちのご先祖様だって、悪魔と契約した初めての人間、ってわけじゃないと思うわ。ちょおっと契約内容がとんでもなかったけどね」

「まあ、それはそうだよね。……うん、でもレイが無事でよかったな」

　一気にコップの水を飲み干して、ジェシーが吐と息いきをつく。リサも洗った皿を布巾で拭ぬぐいながら頷いた。

「ええ……とんでもないことに巻き込むところだったわ。どうやら〝消えた〟のは女の子ばかりみたいだから、レイが生いけ贄にえにされることはなかったでしょうけど……理由はどうあれ、ほんの数日、一緒に暮らしただけの彼を、一族の宿命に利用するなんて……考えが甘かったわ」

　リサが悔かい恨こんに頰を引き締めながら唇を嚙かむ。

「うん。……これはラヴァルの戦いだものね。ラヴァルに生まれた人間と、みずからラヴァルの名を継つぐことを決意した人間以外には、関係のない話だわ……いずれレイはこの家から出て行くんだもの」

　呟きながらジェシーは自分の掌てのひらを見た。硬く黄色く盛り上がっていたマメは、柔かくなってきたのか、すこし白くなっている。それはレイのくれたプレゼントだった。彼がいなくなった後、ふたたび水みず汲くみや薪まき割わりを担当すればまた元通りになってしまうのだろうけれど、彼の手た繰ぐった釣つる瓶べを握り、彼が振るった鉈なたを扱うのだと思うと、それはただ以前に戻るだけというのとは、どこか違う気がした。







　少し喋しやべってから、ジェシーはリサにおやすみのあいさつをした。リサは明朝のための下した拵ごしらえをしてから休むらしいので、別れてひとり階段を上る。

（なんか……ほんとに、改めて……疲れちゃった）

　足下がふらつく。肉体的な疲労はだいぶ回復していたから、精神的なもののようにジェシーは思った。

　マートル商会にいた時は必死だったけれど、振り返ればずいぶんとレイを危険に晒さらしていたのだということ。そして自分たちに、彼を巻き込む資格などないのだと改めて思い知らされたことが、ジェシーの気力をずいぶんと落ち込ませていた。

「はあ……ごめんなさい……」

　呟きながら自分の部屋に戻る。夜だから部屋は真っ暗だ。ジェシーはそのままベッドに潜り込むことに決めた。ランプをつけることさえ億おつ劫くうだったのだ。

　欠伸をしながらよろよろベッドまで歩いて、着たままだったメイド服を脱いで床に落とし、下着姿になる。行儀は悪いが、この季節なら、それで風邪をひくわけでもない。

　そのまま掛け布をめくり上げて、ばったりとそのなかに倒れ込んだとたん、敷布ではない異物にぶつかった──人間大の。

　こんなところにクッションなんて入れてたっけ、と思いながらジェシーはそれにむぎゅりと抱きついた。ベッドの中で温もったそれは、抱きしめると寂さびしさが紛まぎれる気がしたが──

「わっ、うわわわわわわぁあっ！」

　悲鳴が上がった。ジェシーも叫んだけれど、それより相手の声の方が大きかった。

（え、えっえっ!?）

　咄とつ嗟さにパニックになりつつ、ジェシーは枕元に手を伸ばしてオイルランプを点つけ、──ベッドのなかにいた先客の顔に気がついた。

「え、レイ……どうして」

　ここに、と言いかけて、そういえば自分は両親の部屋に移っていたことを思い出す。ぼうっとしていたものだからつい、住み慣れた私室に来てしまったのだ。

（ということはつまり、目の前にいるレイは夢でも幻でもなく本物で──）

　認識したとたん、

「っ……きゃ、ぁああああっ！」

　今度こそジェシーも金切り声を上げた。自分の格かつ好こうに気づいたからでもあった。レイが上半身裸なのはいい、男性だから。でも若い娘が下着姿でいるのを見られるということは、男装をするのとはわけがちがう。

「なにごとなの!?」

　ジェシーの悲鳴を聞きつけて、階段を上がってくるリサとアニーの足音が聞こえる。それより先に、すぐ隣の部屋から駆けつけてきた人物の方が早かった。

「姉様、どうし──」
















　扉を開け放ち、飛び込んできたベルの顔色がさぁっと蒼白になった。それからまなじりがつり上がり、

「こ、……こここ、こ、ここっ……」

　なにかを言おうとしているのだけれど、まったく言葉にならない。その理由は一目瞭りよう然ぜん、怒りであった。

　そのままベルは傍かたわらのハンガーラックを摑つかんだ。びくとも動かないけれども、本人は得え物ものにでもしようとしたらしい。それでぶん殴ってやりたいというのだとしたら、さきほどの「こ」は「ろす」と続くはずなのだろう。

　レイはぱっと両手を肩のあたりに挙あげて、ホールドアップの姿勢をとった。それから気づいたように掛け布を取り上げて、両肩を抱きすくめたまま固まっているジェシーの背中からかけてやり、それからもう一度ホールドアップをしなおした。

「ざ、──懺ざん悔げすることは？」

　大きく肩で息をしながらベルが尋ねる。

「いや……その……ありません」

　レイは困ったように言った。ふたりの声を聞いているうちに、だんだんジェシーも冷静になってくる。これはどう考えても、自分が悪い。しかし、

「そう。しないんだね、言い訳は」

　ベルは違う受け取り方をしたらしかった。その目がどんどん凶きよう相そうを帯びるのを見て、

「だ、だめベル、違うの私がわるいのっ」

　ジェシーは掛け布ごとベッドを飛び降りて弟に駆け寄った。

「大丈夫？　ひどいことされてない、姉様？」

　潤うるんだ瞳で尋ねられると、その可か憐れんさにジェシーはくらくら目め眩まいがして、「だから違うんだってばー！」と言うのが精一杯だ。

「はいはい、ベルったら落ち着いて……どう見てもこの状況は、ジェシーが部屋を間違えただけでしょ」

　たどり着いたリサがぽんぽんとベルの肩を叩き、

「レイだって、貧相なジェシーの身体なんか見たって面白くないわよねえ」

　アニーがさりげなくひどいフォローをした。

「い……いや、見てません俺なんにも別に」

　レイがホールドアップしたまま、俯うつむいてもごもご言ったので、アニーはむしろ「へえ」と感心したような声を出した。

「ごめんなさいねえ、体調が悪いところに騒いじゃって……この娘コたちはつれて出るから、ゆっくり休んでね？」

　リサがメイド服を拾い上げ、ジェシーたちを背中でぐいぐい廊下に押し出しながら愛あい想そ笑いをレイに向ける。

「あの。……俺、追い出されないんですか」

　レイは喉のどの奥に息を詰つまらせながら尋ねる。

「え？　……だってここはあなたの部屋だもの。そんな必要、ないでしょう？」

　リサが目をぱちくりさせる。

「俺の……部屋」

「ええ」

　レイの呟きに頷うなずいて、リサはそのまま弟てい妹まいをつれて廊下に出た。

　ぱたんと扉を閉めてから、ごく軽い調子でコン、コン、とジェシーとベルの頭を拳こぶしで叩く。

「もうっ、ジェシーったら気をつけなさい。レイだからいいようなものの……ベルも状況を見ないで逆上しないの」

　めっと叱られて、ジェシーは「はい、ごめんなさい」と謝り、ベルは不服そうにそっぽを向いた。その傷ついたような横顔に、ジェシーの胸が痛くなる。

「ごめんねベル、驚かせて。ホントに私が悪かったし、なんにもなかったんだから」

「なんにも？　あいつ、指一本触れなかったの、姉様には？」

「うん」

　ジェシーは即答した。そもそも、抱きついたのは自分の方だったのだ、と思ってまた真っ赤になった。

　その様子に片かた眉まゆだけすこし顰ひそめて、

「……今夜、一緒に寝てくれたら機嫌なおしてあげる、姉様の部屋で」

　ベルがわざと尊大そうに言ったので、ジェシーはほっとして「もちろんいいわ」と頷いた。







「……俺の部屋、か」

　姉妹が出ていった後の部屋で、レイはぽつりと呟いた。

　それが期限つきのものであることはわかっている。ワート神父がお金を払ってくれたから泊めてもらえているだけの、いわば宿屋であることも。けれど。

　レイはベッドから降りた。移民時代から使われているような、古いベッドだ。柵の一部が壊れた跡があるが、それは大事に扱われてきたにもかかわらず経年劣れつ化かに耐えられなかった故ゆえだろう。ラバンジンの孤こ児じ院いんのように、乱暴に扱われて壊れただけの粗末なものとは根本からして違う。

　ライティングデスクやハンガーラックも、使い込まれてぴかぴか光っていて、それは多くのひとの手で愛されてきた証だった。何代ものラヴァル家の一族がこの部屋で祝福されながら産まれ、愛されながら育ち、終生暮らしたのだろう、とレイは思った。きちんと根っこを持つ人間が暮らす家なのだ。不要な人間として集められ、いつか追い出されるまでの糊こ口こうをしのぐ子供たちと、何年かおきに入れ替わる世話役の大人たちでは、この風合いは出せなかった。

　こんな部屋に住めるのがありがたい、と思ったし、そして部屋というのはただの木材や布張りではなくて、そこに住むひとびとがつくるのだともレイは思った。

　もういちどベッドに戻ってきて、そこへは腰掛けず、傍らの床に膝ひざを突く。ベッドの上には肘ひじを突き、組み合わせた両手に額を預け、

「主しゆよ、感謝します」

　それだけレイは呟いた。







　おそろいの寝間着で一緒にベッドに潜り込んだら、ベルの機嫌はすぐになおったので、ジェシーは安心した。

　寝息をたてている愛らしい弟の髪を、ゆっくりと撫なでてやる。まるで妖精の取り替え子チエンジリングみたいだ、とジェシーは思った。この内部にいるのは、妖精ではなく悪魔なのだけれども。

（それにしても、プチグレンにもう一体、悪魔がいるなんて）

　ジェシーは溜ため息をついた。いままで他の悪魔とまみえたような記録は、伝わっていない。

「……どんな奴なんだろう、マートル夫人の悪魔って」

　思わずひとりごちたとたん、

「──オリアクスだな」

　ベルが目を開けてぼそりと言った。

「え？」

「さっきの魔法陣さ。我々はそれぞれ、異なる召喚陣を持つ。あれは『蛇へび侯こう爵しやく』オリアクスのものだ。契約した相手を望む姿に変身させたり、他人が契約者に好意や崇すう拝はいを棒げるようにし向けたりする」

　その口調は明らかに、いつものベルではない。

「あなた、また──『堕だ天てんの王』っ……！」

「その通り。安心しろ、こんなことを教えたくらいで対価の要求などはしない。私は不愉快なのだ。こんなところに閉じこめられているせいで、ほかのやつらに我が版はん図とを荒らされるのがな」

　ベルが尊大な態度で言う。

「私の大切な弟の身体で、そんな表情しないで」

「まったく夢見がちだなジル、だが私はおまえのそういうところは嫌いではない。──さて、ここからが本題だ。取引をしよう。私をここから出してくれたら、オリアクスは私が追い払ってやる」

　ぐい、と鼻先が触れそうな距離まで迫られて、慌あわててジェシーは一歩離れた。

「結局そこに戻ってくるのね。そんなことだと思った──でも、お断り。マートル夫人のたくらみは、私たちの手で潰してやるもの」

　つんとそっぽを向くと、ベルはくっくっと面白そうに笑った。

「愚おろかだな。貴様ら人間が束になったところで、本物の悪魔にかなうと思うのか？　悪魔を倒すのは、錬金術師では無理だ」

　ジェシーはぐっと詰まった。たしかにどんな錬金術書にも、悪魔の倒し方など載ってはいない。

「──悪魔を倒すのは無理かもしれない。でも、悪魔を呼び出させなければ、倒す必要もないはずだわ」

「確かにな。まったくおまえの屁へ理り屈くつは、どこか悪魔を釣り込むところがある──いいとも、取引したくなったらいつでも呼べ。私はおまえの味方だよ」

　そう言ってふぁあと欠伸をすると、ベルはころんとベッドに横になった。

「ベル！」

　慌てて駆け寄ると、ベルはくうくうと静かな寝息をたてている。さきほどまで眠そうな気配などなかったから、悪魔に表面へ出てこられるのは、ずいぶん体力を消耗するのだろう。

「まったくもう、隙あらば取引しようとか言うんだから……！　冗談じゃないわ。ベルには絶対、手出しさせないんだから！」

　虚空に向かって舌を出す。──それにしても、

「……さっきは悪魔に誉ほめられたのかな、私……」

　それも屁理屈がうまいなんて。赤せき面めん症しよう気味でろくに人前で喋れないジェシーが、ベルを守るために悪魔に対してだけは強気になれる。

「なんだか不思議な気持ち……はあ」







　翌朝、レイは「すっかり体調はよくなったから」と元気に日曜学校へ向かった。

　ジェシーはどこか気恥ずかしくて、レイの顔をまっすぐには見られなかったのだけれど、レイの方はしごく普通で、昨夜の事件はまったく記憶にないように見えた。

（なんだ……、ちょっと、拍子抜け）

　玄関を出ていくレイを見送りながら、ジェシーはそう思ってしまい、それに気づいてぽかぽか自分の頭を叩いたりもした。

「さーてと、今日はあたしも学校はないし。『マートル夫人の生贄連続殺人の証拠を摑んで警察に突き出しつつ、あわよくば『祝しゆく福ふくの十じゆう字じ架か』の《天使の涙》を戴いちゃおう大作戦』の計画を練りましょうか！」

　アニーが元気に言い、

「長いよ、作戦名」

　とベルが突っ込んだ。

「で、どうしたらいいの……？」

「そりゃあ、ジェシーに証拠を盗ぬすみ出してもらうしかないわよね」

　さらりと言われて、ああやっぱり、とジェシーはうなだれた。

「なによ、昨日はパーティであんだけ大胆なことをやったんだから今更でしょ」

「でもそんな証拠、残ってるかしら？　それに私たち、マートル夫人に顔を知られているわ……いくらジェシーでも、不用意には動けないわよ……」

「それもそっか……犯行現場に踏み込めればいいけど、いつそれがあるかなんてわからないものねえ」

　リサの指摘にアニーもふむと考え込む。実際、生贄の件も推測だ。魔法陣のような証拠があるわけでもない。

「……どうかな、僕じゃ」

　ふとベルが言った。

「え、何が？」

「頼んでみるんだ、働かせてくださいって。最近は、パーティの裏口参加者も、紹介状のないメイドもなかなかいないんでしょう？　こんなひょろ細くて、役に立ちそうにない僕を雇やとうとしたら、候補としてだよね……生贄の」

「ちょ、なに馬鹿なこと言ってるの！」

　ジェシーが悲鳴を上げる。

「だったらあたしが行くわよ。ベルが殺されちゃったら世界は終わりよ！」

　さすがのアニーも制止したが、

「無理だよ、アニーの年齢じゃ。ききなさい、お兄ちゃんの言うことを」

「な──なによ。こんな時だけお兄ちゃんぶらないでよ」

　鼻はな白じろみつつ、アニーの声から勢いが削そげる。兄はいちど決めたら絶対に引かないことを知っているのだ。

「それに殺されやしないよ。姉様が護まもってくれるもの、僕のことは。そうでしょ？」

「もちろん護るわ。命を懸かけてでも──だけど……」

「信じてる。あいつのことはちゃんと助け出したもの。僕のことも、そうだよね？」

　にっこりと微笑ほほえまれて、ジェシーの胸がつくんと痛んだ。

　これでは、自信がないなどと言えるわけがない。

「ええ。……私が誰にも、あなたには指一本触れさせないわ」

「ありがとう。やっと僕も、役に立てるね……ジェシー姉様、よろしく。アニー、護身用になにか頂戴。大おお姉ねえ様、マートル商会に連れてって」







　マートル商会のひとつ手前の辻で、ベルはリサの馬車から降りた。たった一区画を歩くだけでも息切れがする。マートル商会の裏口にたどり着いた頃には、息も絶え絶えだった。

　コンコン、と扉をノックする。

「なんだい？」

　中年のメイドが顔を出した。

「あの……こちらで、雇っていただけないかと思って、お針子に……」

「はあ？　そんなヘロヘロで働けるわけがないだろう。綺き麗れいな商品売ってるからって、仕事をなめられちゃ困るんだけどね」

　帰った帰った、と中年メイドが扉を閉めようとしたところへ、厳いかめしい声が割って入った。

「なにごとです、騒々しい」

「ああすみません、ミス・パチュリー。なんだか細っこい娘が、雇ってほしいとか言ってきて……」

「若い娘ですか？」

　中年メイドを押し退のけて、片かた眼鏡めがねを嵌はめた老婦人が現れた。灰色の髪を硬く結い上げて、かさかさした身体を高襟ハイカラーのドレスでぴっちりと覆おおっている。女社長ではなさそうだから、家政婦だろう、とベルは判断した。

「働き者のあなたがいやがるのはわかりますけどね、若い娘を積極的に雇い入れるのは社長のご意志ですから。……あなた、名前は？　紹介状はお持ち？」

「ベラドンナです。持ってないんです、紹介状は……駄目ですか？」

　適当な偽名とともにベルは首を振る。

「そう。……社長を呼びます。部屋に通しておきなさい」

　中年メイドに言いつけて、家政婦は奥へ引っ込んだ。その表情は、紹介状がなくて好都合だ、と言っているように見えた。

「まったく社長もなにを考えてるんだか。どうせまたすぐ辞めちまうのに」

　ぶつぶつ言いながら中年メイドはベルを小部屋へ案内してくれた。

　数分と待たずにマートル夫人は現れた。

「そう。ベラドンナさん……可愛らしい方ね」

　盛り上がった胸元を大胆に広げた真っ赤なドレスに、宝石をじゃらじゃらつけたマートル夫人は、ベルを見てまずそう言った。誉め言葉だったが、口の端がわずかに歪ゆがんだのをベルは見み逃のがさなかった。

（うっわぁ、怖い……こういうの苦手だなぁ、僕）

　などという思いは表情には浮かべもしない。しおらしく睫まつ毛げを伏せたベルの前に女社長が座る。

「ベラドンナさん、紹介状はないそうだけど、ご家族は？」

「いえ……誰もいないんです。住むところもなくて」

　小さく咳せき込こみながら、ベルが目を伏せる。

「そう。それはかわいそうね……いいわ、部屋を用意してあげましょう、いらっしゃい」

　マートル夫人は同情たっぷりの様子で言ったが、その唇を薄い舌がすっと嘗なめ回す。

「ありがとうございます」

　と頭を下げながら、ベルはさりげなく芥け子し粒つぶほどの丸薬を窓の外へ弾き飛ばした。







「……青い煙は、確信」

　ひとつ手前の辻で馬車を止めたまま、両手の親指と人差し指を組み合わせてつくった小さい四角越しに、片目でマートル商会の方角を窺うかがっていたリサが呟いた。指には特殊な文字が描いてあって、そうすることで通常の人間には透明でしかない錬金狼煙のろしの色が見えるのだ。

「確信を得たってことは、潜入は成功ってことね……ここからが正念場だわ」

　唇を嚙かみながら、リサはロバに神学校へ向けて歩くよう鞭むちをくれた。

　空を見上げれば、初夏の陽ひはまだ高い。悪魔は太陽を嫌う。悪魔の生贄ならば、夕暮れまではベルは無事のはずだ。

　それまでにジェシーをつれてきてやらなくては。







「ただいまー。……あれ、ベルは？」

　日曜学校は終わるのが早い。昼過ぎに帰ってきたレイは、居間にリサとジェシーとアニーしかいないことにすぐ気がついた。

「ああ、ちょっと体調を崩して上で寝てるわ。レイも具合悪いんでしょう、どう？」

「ありがとう、全然平気。それよりもベルは大丈夫？　心配だな」

　ちらちらと天井を窺うレイの様子にジェシーが笑う。

「ベルは昔からよく寝込むから大丈夫よ。でも嬉うれしい、そんなに気にかけてくれて」

「だって、もう何日も一緒に暮らしてるんだよ？　ただの奉仕罰のくせに、家族のつもりって言ったらおこがましいかもしれないけど」

　すこし照れたようにレイが後こう頭とう部ぶを搔かく。

「でも、その……ベルはあんまり、あなたに懐なついてはいないけど」

　虚を衝つかれたようにリサが目を瞬しばたたく。

「まあ、男同士だから、新参者が気にくわないのは仕方ないよ。俺はベルのこと、嫌いじゃないんだけどな、可か愛わいいし──あ、見かけだけじゃなくて、あの性格もさ」

　まったく気にしていない様子でレイが笑った。

「へえ……レイってけっこうオトナなんだ」

「そうかなあ？　……それに、友達なら好き嫌いで選べるけど、家族は違うでしょ？　気が合わなくても、その家に生まれちゃったら仕方がない、みたいな。それでも全力で心配しあって、責任を取り合って、家族ってそういうものかなって──俺には憧あこがれなんだ」

　そう言ってレイはぎゅっと胸の前で手を握にぎり合わせ、唇が触れるほど項うな垂だれた。

　それは、生まれてこのかた神に祈いのったことなどないジェシーたちも胸を突かれるほど敬けい虔けんな姿だった。

（……ああ。このひとには、家族がいたことがないんだわ）

　今更ながらにそう思う。それはラヴァル家のような、過酷な血の宿命から自由だということでもあった。

　もし両親やリサやベルやアニーが揃そろって、普通の家に生まれていたら、と夢見たことはある。悪魔に怯おびえることはなく、錬金術の知識も能力も必要ない。それはどんなに幸せなことだろう。

　もしもたったひとりだけ、宿命から自由にしてやろうと言われたら──代わりに他の家族たちすべてと別れなければならないとしたら。ジェシーは即そく座ざに断る自信があった。みんながいるから背負い続けて来られたのだ。みんなのことが好きだから。

　そしてベルはいま、ひとりで敵陣にいる。

　太陽は傾き始めている。急がなければ。潜り込んですぐ殺されるとは限らないけれど、そうではない保証もない。

「憧れだけで家族ごっこができるのなら、それはどんなに楽かしらね」

　ジェシーの声音に、それまでと違う氷の刃を感じたらしく、レイが吃びつ驚くりしたような目をした。

「え、あの──俺、なにか悪いこと言ったかな」

「そんなことないけど。……そういえばアニーが、レイが帰ってきたらカードをしたいって言ってわよ」

　不自然に話題を打ち切り、ジェシーが水を向けると、打ち合わせもなくアニーはすぐに意を汲んでくれた。

「そっ、そう！　セブンアップをやりたくてずっと待ってたの！　スピードが命だから、ジェシーやリサじゃあたしについてこれないの。ねえ、相手をして！」

「えっ、いいよ、うん──すぐ着替えてくる」

　ねだるようなアニーの言葉にレイは頷いて、トントン、と軽快に階段を上がっていく。

　その隙すきに玄関へ向かうジェシーに、リサが「送るわ」と声をかけたが、

「走っていくから、大丈夫。それにアニー一人じゃレイを誤ご魔ま化かせないわ。そっちをお願い」

　そうジェシーに言われてリサも納得した。







　その頃、プチグレンのマートル商会では、家政婦がベルを三階の隅にある、目立たない小さな部屋に案内していた。

「この部屋をお使いなさい。疲れているようですし、今日はおやすみなさい。田舎いなかへ送りたい手紙などがあるなら代わりに出しておきましょう」

「ありがとうございます、でも手紙の相手などいないので。……あの、他のお針子さんたちにご挨あい拶さつを」

「それは社長が必要性をお考えになって紹介するでしょう。──食事は今日は、部屋に運ばせますから、ゆっくりくつろいでいなさい」

　そう言って家政婦は出て行った。扉が閉まってすこし間を置き、家政婦が充分に離れた頃合いになってから、

「……くつろげって？　ここで？」

　ベルはひとりごちた。部屋の狭さに文句はない。壁は少女の好みそうなミントグリーンに塗ぬられ、ベッドに掛けられたシーツは清潔そうだ。ただ、窓は小さく、回転式のガラスはほんのわずかしか開かない。そしてさきほど、家政婦が扉を閉めるとき、小さく施せ錠じようの音が混じったのをベルは聞き逃さなかった。

　小綺麗だけれど、牢屋なのだ、ここは。

「必要と判断してから、他の従業員への紹介、ね。……必要ないなんてことあるかな、住み込みで働くのに。──これはもう、『明日』はないかな」

　ベルは溜め息をつくと、ポケットから細い糸を取り出した。その端をベッドの足に結びつけ、もう一方は窓の隙間から外へ垂らす。建物の高さほどの長さを取ってあるから、裏道へ届くには十分のはず。髪の毛のように細いから、一般の人々に気づかれるおそれはない。その実鋼鉄よりも切れにくい、錬金工学の繊せん維いだ。

「空は飛べないからね、いくら姉様でも。……でも、これで充分だよね。壁を登る手がかりとしては」

　信頼を滲にじませてベルは笑い、それからもうひとつの丸薬を取り出し「毒消しも飲んでおいた方がよさそうかな」と呟いた。







　ジェシーがマートル商会に着いたのは、もう陽がだいぶ暮れかけた頃だった。

　息を切らしながらたどり着き、様子を窺っていると、店内から最新モードに身を包んだ紳士や貴婦人が出てきて、見送りらしいマートル夫人が深々と頭を下げている。マートル夫人は髪の毛一本乱れておらず、あの様子ならばこっそり裏で殺人を犯したあとということはないだろう、とジェシーは胸を撫で下ろした。

　それから遠巻きながら注意深くマートル商会の周囲を廻って、三階の窓から細い錬金糸が垂れているのも確認した。ベルは首しゆ尾び良くやっている。すべては計画通りと考えてよさそうだ。

　ジェシーは錬金文字を書いた指で四角い窓をつくり、そこからマートル商会の煙突を覗のぞいた。そこからは現在、なんの変哲もない白い水蒸気が立ち上っているばかりである。

　凶行現場は建物の奥深くだろうけれど、人間であるマートル夫人が居合わせるならば、かならず換かん気きはされているだろう。そして深部であればあるほど、排気は煙突に集約されるはずだ。

　身の危険が迫ればベルは赤い錬金狼煙を爆はぜてジェシーにそれを知らせつつ、閃せん光こう弾だんや催さい眠みん香こうで身を守る手はずになっている。

　ジェシーは真向かいの街路樹の枝に飛び上がり、木の葉の中に身を隠した。ここならば一晩中、人目につかずに狼煙を監視していられる。

　凶行は今夜か、明日か、他の少女たちの方が先か、まったくわからない。

　ジェシーは、長丁場を覚悟した。







　すべての客が帰った後、ディスプレイに布がかけられる。

　日々の勤つとめをすべて終えたマートル夫人は執務机に腰掛けたまま、ベルを鳴らして家政婦を呼んだ。

「ミス・パチュリー、今日来たベラドンナという娘はどんな様子？」

「夕食には一口二口手をつけただけで、ぐっすり寝ているようです。最近の若い娘はどれもこれも神経が図太うございますね」

「いいのよ、それで。若い娘の感性を知るのは、この商売には大切なこと。それを吸収できるだけで雇う価値はあるわ。たとえ無責任にも数日で辞めてしまったとしても、追いかけるのは野や暮ぼというものよ」

「仰せの通りに」

　社長の言葉に家政婦はかしこまって引き下がる。

　扉が閉まった残響が完全に消え失せてから、社長は小さく溜め息をついた。

「……本当に好都合だこと。あんな美しい少女が飛び込んでくるなんてね……このところ捧げ物が途切れがちで、我が侯爵はさぞお怒りでしょう……はやくご機嫌をとって、《天妙薬サクラタマイナス》の作り方を教えていただかなくては。シワを一本消すために、ひとり殺すのでは割が合わないわ。《薬》さえ作れるようになれば、密輸も殺人も必要なくなる」

　呟き、マートル夫人は引き出しの下から、二つ折りにした革の写真挟みを取り出した。

　なかにはすっかりセピア色に変色した一枚の写真が入っている。素朴な青年と垢あか抜けないやせっぽっちの田舎娘が、肩を寄せあって笑っている写真だ。よく見れば田舎娘の方には、マートル夫人と同じ場所にほくろがある。けれど豊満な体つきと度胸の据わった表情が、それ以外の似通ったポイントをすべて帳消しにしてしまっていた。

「セージ……私はいまでも、あの頃の少女のままよ。だから帰ってきて。私を見つけて、抱きしめてちょうだい。あなたがほかの女のものになったなんて信じない。あなたを鉄てつ条じよう網もうの向こう側から返さないまま、この戦争が終わってしまうなんて、私は絶対に許さない……」

　言葉とともにこぼれた涙が、写真を濡らしてしまう前に、マートル夫人はぱたんと写真挟みを閉じた。急いで引き出しの底板下に隠して立ち上がる。

　夕食に混ぜた睡眠薬が効きいているうちに、儀式の準備を始めなければ。

　住み込みの従業員たちには、消灯後に部屋を出ることは固く禁じている。マートル夫人はひとり三階へ上がって、失しつ踪そうする娘たちにいつもあてがう同じ小部屋の鍵を取り出した。

　そっと扉を開けて覗き込む。カーテンの開け放たれた窓から差し込む月の光が、ベッドの上に倒れている少女のあどけない寝顔をほのかに照らしている。マートル夫人は頷いて扉を閉め、すぐ向かい側の扉を小さくノックした。

「へい、社長」

　顔を出したのは、用心棒の男だった。待ちかまえていたらしく、返事の声も押し殺している。

「向かいの部屋の娘を、例のところまで連れてきて」

「へい、ただいま」

　頷くと、女社長が脇へ退どいてやった廊下を真向かいに進み、すぐさまベルの細い体を肩に担かついで出てきた。

　そのままふたりは手慣れた様子で階段を下りていった。

　アイロン室へ入り、タイルを操作して戸棚を動かして、秘密の通路を開く。用心棒は階段の下に用意してあった車くるま椅い子すにベルを降ろすとさっさと上階へ戻っていった。

　それを見送り、マートル夫人は手ずから車椅子を押して地下通路を進んでいった。暗いなかでも迷うことなくいくつもの分ぶん岐きを選んでいく。あまりに迷いのない歩みなので、分岐のたびに車椅子から小さな金属粉が落ちているのには気づかなかった。

　やがてマートル夫人は三重の錬金理論で施錠した扉にたどり着いた。昨日、パーティにかまけているあいだに泥棒が武器庫前まで入ったと用心棒が言っていた。あのタイルだけなら手当たり次第で触ってしまうこともあるかもしれないが、この鍵を『偶然』開けることなどありえない。

　その奥にはホールが広がっていて、床には魔法陣が描いてあった。

「とにかく、早く済ましてしまわなくちゃ。誰が嗅ぎ回ってるか知れやしない」

　忌々しげにマートル夫人が呟いて車椅子をとめ、その中央に少女の身体を横たえる。

　壁には何本ものナイフや鋸のこぎり、棍こん棒ぼう、鉾ほこなどがずらりと並んでいた。そのうちの一本、鋭えい利りな肉切り包丁を取ってマートル夫人は戻ってくる。

「……我がお仕え申し上げます偉大なる闇の蛇侯爵。お望みの『美しい娘』の命を捧げます。どうか我が望みを叶えてくださいませ」

　マートル夫人は跪ひざまずき、数分に及ぶ長い呪じゆ詛その言葉をそらんじた。それから立ち上がり、肉切り包丁を高く掲かかげてベルを見下ろす。

　ベルはぴくりとも動かない。

　うっすらと微笑みを浮かべ、女社長は肉切り包丁を振り下ろした。







「ちょうど零時、か……悪魔がいちばん喜ぶ時間のはずだけど、狼煙は上がらないな。今夜はなにも起こらないのかな？」

　向かいの街路樹では、ジェシーが大きく欠伸をした。

　それにしても、決着がつくまで毎日徹夜というのもきついものだ。自分はそのぶん昼間眠ればいいが、昼夜を問わず緊張を強しいられるベルの身が心配である。

　できればベルに危険が及ぶことなく、過去の凶行の証拠が見つかるといちばんいいのだけれど。







　ヒュン、と風をきって振り下ろされた肉切り包丁は、細い少女のなだらかな胸元にそのまま吸い込まれ、血ち飛沫しぶきをあげるはずだった。

「……え……？」

　期待した朱の色が視界を染め上げることはなかった。かわりに白い布片が散った。ベルの着ていたブラウスだった。

　空振りした反動に手を押さえながら、マートル夫人は目を瞬いた。睡眠薬入りの食事を口にして、ぐっすり眠っていたはずの少女が、寸前で転がって刃を避けたのだ。膝をつく格好で上体を起こし、荒あらい息を整えようとしている少女の胸元は、包丁の先がひっかかったために破れ、大きくはだけている。

　その肌を見たマートル夫人は息を吞のんだ。

「ばかな──そんなばかな──男ですって？　この顔、この華きや奢しやさで!?　私より──この、数あま多たの犠ぎ牲せいのうえにつくりあげた私よりずっと……！」

「それ、自白って受け止めてもいい？　つまり悪魔に少女たちを捧げて、若さを取り戻してた、って？」

　ベルが周囲の床に目を配りながら尋ねる。確かにレイが言ったとおりの魔法陣が床に描いてある。一面に花か崗こう岩がんが張られた上に、黄金のペリットを意い匠しようの形に打ち込んである。黄金は永遠の象徴でもあり、すぐに消えてしまう岩塩で描くものよりずっと耐久度も高い。

「なんだいおまえは。警察か、教会の関係者か!?」

　よほど腹が立ったのか、マートル夫人はいままでとはがらりと変わった荒っぽい口調で舌打ちし、

「そうはいくもんか──私はもっと美しくなるんだ。我が侯爵の力を借りて……もっともっと、知恵を身につけてっ……！　おまえなんかに、邪じや魔まさせるもんかッ！」

　吠え散らし、めちゃめちゃに肉切り包丁を振り回す。

「う、うわ、ちょっとっ……」

　ベルが避けようとし、その弾みでポケットから幾いくつかの丸薬が転がり落ちた。

　ぱぱぱぱぱん、と激しい音がして、目を灼やく閃光にあたりが包まれる。それに隠れて、ただでさえ特殊な術越しでなければ透明にしか見えない赤い狼煙が、排気口を一気に駆け上ったことに、マートル夫人はもちろん気づかなかった。

「くッ……」

　閃光弾のショックからむりやり意識を引き戻し、マートル夫人は鉤かぎ爪つめのような指でベルの胸元を摑んだ。

（催眠香が、効かない……!?）

　ベルが息を吞む。

　小出しに使うはずの、多めの香玉が一気に弾けたのだ。この館に住む人間をすべて一瞬で昏こん倒とうさせるくらいの力がある。ましてこの至近距離なら、三日三晩、人じん事じ不ふ省しように陥っても不思議はない。自分は事前に毒消しを服のんでいたから平気だけれど、不意を喰らったはずのマートル夫人が、全く平気ということは、あまりに人間離れしている。

　驚きよう愕がくしているベルに詰め寄り、マートル夫人は歯嚙みした。

「このクソ小僧、舐めやがって。ふざけるのも大たい概がいにおし。どっかに黒幕がいるんだろう。吐きな、ただじゃおかないよ」







　人間の緊張感には、限度があるという。

　街路樹の上で、半ばうつらうつらしかけていたジェシーは、ぽぽぽん、と何かが遠くで弾ける音を聞いて慌ててマートル商会を振り返った。

　指でつくった窓越しに、夜空に赤い靄もやを吹く煙突が見える。

　ジェシーは街路樹から飛び降りた。そのまま、目星をつけておいた錬金糸の場所へ駆けていく。細すぎる糸に皮ひ膚ふを切らないよう、手袋を塡はめて取り付き、それを手がかりにひょいひょいと壁をよじ登る。三階の窓はろくに開かない構造だったが、ガラス切りは常備している。

　素早くガラスを切って中に入る。部屋のなかはからっぽだった。争った形跡はない。場所はやはり例の地下通路の先だろう。

　ジェシーは部屋を出、階段を下り、地下のアイロン室へと向かった。途中、家人や使用人には一切出会わなかった。催眠香が充満しているせいだろう。ジェシーはすぐにそれに気づいて、ハンカチで口を覆おおった。

　タイルの仕掛けは記憶の通りで、地下通路はすぐに開いた。手はず通り、分岐のたびにベルが目印を置いていってくれたから迷うことはない。やがて行き止まりになってしまったが、武器庫同様これも隠し扉に違いない、とジェシーは考えた。

「水銀の魂こん魄ぱく方程式、硫い黄おうの生命立方根、塩の中和数列──基本中の基本だわ」

　一見なんの変へん哲てつもない土壁に潜む石粒のなかに、錬金術師だけにわかる規則性を見いだして、必要な解を導き出す。

　ばん、と音をたてて壁が開いた。

「はあん──あんたがこいつの親玉かい？」

　気配に気づいて振り返り、女社長がせせら笑った。

「ベル──！」

　ジェシーが息を吞む。

　マートル夫人は部屋の中央に立ち、その左手でベルの胸ぐらを摑み、右手には肉切り包丁を構えている。

「ベルに乱暴しないで」

　ジェシーはわななきながら言った。

「へえ……捨て駒かと思ったら、そうでもないのかい。ばっかだねえ……いいとも、離してやってもいいよ。あんたが身代わりになるならねえ？」

　マートル夫人がベルの喉元に肉切り包丁を突きつけながら言う。

　ジェシーはごくりと唾つばを吞み込んだ。完璧にベルを人質に取られた状況だ。これではジェシーの体たい術じゆつなど意味をなさない。

「おまえ、このあいだあたしのパーティに来てた娘だね？　こんなふざけた真似をしてくれるんだ。予想はついてるんだろう？　そうとも、あたしには美しい娘が要るんだよ。あとひとりだ……あとたったひとりの生贄で、あたしの夢が叶うんだ」

　舌なめずりしながら、熱に浮かされたようにマートル夫人が言った。

（あとひとり）

　ジェシーの脳のう裡りにずきんとした痛みが走る。

　いやな響きだ。あとひとり、そう言いながらジェシーたちの祖先は倒れた。

「おまえは多少地味だけど、まあ、素材は悪くない。磨けば美しくなるよ、死に化粧は得意だからね──さあ、そこへ行きな。こいつを殺されたくないならねえ？」

　しゅうしゅうと蛇のように息を吐きながら、マートル夫人は顎あごをしゃくってジェシーを魔法陣中央へとうながす。

　その手の肉切り包丁は、ベルの喉にぴたりと当てられて、離れる隙はない。

「……ベルを傷つけさせるわけにはいかないわ」

　ジェシーは苦渋の表情で呟いた。

　ラヴァルの息子たちを護るのが、ラヴァルの娘たちの使命だった。
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　制服を着替えてレイが居間へ降りてきたとき、そこにはリサとアニーしかいなかった。

「あれ、ジェシーは？」

「ええ……ちょっと近所にお使いがあって。さきに食事とか済ませておいて、って」

　リサの説明に、レイは不思議そうにしながらも「ふうん？」と納なつ得とくした。

「ねえ、はやくセブンアップやろうよ！　これはねー、ゲームの度たびに点数がどんどん加算されていくの」

　アニーがレイの腕を引っ張り、

「あ、俺そーゆーの得意かも」

　レイも朗ほがらかに笑った。その様子に安心して、リサが肉にく団だん子ごスープの支し度たくを始める。

　ゲームは、最初の二回はアニーが勝った。三回目にレイが僅きん差さで勝った。四回目からは得点差が開くばかりだ。こういう時、レイはまったく手加減をしない。年上のくせに大人げないというより、楽しくて仕方がないようだ。歴然の差とはいえ、あからさまに手加減されてはアニーも面白くない。

「だから今までの捨て札を見れば、残る山札はこのへんって分かるだろ」

「どーして？　確率的にはこっちの可能性だってあるんじゃないの？」

「だって標準偏差を考えたら、確率は変わってくるじゃん？」

　当然という表情で説明するレイと、真剣に聞きながらも髪をぐじゃぐじゃ搔かいているアニーの様子はなんとも微笑ほほえましい。

　だが、十二回目でとつぜんレイが負けた。得点差以前の、出し札ミスだ。その時はアニーが指摘して出し直しを認めてやった。レイは初心者だし、引っ込めたとはいえ手札を晒さらしたのは充分にペナルティでもあったから。

　その後、結局レイは三連敗し、得意になったアニーが十五回目のカードを配ろうとしたとき、ふいにその手を止めて立ち上がった。

「ねえ、ジェシーはどこへ行ったの？」

「だからお使いよ、村のなかに具合の悪いおばあさんがいて、その話し相手に」

「それは素晴らしい善ぜん行こうだ。でもだったらどうして、俺はこんなに落ち着かないんだ？　そしてもうひとつ──本当に具合が悪いんだったら、どうしてベルは部屋で寝ていないんだ？」

　まっすぐに尋ねられて、リサは言葉を失った。

「ごめん……。ベルの様子が気になって……」

　着替えるために二階へ上がったレイは、ベルが心配だったのだろう。ちょっとだけ様子を見るつもりで部屋を覗のぞき、寝台が空っぽなのを見つけたのだ。

「あんまり口出ししちゃいけないんだろうな、って思ったんだけど……俺がどんなに家族になりたくても、それは俺だけ……なんだろうし。奉仕罰でいさせてもらってるだけなんだからさ……だけど、とにかくなんだか胸騒ぎがして、カードをしていても落ち着かない」

　躊躇ためらいがちにレイが言う。この少年にも、遠えん慮りよという概念はあったのか、とリサは妙な感心をした。

「……そうね。噓うそをついたのは、謝るわ。私たちも、あなたのことが好きだけど……でもやっぱり、言えることと言えないことはあるのよ。ごめんなさい」

　リサは素直にそう言った。誤ご魔ま化かすのは彼の気持ちに対して不誠実な気がしたからだ。レイは傷ついたというより落らく胆たんの表情で「そうだね」と呟つぶやき、すぐ顔を上げた。

「俺が今夜、しなくちゃいけない仕事はありますか、ラヴァルさん？」

「いいえ。……水も薪まきもたっぷりあるわ。そうね、夕食ができたから、運ぶのを手伝ってもらえる？」

「わかりました。お嬢さんおふたりの分を──俺のは、いいです。ジェシーを探しに行きたいので」

　リサは苦笑した。

「ねえ。何か勘違いをしていると思うんだけど……どうして、そんなに気にするの？　出掛けるのを止めはしないわ、あなたは囚人じゃないもの……でも日暮れ後に、ご近所中をノックして回るようなことはしないでね。評判が落ちると、村で暮らしにくくなるから」

　ゆったりと笑顔で諭さとされて、レイはうつむく。

「そんなことは、しません。ご迷惑をおかけするようなことは。でも……いてもたってもいられない。昨日ジェシーは、そんな状態を『主しゆのお導みちびき』だと言ってました。だからこれも、主のお導きなんだと思います」

　言いながら皿を並べ終えると、レイはぺこりと頭を下げて家を出ていく。

「──ああ他人行儀にされちゃうと、それはそれで寂さびしいなー」

　アニーがスプーンで肉団子をすくいながら言う。それはレイの下宿代のおかげで食べられるご馳ち走そうだけれど、それだけがあっても腹は満たされなかった。

「間ま抜ぬけなようで、変なところが敏感だから困るわよねえ……まあ、だからといっていきなりマートル商会にたどり着いたりはしないでしょうけど……」

　街道をうろうろして、頭が冷えたら戻ってくるでしょう、とリサもテーブルに着いた。

「……ベル、大丈夫かな」

「大丈夫よ……ジェシーがついてるし」

　平静を装よそおいながらも、ふたりの食はなかなか進まなかった。

　ふだんの《奇跡》泥棒でも、下準備や攪かく乱らん担当の自分にできることはないのだけれど。

「……ただ待つって、重労働ね」

　リサは深く溜息をついた。







「姉様っ！　姉様、ダメ、こんな奴の言うこと──」

　もがくベルのこめかみを、マートル夫人は肉切り包丁の柄で思い切り殴りつけた。

「やめて！　ベルを傷つけないで!!」

　ジェシーが叫ぶ。マートル夫人は鼻先で笑って、ベルを摑つかむ手を高くした。声を出せず苦痛に顔をゆがめるベルの姿は、可か憐れんなだけに痛々しい。

「まだ殺しちゃいないんだ、感謝してほしいくらいだよ──さあ、召しよう喚かん陣の中央に寝そべりな。いつもは意識を奪って怖くないようにしてやるんだけど、あんたたちは業ごう腹はらだからね。できる限り、痛いように、怖いように心臓を抉えぐり出してやろう。さぞ我が侯こう爵しやくはお喜びだろうねえ」

　そう言う禍まが々まがしいほど愉ゆ悦えつの表情を浮かべるマートル夫人は、まさしく悪魔のようだった。

「私を殺せばいいわ。でもその前にこれを……その子に、飲ませてあげて」

　ジェシーはポケットから小こ瓶びんを取り出した。そのなかには、金色の粒がひとつ、転がっている。

「……なんだい、それは」

「《命光薬エリクシア》。……その子の持病に必要な薬よ。私の命はいいから、お願い」

　ジェシーの言葉に、マートル夫人が目を見開く。

「エ──《命光薬》、だって？　《賢者の石》に次ぐ最高位の秘薬群じゃないか。おまえが変へん成せいしたのか？　おまえは本当の、錬れん金きん術じゆつ師しだっていうのかい？」

「え、ええ」

「じゃあ、《天妙薬サクラタマイナス》も変成できるのかい？」

　マートル夫人の目がきらりと光る。《天妙薬》の名は、ジェシーも聞いたことがあった。だが、変成法レシピは知らない。《天妙薬》もまた《命光薬》に並ぶ秘薬とされ、それらは別々の伝承になっている。

　ただひとつわかるのは、最高位の秘薬にはすべて、《天使の涙》が用いられるということだ。

「《天妙薬》？　あなたの目的は、《天妙薬》なの？　レイから『祝しゆく福ふくの十じゆう字じ架か』を騙だまし取ったのも、そのため？」

「そうだよ、それさえあれば私は永遠の若さを保てるんだ……蛇へび侯こう爵しやく様がそうおっしゃった。そのために、必要な鉱石も薬草も全部最高級のものを集めたし、道具だって特注品を作らせた。大変なお金がかかったけれど、目的のためなら安いものさ。だけど《天使の涙》だけはどこにも売ってない」

「私は、《天妙薬》の変成法は知らないけれど、《奇跡》から《天使の涙》を抽出することはできるわ」

「ほんとうかい!?」

　マートル社長は雄お叫たけびをあげると、胸元からビロードの包みを取り出して床に置いた。はらりと包みほどけると、そのなかから長さ十五センチほどの十字架が現れる。それを見た瞬間、

「なんて大きな……《天使の涙》っ……！」

　思わずジェシーは息を吞のんだ。大たい概がいの《奇跡》からは、粒状の《天使の涙》が幾いくつか見つけられるだけなのに、その『祝福の十字架』には表面を半ば覆おおうほどの分量が見えた。あまりに量が多いので、ひとびとには剝はげちょろけた塗料に見えるだろう。

「採取するところを見せてもらおう。うまくいったら、こいつと引き換えにしてやる」

　女社長がベルを顎あごでしゃくる。

　ジェシーは黙って胸元から薄桃色に透すける半はん透とう明めいの棒を取り出した。

「それは何だい？」

「何って──岩塩ソルトの棒。二元論の基礎たる水銀と硫い黄おうを仲立ちする三元の頂点だけど……知らないの？」

「ふ、──もちろん知ってるわ、そのくらい！　……そう。そういう道具が要いるわけね」

　ジェシーは妙な気分になった。これはまるで「習った」人間の台詞せりふだ。「祈いのれ、読め、読み返せ、働け、そして自ら見いだせ」──それが錬金術の伝統であり、師から弟子へ教え伝えられる場合、その手順を踏み外すことはない。知識だけを「習う」ことがどれほど危険か、知の道程を越えてきた錬金術師はみんな知っているからだ。

　そんなことをする『師匠』がいるとすれば──それこそ、教えるだけ教え、術を使わせ、その果てに自滅するのを笑ってみているような存在──悪魔だけである。

「……あと、瓶が要るわ。なにか容いれ物が」

「壁の棚にフラスコがあるでしょう。使っていいわ」

　隙すきを見せまいと自分は動かず、マートル夫人が指さし図ずする。ジェシーは言われたフラスコを床に置き、がりがりと魔法陣を描いた。

「万ばん物ぶつのために輝け、始まりの炎。静かに、そして偉大なる業ごうにしたがいて途みちをたどれ。孔く雀じやくの誘いし白きアルベルド段階を上れ、さらなる変成に備え結けつ晶しよう化かせよプリマ・サル・サリス」

　ジェシーの言葉に従い、『祝福の十字架』を覆っていた塗料はきらきらとした光の粒になって宙に浮いた。漂ただよい、渦うずを巻き、しばらく回転したあとで、ひゅうっと音をたててフラスコに溜たまる。

　ジェシーは息を切らしながら術の成功を確認し、それから魔法陣を消そうと歩み出した瞬間、

「あぐっ！」

　いきなりマートル夫人の脚がうなり、ジェシーの腹を蹴けり飛ばした。身体からだが吹っ飛び、その手から岩塩の棒が転げ落ちる。

「姉様！」

　ベルが悲鳴をあげ、その頰ほおを女社長が殴りつけて黙らせた。

「なるほどね。そこまでの修行をちんたらやってるつもりも時間もないのよ、私は──必要なのは成果であって、賢者になりたいわけじゃないの」

　足先でフラスコを端の方の安全な場所へ寄せ、マートル夫人は改めてぐったりしているベルの首筋に肉切り包丁を当て直して、ジェシーに向き直った。

「今日、最後の生いけ贄にえを捧げて、錬金術の最終奥おう義ぎを教えていただくつもりだったけど──考えが変わったわ。知恵と技を持ったおまえのなかに、我が師に降臨していただくの。そうしてたっぷり《天妙薬サクラタマイナス》をつくっていただくわ。いい考えでしょう？」

「なんてことを──」

　さらりと言う女社長の言葉にジェシーは愕がく然ぜんとした。

　この女は、わかっていないのだ。悪魔に『降臨していただく』ということ──地上に顕けん現げんさせるということの意味を。そして我が身にそれが降りかかろうとしていることにゾッとした。いままで、ベルに封印された悪魔を半分、引き受けることができたらと願ってきたけれど、それは単に弟の負担を軽減させてやることが目的であって、邪悪な力を発揮する媒介になるつもりなど欠片かけらもなかった。

　思わずみじろぐジェシーに、

「動くな！」

　マートル夫人が吠える。ジェシーは自分が吹き飛ばされた場所が、正確に悪魔召喚陣の中央であることに気づいた。

「て、《天使の涙》とベルを交換してくれるって」

「言ったわねえ。悪いけど、約束を守るつもりなんて最初からなかったわ。生贄を捧げれば契約は必ず護まもってくれるだけ、悪魔って善人だと思わない？」

　ジェシーの非難に、女社長はにいっと笑う。

「う、うそ、つき──」

「ええ、そうよ、もちろん。人間って、そういうものでしょう？　愛してるって言いながらほかの女のところへ行くでしょう、きっと帰ってくると言いながらひとりで遠い土地の一部になるでしょう？」

　恍こう惚こつと言うマートル夫人の口からとろりと唾だ液えきが垂れ落ちて、ジェシーはおぞましさに背筋が凍った。

「──さて」

　ベルに肉切り包丁を押し当てたまま、マートル夫人はどん、とジェシーの腹を、まるで召喚陣に縫ぬいつけるかのように踏みつけた。

「ぐ」

　ジェシーが呻うめく。その運動能力で自然に鍛きたえられた腹筋でなければ、内臓が破裂してもおかしくない勢いだった。咄とつ嗟さに力を入れて耐えたものの、息が詰つまって動けない。無理に跳ね起きようとしたら、肉切り包丁が滑ってベルを傷つけてしまうだろう。

「さっき、いちど祈りを捧げてしまったからねえ。さぞかし、我が師は待ちかねておいでだろう──我がお仕え申し上げます偉大なる闇やみの蛇侯爵。お望みの『美しい娘』の命を捧げます。どうか我が望みを叶えてくださいませ！」

　高らかに哄こう笑しようして、女社長が肉切り包丁を振り下ろす。その先にはジェシーの心臓があった──そこへ、

「やめろ！」

　いきなり飛び込んで来た声が風のように、マートル夫人に体当たりを喰らわせた。

「レイ！」

　自由を取り戻して上半身を起こしつつ、ジェシーが闖ちん入にゆう者しやの名を叫ぶ。

　噓だと思った。こんなことがあるわけがない。レイがそこにいる。自分を危機から助けてくれる……。

　胸のなかに金色の風が吹き抜けるような歓喜を、ジェシーは抑えることができなかった。

　嬉うれしい。

　助けてくれたこと以上に、もう一度会えたことが嬉しい。こういう感情のことは、いったいなんと呼ぶのだっけ？

「ジェシー、これ、何がどうなってるんだ？」

　乱暴な真似をしておきながら事態を把握していないらしく、レイが尋ねる。

「それどころじゃないわ、ベルが！」

　叫ぶジェシーの視線に導かれてレイはいましがた自分が吹っ飛ばした相手を見た。マートル夫人は壁に激げき突とつし、ふらふらとしながらも、しっかり肉切り包丁とベルは摑んだままだ。衝しよう撃げきでベルは気絶しているようだった。

「なんだあの人、刃物なんか振り回して、危ないじゃないか。それになんで、ベルが捕まってるんだ？」

　レイが混乱に輪をかけたようにこめかみのあたりをコンコンと叩く。

「レイ、どうしてここに？」

「いや、ベルもジェシーもいないし、なんだか胸騒ぎがして。でもどこを探せばいいかわからなくて、だったら主に聞こうと思って教会に祈りに行ったんだ」

「──そしたら神のお告げでもあったの？」

　そんなバカな、と内心呟きながらジェシーは尋ねた。

「神のお告げ──うん、きっとそうなんだな！　ワート神父が〝徹てつ夜やの祈り〟の当番でいらして、『探している相手が最近いちばん行きたがっていた場所から探してはどうかね？』って言われたから『マートル商会のパーティです』って俺が答えて──」

　するとワート神父は親切にもマートル商会まで一緒に来てくれたらしい。しかも、閉鎖された入り口の代わりに、勝手口が開け放しになっているのを見つけてくれたのだという。

「勝手口が？」

　ジェシーは眉まゆを顰ひそめた。自分がこの建物に侵入した時、そんなところは開いていなかったはずだ。

「そう。不自然だろ？　だからこそこれも『主のお導き』だろう、ってワート神父が仰おつしやってさ、ああそうか、って。ジェシーも昨日、そんな感じだったんだろ？」

「え……えっと、そうだったかも……ごめんなさい、忘れちゃった。ええっと、それじゃワート神父もここにいるの？」

「まさか、すぐ〝徹夜の祈り〟に戻られたよ。そんで、とりあえず中に入って──なんか見覚えのある通路をたどってきたらここに来ちゃったんだ。で、何がどうなってるの？」

「ええと……」

　無む邪じや気きに首を傾かしげるレイに、どう説明したものかジェシーは頭が痛い。けれど、ゆっくり悩む時間もなかった。

「おのれ、おのれ、おのれ──どいつもこいつも！　邪じや魔まばかりを！」

　ふらふらしていたマートル夫人がゆらぁりと幽ゆう鬼きのように立ち上がり、肉切り包丁を振りかざしたからだ。

「け、警察を呼んだ方がよくないか？」

「あなたが行って。私はベルを助けなきゃ」

「それなら君が行け。ベルのことは俺が助ける」

「私はあの子の姉なのよ」

「俺だって家族だ！」

　レイが叫んだ。ジェシーがたじろぐ。その様子にレイが唇を嚙かんだ。

「……いや。君にとっては、俺は使用人でいい。だけどいいご主人ってのは、使用人のことも家族同様に思ってくれるもんじゃないか？」

　言い訳のように呟いて、レイはマートル夫人の方に向き直った。

「使用人だなんて……」

　ジェシーはごにょごにょと口ごもった。

（……こんな異常事態に直面しても、ひるまないで立ち向かってくれる）

　そう思うと、胸の奥が熱くなった。

　ひょっとしたら、このひとは、いつかラヴァルの宿命について話しても、受け入れてくれるかもしれない。一緒に負おってくれるかもしれない。家族になる、というのは、ラヴァルにとってはそういう意味を持っている──。

　そこまで考え、ジェシーはひっそりと首を振った。それはあまりに自分に都合のいい、願望にすぎなかった。なにより今は、ベルを救うことが最優先だ。

「俺があの包丁を引きつける。君はベルを助け出せ」

　レイが囁ささやいた。

「そんな、危ないわ」

「男だからね、多少の傷くらいは平気さ──行くぞ！」

　言うなりレイが雄叫びをあげて走り出した。

「ベルを離せ、おばさん！」

「おばさんですって──おばさんですって──おばさん、ですってぇえええ!!」

　安い挑発に乗って、マートル夫人はめちゃめちゃに肉切り包丁を振り回した。集中力が分散されて、ベルを摑む手が緩ゆるむ。それを見極めて、レイは横っ飛びに包丁を避けた。マートル夫人がそれを追いかけ、ベルの体がどさりと床に落ちる。

「ベル！」

　ジェシーがベルを抱き上げる。殴られ、さんざ振り回されて、すっかり血の気を失っているが、《命光薬エリクシア》を口に押し込むと、すぐに顔色は回復した。

「よし、逃げ──」

　ほっとして振り向こうとしたレイの鼻先を、肉切り包丁が掠かすめる。間一髪のところで避けたレイだったが、その衝撃で尻餅をついた。

「レイ！」

　ベルを抱きしめながらジェシーが叫ぶ。

「殺やってやる、まずはおまえ！　それからあいつと、生贄と！」

　マートル夫人が吼えた。肉切り包丁が振り下ろされる。ジェシーは咄嗟に手近にあったものを引っ摑み、

「ええいっ！」

　肉切り包丁めがけて投げつける。それはさきほど採取したばかりの、《天使の涙》が入ったフラスコだった。

「《天使の涙》が──私の《天妙薬サクラタマイナス》！」

　マートル夫人の目が逸それた。空中でそれを受け止めようともがいたために、肉切り包丁が手から離れる。まっすぐ自由落下するそれを、レイはぎりぎり横転して避けた。

　フラスコを追うマートル夫人の手が宙を泳ぎ、視界がおろそかになって、足下のレイにつまづいた。

「あ」

　つまづいたマートル夫人が倒れ──その真下には、それより先に落ちた肉切り包丁があり──床にぶつかって、ちょうど回転しながら跳ねあがったところで。

　ざく。

　という音は、フラスコが割れた音でかき消された。

「……あ……？」

　なにが起こったかわからない、という様子で目を瞬しばたたくマートル夫人の胸には、肉切り包丁が深々と刺さっている。

　その凄せい惨さんさに、ジェシーはたじろいだ。ぽた、ぽた、と鮮血が床に落ちる。その床には、複雑な円の模様が描かれ、女社長はその中心にいた。

「あ、あの──？」

　予想もしなかった惨さん劇げきにレイも戸と惑まどいながら、止血を試みようとしてか手を伸ばす。

「レイ、逃げて！」

　ジェシーは叫んだ。えっ、とレイが振り向いた瞬間、足下の模様が光を放つ。物質的質量を伴うような圧力に、レイは円陣の外へ弾き飛ばされた。

　ここは部屋の奥だ。背後には壁があり、唯一の出入口は、円陣の向こう側にある。

「……逃げられない」

　ベルを抱きしめながら、ジェシーが震ふるえる。

「え、何？　ごめん、これどうなってんのさ──？」

　駆け戻ってきたレイが尋ねたが、とても説明できなかった。

　あの光は、最後の生贄を受け取ったしるしだろう。

「ごめんなさい、レイ……最初に会った夜、あなたを連れ帰らなければよかった。そしたら、巻き込まなくて済んだのに」

　謝るのが精一杯だった。

　おおおおお、とマートル夫人が獣のように吼えている。髪は逆立ち、眼球は溶け落ちて、眼がん窩かの向こうには青白い炎が燃えている。開け放たれた口は顎がはずれたように落ち、歯が乱らん杭ぐいのようにとがって伸びた。腕にはびしびしと鱗うろこが広がり、爪つめが針のように伸びる。かたぁん、と肉切り包丁が床に落ち、開いたままの傷の内部で昆虫の脚のようなものがいくつも蠢うごめいてはカシカシと音を立てた。

「まるで悪魔だ」

　レイが額ひたいの汗を拭ぬぐいながら呟く。

「ええ、そうよ」

　ジェシーは頷いた。

　マートル夫人の願いは、聞き届けられてしまったのだ。

　悪魔オリアクスが、現れる。







「地上よ。──私はやってきた」

　マートル夫人であったもの、が笑って言った。世にも恐ろしい姿で。ふいにジェシーは、くらり、と頭がぐらつくのを感じた。

　ずっと見ていたい。そばにいるためなら、何でもしたい。目の前に立ちはだかる者がいれば、どんな手を使ってでも排除したい。

　そんな感情がふつふつと肚はらの裡うちから湧わいてくる。陶とう酔すいというよりは嘔おう吐と感に似た不快さだ。だからこそ、快楽よりも逃のがれがたい。

（だめ。気をしっかり持たなきゃ、悪魔に取り込まれてしまう）

　歯を食いしばって己おのれを取り戻そうとするジェシーの隣で、

「……あいつが悪魔だとすると……」

　呆ぼう然ぜんとレイが呟いた。

　ジェシーはびくりとする。悪魔の予備知識がある自分ですらこうなのに、レイに耐性があるとは思えない。

　ところがレイはくるっとジェシーを振り返ると、瞳をきらきらさせて、肩を揺すった。

「──それはつまり、主の存在が証明されたってことだよな！」

「ごめんなさい。そっちは会ったことないから知らない」

　ぶんぶんと手を振りつつ、ジェシーはレイの思考回路に感動を覚えた。あんまり感動したので、オリアクスの放つ魅惑の呪力が一瞬吹き飛んだ気さえした。

　何があっても、彼は悪魔の誘惑には籠ろう絡らくされそうにない。けして恵まれたとはいえない人生を送ってきて、辛いこともあったはずだ──そうでなければ、自分が手にしたことのない『家族』に憧あこがれを持つこともないだろうに。

　オリアクスはこちらをちらりと見て笑った。

「私を召喚した者は死んだか。では、おまえたちに私を使し役えきする権利はない」

「そんなもの」

「権利って？」

　必死で意志の力を振り絞り、否定しようとするジェシーの横でレイがきょとんと尋ねる。

「我が力を使役する者が、どんな富を得るか知りたいか？　──あらゆるものを、だ。男も、女も、富も、知恵も、すべてが降り注ぐ。その者を巡って諍いさかい、摑み合い、殺し合う。折り重なる屍しかばねと血塗られた財宝の上に置かれた玉座に座り、権力の果実を貪むさぼるがいい」

「うっわ、くだらねえ」

　呆あきれたようにレイが言うのを、

「挑発しないで！」

　ジェシーが慌あわててたしなめる。

　オリアクスは笑った。

「小僧。おまえの持っていたたった一冊の本を、からかい半分に破って水たまりに捨てたあの男も、おまえに捧げるために書店を襲おそって蔵書を献けん上じようしに来るぞ。おまえが差し出した食事の半分を、地面に払い落とした子供は、自分の腹の肉を腸詰めにして捧げるだろう」

「俺、いま学校に行けてるし、リサがつくってくれるメシは美う味まいよ」

　レイが答える。それはつまり、オリアクスの言った過去が真実であることの証だ。

「では、おまえの本当の親はどうだ。探し出して連れてきてやるぞ。おまえを捨てて悪かったと、抱きつき、泣いて詫わびるだろう──会いたくはないか？」

　さすがのレイも黙った。かすかに動揺しているのがわかる。

　たまらずジェシーがその手を摑む。

「あ、会いたくないわけないよね、家族だもの。いつか、一緒に探しに行こうよ。リサやアニーや、ベルと一緒に」

「ジェシー……」

　レイは呟き、ジェシーの手を握り直した。それから「ありがとう」とだけ言った。その目はもう、オリアクスの方を向いてはいなかった。

「──よかろう」

　言葉遊びに飽きたというように、オリアクスは顎を上げた。

「ただのたとえ話だ。おまえたちにその権利はないのだからな──代わりに、私の新たな契約者のために、貢みつぎ、捨てられ、滅ぼされる側になるがいい」

　フッと笑うと、オリアクスは天井へ向けてごうっと息を吐いた。すさまじい衝撃波が飛び出して、天井がまん丸い穴の形に吹っ飛んだ。

「きゃぁあっ」

　バラバラと砕けた天井が降ってきて、ジェシーは悲鳴をあげながらベルを庇かばうように覆い被さった。破片がジェシーの頰を掠め落ちて、小さいひっかき傷をつくる。──だが、それだけだった。梁はりや漆しつ喰くいも降ってはこない。

「……？」

　覚悟した事態が起こらないので、ジェシーはおそるおそる振り仰あおいだ。

「レイ……？」

　空色の瞳と視線が合う。

「ジェシー、大丈夫？」
















　レイが笑う。

「なに、言って……大丈夫じゃないのは、レイの方でしょ!?」

　ジェシーが叫んだ。ジェシーがベルを庇うように、レイもその身を挺ていしてジェシーを庇ってくれたのだ。だからジェシーにはほとんど破片は降ってこなかったのだけれど、──レイは？　笑顔を見せてはいるけれど、時折歪ゆがむ表情から、彼に大きな負担がかかっていることは明らかだった。

「このくらい、俺は平気。野郎の仕事は、女の子を護ることだよ」

　レイは平然と言ってのける。

　それはジェシーたちが「悪魔封印の補助として」奉仕に励むよりもずっと、純粋な心の発はつ露ろだった。

（この人って、なんて）

　ジェシーの胸が震える。

　まったくこの揺るぎなさでは、悪魔がつけ入る隙などない。

「さて、誰に権利をやろうか──」

　ぎちぎちと牙が擦こすれ合う笑い声を響かせながら、マートル夫人だったものの背中がみしみしと割れ、皮ひ膜まくのような翼つばさがめきめきと生えてくる。

「だ、だめ、こんなのが外へ出たらっ……」

　ジェシーは震えた。レイも頷く。だが、力ずくで止めることなどできるはずがない。

（貴様ら人間に、悪魔は倒せない）

　昨夜の言葉が脳のう裡りに甦よみがえる。

（悪魔を倒すのは、錬金術師では無理だ）

　あの時ジェシーは、呼び出す前に食い止めると宣言してみせたのだ。勝機はそれしかなかった──けれど。

「大口はどうした、ジル？」

　ジェシーの腕のなかで、不意に声がした。

　ぎくりとして見下ろすと、ベルが目を見開いてまっすぐこちらを見上げている。

「悪魔を呼び出させないのではなかったのか。この街が、この郡が、この州があいつに荒らされるのを、私に指をくわえて見ていろというのか」

　苛いら々いらとした口調はいつものベルのものではない。レイも振り向き、目を瞬く。

「ジェシー、ベルがなんか変だ」

「生贄を寄よ越こせ、取引だ！　私が奴を蹴け散ちらしてやる！」

　オリアクスの背中の皮膜はますます大きくなり、数を増やし、立派な四対の翼になる。

　その身体がふわりと浮いて、いまにも天上へ向かって飛び出そうとする体勢が調うのを見てベルが叫んだ。

「少年の命をひとつ、私に寄越せと言っているんだ！」

「そしたらベルに、あいつを止めることができるのか？」

　横からレイが口を挟んだ。

「レイ、何を言って──」

「そうだ」

　ベルがにやりと笑った。

「貴様でもいいぞ。ラヴァルの男児は単に封印の条件。復活の生贄は無む垢くな少年ならば誰でもいい。命を寄越せ、そうすればオリアクスを引き裂いてやる」

「へえ、そうなのか。わかった」

　レイは頷いた。それはこの状況にしては、ずいぶんと間抜けに聞こえた。

　あんまり間抜けだったので──マートル夫人の胸から落ちた肉切り包丁を拾い上げ、レイが自分の腹に叩きつけるのを止めるのに、ベルを抱いたままのジェシーではとても間に合わなかった。







（ば、か）

　最初に思い浮かんだのは、そんな言葉だった。

（この無茶苦茶な状況で、どうしてそんな簡単になんでも信じるの。オリアクスを倒すことができたとしても、封印の悪魔を甦らせちゃ意味がないのに！）

　これでは自分たちは──四百年間代々の一族は、なんのために努力を続けてきたというのか。

　そんな言葉が頭の中をぐるぐると回る。肉切り包丁を握にぎりしめ、腹を屈かがめたレイの身体がどさりと床に落ちた。その音と同時に、

「──取引成立だ」

　ベルが笑った。そのまま重力よりも浮力に従うように、ジェシーの腕からふわりと離れた。

「動くな、蛇侯爵オリアクス。ここは先に我が版図だ。勝手な真似をするというなら、我が八十の軍団が貴様を八〇〇万に引き裂くぞ」

「その声は──」

　オリアクスは振り返った。ぽっかりと開いた眼窩と耳まで裂けた口には、明らかに驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいの表情があった。それからむりやり不敵な笑みへとひきつらせていく。

「これはこれは、堕だ天てん王おうベリアル陛下。ずいぶんとお久しぶりではありませんか──さよう、人間の数え方では四百年になりますかな」

「瞬まばたきほどの微睡まどろみだよ」

「お戯たわむれを──」

　悪魔同士の会話をジェシーははらはらと見た。もはや出来事はジェシーに関与できる次元を飛び越えてしまった。ジェシーはただの錬金術師にすぎないのだ──《命光薬エリクシア》を変成するのさえ、四人がかりな程度の。

　ジェシーは床に倒れたままのレイに駆け寄った。腹からはまだ血がどくどくと流れている。そこには鼓動の影響は見られない。ただ重力に従い、落ちているだけだ。唇からも息は漏れていない。

　ジェシーは床を這はい回った。先日つくった《命光薬》は三粒、いままでベルが服のんだのは二粒──もう一粒持ってきていて、転がってないかと思ったのだ。けれども見つけることはできなかった。

　それからジェシーは『祝福の十字架』を振り向いた。すっかり塗料のはげ落ちたそれを、フラスコが割れた中央に置いて、《天使の涙》に浸る格かつ好こうにする。

　そうしてジェシーは指を組み合わせた。

　いままでそんなふうに祈ったことなど一度もない。村で暮らしていくために、日曜のミサに顔を出すことはあっても、聖書の文言を目から唇へ流しているだけで、脳を、心を、通過させたことなどない。

　そんな資格が自分にないことを知っている。

　悪魔と契約し、世界の滅びを手中に閉じこめた宿命の一族なのだから。けれど、いまは。

　──ああ、レイは《奇跡》を起こすために、なんと祈っていたと言っていた？

「主よ、主よ、どうぞ祝福をお恵みください。私にではなく、いつもあなたのことを思っていた敬けい虔けんなる少年の上に」

　どんなに必死に呟いても、ジェシーの胸は震えなかった。それはまるで、異国の言葉のようにしか響かなかった。

　頭上では、二体の悪魔が高らかに会話を交わしている。

「なんという愛らしいお姿でしょう、堕天王。ちかごろの四百年は、地獄の一万年よりもはるかに目まぐるしいですよ。私は何人もの崇すう拝はい者しやと契約を結び、幾つもの街を滅ぼし、何万という魂を手に入れてきた。そのたびに、私に魅了される引力は、累るい乗じよう的に強くなっている」

「魅了？　幻げん惑わく？　すべては虚きよ飾しよくだ。自慢にはなるまい」

「そうですとも。それが悪魔の本質ですからね」

「そうだ、そしておまえは悪魔でしかない。おまえは闇ではなく、ただの影だ。光よりも濃密な光、限界を超えて輝くもの──それが私だ、天を灼やく者だ。堕天は天から堕おとされたのではない、天をも堕とす力を持つのだ！」

　ベルが笑った。それだけで、オリアクスの翼が引きちぎれて飛んだ。実力の差は、あまりに圧倒的だった。あるいは、格かくの違いというべきか。

「その私が気に入っている人間の頰に、お前は傷をつけたな？　その罪、万死に値する」

　ぼごり、ぼごり、と音を立てて、オリアクスの表皮が沸ふつ騰とうした。オリアクスは両腕を顔の前で交こう錯ささせ、泡立つ表皮を押さえようと試みた。その指のあいだから、じゅうじゅうと赤い蒸気が立ち上り、あたりに血のにおいが充満する。

「貴様こそ──あんな、小僧ひとつの命で召喚されるなど、王の風上にもおけぬっ……」

　オリアクスはせめてもの侮ぶ蔑べつを試みた。

「それが手続きというものだからな」

　ベルは口の端を引き上げて、余裕の笑みでオリアクスを見下ろす。

「久々の自由だ、私は機嫌がいい。八つ裂きで許してやろう。どうせ地上では悪魔同士が滅ぼしあうことはできない。続きはあちらでゆっくりと」

　ベルの言葉とともに、すさまじい絶叫があたりにこだまし、オリアクスはねじれて引き裂かれ、弾け飛んだ──すべてが幻ではなかった証拠に、ぼろぼろに破れた女社長の赤いドレスが、はらはらと花びらのように降ってきた。







「……さて」

　惨劇のあとにしては静かすぎる空気のなかを、満足げに腰に手を当てたベルは、ジェシーを見据える。

「四百年間、ずいぶんと楽しませてもらった、ラヴァルの諸君。これから返礼をしなければならない」

　ゆっくりと歩み戻り、ベルが二本の指でジェシーの顎を摑んだ。

（こんなの、ベルじゃない。……ベルを返して）

　ジェシーは震えた。これから自分が、オリアクスと同じように引き裂かれるかもしれないことよりも、その方が悲しかった。

（こんなことになるなんて、あなたは知らなかったんでしょう、ばかだわレイ！　──命まで投げ出して……責を負うのは、一族だけでよかったのに。あなたが死ぬ必要なんて、これっぽっちもなかったのに──）

　なんの関係もない少年を、巻き込んだのは自分だ。

　謝りたくてもレイはもう死んだ。懺ざん悔げしたくても主に祈ったことなどなかった。

　──祈りを捧げられる相手がもしも、自分にいるのだとしたら。

「どうか彼の魂を地じ獄ごくに運び給たもうな。救ってくれ、我が乙女ラ・ピユセル──」

　ジェシーの喉のどから、思い浮かべたこともない呼び名がこぼれ落ちたその瞬間。

　ぽっ、と《天使の涙》に螢ほたるのような明かりが灯った。それは湖面に流れた油を走る炎のようにざあっと広がって、『祝福の十字架』を包み込んだ。弾かれるように、ベルがジェシーから一歩離れる。輝きはまるで火柱のように、天井を貫く空洞に屹きつ立りつした。そしてその光のなかに、ひとりの少女の幻が立った。

　鉄色の甲かつ冑ちゆうに身を包み、兜かぶとから長い髪を垂らした少女。

『ええ、もちろん。私の遠縁の魂ですもの。ちゃんと捕まえておいたわ』

　少女は笑った。ジェシーは目を瞬しばたたいた。何が起きているのかわからない。

「え、あの──あなたは、誰ですか」

『あなたの胸の奥が知っている。そしてあなた自身は、知らなくてもいいことだわ』

　微笑まれて、ジェシーは自分の胸に手をあてた。幻の少女も、そっとその上に手を当てる。

『私が死んだ後、あなたがどうなってしまうのか、心配していたわ、ラヴァル。可か哀わい想そうに、罪悪感だけを地上に残してしまったのね……でも、よかった。それがいつか、煉れん獄ごくのあなたを引き上げる鎖になってくれると思うから』

　それから少女は、倒れているレイの肩にも触れた。

『あなたのそばにいられるのもこれが最後。こんな大きな《奇跡》を起こしたら、《天使の涙》を使い果たしてしまうから。でもそれでいいのね。あなたがきっとあのひとを救ってくれるのが見えるから。私の願いは叶えられたわ──休暇は終わり。行かなくちゃ』

　行くって、どこへ──。

　そう尋ねようとした時、ジェシーはレイが呻き声をたてるのを聞いた。

　幻のことなど、もうどうでも良かった。

「レイ!?　レイ!!」

　ジェシーがレイの肩を揺する。レイの手から、肉切り包丁がかたんと落ちた。それが突き立てられていたはずの腹部には、衣服の裂け目と血けつ痕こんはあるのに、傷ひとつない皮ひ膚ふが覗いていた。

「摂せつ理りを無視しているぞ、《奇跡》ども」

　ベルが呟いた。妙に晴れやかな声だった。レイを抱き起こしながら振り返ると、やっぱりベルは笑っていた。

「契約を護るだけ、悪魔の方がよほどマシな存在ではないかね？　──身体が治ってしまったならば、命も返さねばなるまい──生贄はまだ、百六十八人のままか」

　ふいに膝ひざから砕けるように、がくんと倒れるベルを、ジェシーはレイに添えていた右手を伸ばしてなんとか受け止めた。

「──取引したくば、いつでも呼ぶがいい」

　その言葉を最後に、ベルは寝息を立て始めた。

「絶対、二度と、お断りよ！」

　夢の深しん淵えんへ沈み込んでしまった相手に、ジェシーは小さく言い返した。

　けれど、オリアクスを蹴散らした後、ジェシーの自分でも思いがけない願いが《奇跡》を起こすまで、悪魔は邪魔するどころかずいぶん猶ゆう予よをくれた気がする。まるでこうなるのをわかっていたかのように──。

　そんな気がしてから、ジェシーは首を振って否定した。

　そんな訳がない。そんなことをする理由がない。あれはただ、悪魔の尊大さによる傲ごう慢まんと油断というやつだったのだ。そうとしか、思えない……。

　それにしても。

「……わたしひとりで、どうやってふたりを運ぼう……」

　ジェシーは呆然と呟いた。深夜のあいだは、近隣の人々も息を詰めてくれているだろう。ガス灯とうはすべて消えているし、闇は深く、オイルランプで災さい厄やくに近づくのはただおそろしいものだから。

　けれど、もうすぐ朝が来たら──催眠香の効き目が切れた上階の従業員たちも起き出し、天井に穴の開いた館に騒ぎだすだろう。

「それまでに、なんとか、しなきゃ……」

　呟きながらも、まったく意識を失っている少年二人の重量は思う以上だ。

　どうしよう、と思ったとき、

「うわぁ、なんだか派手なことになってるわねえ……！」

「ああん、見み損そこねたー。だから、あたしたちじゃ役に立たないしとか言ってないで、もっとさっさと来てればよかったのよ！」

　背後から聞き慣れた少女の声がふたつ。

「リサ！　アニー！」

「ジェシー、話はあとよ。すぐ近くに馬車を止めてあるから。人々が遠巻きに、様子を窺うかがい始めてるわ。さっさと撤収するわよ！」







　三人の少女が、ふたりの少年をなんとか運び出そうとしている、反対の方角で。

　宵よい闇やみのなかのさらに月影を伝うようにして、正体もないような息い吹ぶきがよろよろと這っていた。

「あと少し──あと少しだったのに。あと一晩で、この街の何千の生命、この郡の何万の魂たましいを得られるところだったのに──迎え撃ってやるぞ堕天王。魔界で、地獄の底で、復活し存分に牙を研といでおくぞ。昔の爵位が永遠でいられると思うなよ……！」

　ぜえぜえと呪じゆ詛そをしたたらせながら、小さな闇の塊かたまりが這っていくその先に、こつんと靴音が響いた。

「驚いた。ずいぶん派手にやられたもんですね──これはなんというか、思ったよりも美お味いしい事態になったなあ」

　人間の声がした。それを聞いて、闇の塊がさかんに舌なめずりする音をたてる。

「この状態の私が見えるのか。さてはなにがしか、知識を得た者のようだな。ちょうどいい、契約させてやっても良いぞ。貴様を潜む塒ねぐらにさせろ。かわりに富と権力を貴様にやる」

「あっはは、いやだなあ──そういうつもりでここに来たんじゃないんですよ、私は」

　相手が笑った。闇の塊は怪け訝げんそうに牙を鳴らした。

「では何が目的だ──貴様は、何だ？」

「悪魔祓師エクソシストです。人間に悪魔を倒すことはできませんが、充分に傷ついてくれていさえすれば、滅ぼすことはできるんですよ？」

　その言葉が終わる前に、十字の形をした銀の光が逬ほとばしった。闇の塊は何かを言おうとした。けれどその暇はなかった。最後の息を吐き終わる時間さえ与えず、光は闇の塊を、完全に消し去った。

「ああ──当教会では、悪魔祓師は異い端たんですので。内緒にしておいてくださいね？」

　それだけ言いおいて踵きびすを返すと、そのまま足音は夜のなかへ遠ざかっていった。
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　レイが目をさました時、視界に映ったのはラヴァル家の見慣れた天井だった。

「あ。覚めたんだ、目が」

　すぐ横で声が聞こえたので振り向くと、ベルが傍かたわらでレース編みをしているところだった。

「看病とか、してないから、僕は。姉様がそばについていたいって言うから、その代わり」

　淡々と言われて、それは確かに問題があるとレイも思った。

「ああ──ありがとう」

「呼んでくる、姉様を」

　感謝の言葉を聞きもしないで、ベルは出て行った。それを見送って、はたと考える。

　眠りに落ちる前、自分はどこで何をしていたんだろう？　確か──ベルとジェシーを探しに出掛けたのだ。けれどいまこうしてベルはそばにいたし、ジェシーも部屋の外にいるという。

　さらに考える。確かそれでマートル商会へ行ったのだ。そしたらなんだか、わけのわからない事態が起きていて、わからないまま危険に晒さらされているらしいベルとジェシーを救おうと奮闘しているうちに、なぜか悪魔がやってきて、自分は腹を割かッ捌さばいたのだ──などと、思いだそうとすればするほど、どんどんわからなくなってくる。

「レイ、あの……大丈夫？」

　ドアが開いてジェシーが顔を覗のぞかせた。その背後に、アニーとリサの姿も見える。レイはほっと笑った。

「うん、大丈夫。っていうか──何が？」

　改めて尋ね返す。記憶の割かつ腹ぷく、心配そうな姉妹たちの表情、けれど掛け布のしたでそっとまさぐってみても自分の身体からだには傷ひとつついていない。

「あ、あのね、これ」

　部屋に入ってきながら、ジェシーはごそごそと背中に隠し持ってきたビロードの包みを差し出した。受け取り、中を広げてみて、

「あ──『祝しゆく福ふくの十じゆう字じ架か』！　どうしたの、これ!?」

　出てきたものを見て、感嘆の声をあげる。

　それはレイが旅の途中で騙だまされて失なくしたものだった。故郷の孤こ児じ院いんから、神学校へのお土産にと渡された品で、失くしたおかげでラヴァル家への奉仕罰を命じられたのだった。

「あの、実は……マートル社長に頼まれて……なんでもマートルさんのところに、天のお告げがあったんですって。あなたの信しん仰こう心しんを確かめたい、そのための芝居を打つように、って。それで私たちがパーティに行った時、協力してもらえないか、って言われて」

「お芝居？」

「ええそう、あなたが主しゆの申し子のように、他者のために命を投げ出せるかどうか。だからあの肉切り包丁も、ホントはバネ仕掛けで引っ込む仕組だったのよ。なのにあなたがショックで気を失っちゃったものだから、みんなすごく心配したの。騙してごめんなさい」

　ジェシーが半泣きになりながら謝る。ポン、とレイは手を打って頷うなずいた。

「ああ、なるほど。うん、それなら納なつ得とくがいくよ」

「いっちゃうの!?」

　アニーがなぜか呆あきれた顔で叫び、リサが笑顔のままその上に拳こぶしを落とした。

「というわけで、これは返します。くれぐれもごめんなさい、ってマートルさんが言ってました……ホントは自分で謝るべきだけど、このまま天のお告げに従って巡礼の旅に出るからって」

「へえ、そうなんだー。すごいな、お告げかあ。選ばれた人間なんだなあ」

　それではいつか、あの女社長も聖者の列に並ぶのだろうか。お芝居と知らずに彼女を罵ば倒とうした自分を、天が許してくださるといいけれど。

　それからレイは手のなかの『祝福の十字架』に視線を落とした。それは以前見た時よりも、なんだか色褪あせて見えた。時間と絆ばん創そう膏こうが解決してくれる《奇跡》よりも、もっと温かい祝福をここで受け取っていたからかもしれない。ここにいる理由は、これを失くした罰だった。なんと優しくて嬉うれしい罰だったのだろう。しかし、それも終わるのだ。

「ありがとう。……これが戻ってきた以上は、俺、寄き宿しゆく舎しやに戻らなくちゃな……」

　寂さびしいけれど、仕方がない。おそらくはいろいろと迷惑もかけているだろうし。

「……ジェシー」

　レイが呟つぶやいた。

「え、なあに？」

「俺がいた間、ちょっとは君の手のマメは柔やわらかくなった？」

「あ──うん」

「そう。よかった」

　ならば自分がここにいたことにも、すこしくらいは意味があっただろうか。

「アニー、あとでブラックジャックとポーカーの必勝法を教えてあげる。リサには──お礼しか言えないな。美お味いしい料理と寝床をありがとう。ベルは……俺が出て行ったら、ほっとするのかもしれないけど……」

「決めないでほしいな、勝手に」

　ぼそりとした声は、部屋の外から聞こえた。姿は見えなかったけれど、それで充分だった。

「みんな、ほんとにありがとう」

　レイはそう言って、深く深く頭を下げた──なにかを隠すように。







　翌日、レイはいつもより早めに家を出ていった。授業の前にワート神父のところへ行って、『祝福の十字架』を届け、入寮の手続きをしなくてはならない、というのがその理由だった。

（ゆっくり、挨あい拶さつをする暇もなかったな……）

　ジェシーはぼんやりと思う。でも、それでよかったのかもしれない。行かないでほしい、なんて秘密を抱えるラヴァルの末まつ裔えいとして、言えるはずがないのだから。

「しまった、うっかりスープ五人分つくっちゃった……」

　夕方、キッチンからはリサのぼやきが聞こえてくる。なんでも今夜のメニューはカブの軸じくの炒いため物だそうだ。さっそくメニューが以前の路線に戻っているあたりがリサらしい。それと同時に、あのリサが一人分多く間違えるなんて、とてもとても珍しいことだ、とジェシーは思った。

　アニーはカードゲームの相手がいなくなって寂しそうだ。学校で友達から当番代行を何度か請け負って、やれ五セントだ十セントだと少額を稼ぎ、新しいカードを買ったばかりだった。

　ベルは──ジェシーにはよくわからない。彼は黙って、今日も刺し繡しゆうに精を出している。

　そしてジェシーはといえば、

「……なんだか、この家ががらんとして感じるね」

　前後の脈絡もなく呟いてしまう。けれど姉妹の誰も、何を突然、とは言わなかった。

　〝誰か〟が足りない、家がそう言っている気がする。この家で暮らすべき人間が、もうひとり──

　不意に、コンコンと玄関でノックの音がした。

「はぁい」

　リサが返事をして玄関へ向かう。いつもならば長ちよう姉しに任せきりの弟てい妹まいたちも、なんとなくぞろぞろとついて行く。

　がちゃりと扉を開けると、その向こうに立っていたのは、レイとワート神父だった。

「こんにちは、ラヴァルのお嬢さんがた。じつはお願いがあって来たのですが」

　反射的に扉を閉めようとして、リサはギリギリの理性でその衝しよう動どうに耐えた。

「実はこちらのティートリー君なんですが、彼は子供のころからラバンジンで教会暮らしをしておりまして……そろそろ反対に、世俗を知るのも必要なんじゃないかと思うのです、私の独断ですけれども。主は世俗で生きるために人間を拵こしらえたのですし」

「それは殊勝な考え方ですこと……私はてっきり、神父のみなさまというのは──」

「それってつまり、レイはこれからもうちで暮らせるってこと!?」

　リサの言葉を遮さえぎって、アニーが飛び出す。

「ええ、できればその〝世俗の一般家庭〟の提供を、ラヴァル家のみなさんにお願いできないかと思いまして」

「規則なんでしょう、神学生の入寮は。プチグレンに実家がある生徒でもそうだって聞いたけど」

　ベルが尋ねる。ワート神父は首の後ろに手を当てて、

「まあ、そうなんですけど……お土産の十字架を、今日確かに受け取りはしましたが、まあそれは他の司祭たちに内緒にしておけばいいかなって」

　あっはは、と笑い飛ばされて「そんないい加減な」とベルは絶句していたが、不正だなんだと追求したりはしなかった。

「どうでしょう、引き受けていただけませんか？」

「うちは構いませんけど、そうねえ、生活費はいただけるのかしら？」

　わざとつんと澄ましてリサが尋ね、ワート神父はにっこりと請け合った。

「やったあ、嬉しい！　今度こそ、天才アニス様がこてんぱんに負かしてあげるんだから！」

　アニーが歓喜してレイに抱きつく。

「もう奉仕罰じゃないってことだよね、その理屈なら。これからも水みず汲くみとかはしてくれるのかな、姉様の代わりに」

「もちろん。奉仕じゃなくても、家族っていうのは家庭内で仕事を分担するものなんだろ？」

　ベルの確認にレイは頷き、「ならいいんじゃない」とそっけない承認を受ける。

　和わ気き藹あい々あいとした様子にワート神父も「では、よろしく」とレイを置いてプチグレンへと帰って行った。

　みんなのそんな様子を、ジェシーはぼーっと眺めていた。

（レイが、帰ってきた）

　ゆっくり時間をかけて、やっとそんな実感が湧わいてくる。

（これからも、レイがここにいてくれる）

　リサは五人分の料理が無駄にならなかったことを喜び、アニーは今こ宵よいのカードの予約を取り付けている。ベルでさえ、そういえば塀へいのあそこが壊れていて、などと相談を持ちかけている。

　それらに笑顔で答えながら、レイが笑顔で振り返った。
















「ジェシー、君の仕事を取っちゃうけど、構わないかな？」

　とつぜん話しかけられて、ジェシーの心臓がドキンと高鳴った。

「えっえっ、あの──うん。わ、私ももっと、家事とか勉強した方がよさそうだし」

「そう？　よかった」

　レイがジェシーの手をとって確認する。ジェシーももう、以前ほど固まってしまったりはしない。その優しい感触を、そっと胸に刻み込む。

「これからも俺、ここにいられることになったから……そのあいだに、ジェシーの手をお姫様みたいにしてあげられたらいいな」

　レイの笑顔は本当に屈くつ託たくがなくて、

「ありがとう」

　ジェシーも素直にそう言えてしまう。つられて満面の笑顔になる──そんなことは、ジェシーの記憶にもほとんどないようなことで。

『祝福の十字架』から現れた乙女が言っていた『救済』というのは、始まりはこんな簡単な言葉なのかもしれない。

「ああ、でも、ここに帰ってこられて、本当に嬉しいな。ワート神父は、ただの同居人じゃない『本当の家族』になれるように頑張りなさいって言ってくださったんだ」

　レイが晴れ晴れと言う。

（同居人じゃない、本当の家族、って。それってつまり……？）

　そう考えたとたん、ジェシーの頰ほおはぼんっと爆発したように赤くなる。それから、さして深い意味があっての発言ではなさそうなレイの表情を見て、自分の考えすぎがおかしくなった。

　彼のそんなところこそが、最初から自分にはずっと眩まぶしかったのだ。

　頑かたくなな世界を柔らかく変へん成せいしてくれるその感情こそは、まさしく《奇跡》だ、とジェシーは思った。
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　こんにちは、真ま朱そお那な奈なです。書店に数あま多た溢れる本のなかから、この『奇き跡せき泥どろ棒ぼうと乙ピユ女セルの祈いのり』をお手にとっていただき、本当にありがとうございます。予備知識ナシでどなたも楽しんでいただける新作ですので、あとがきからご覧の方は安心して本文にお進みいただければと存じます……ささ、どうぞどうぞ。

　このたび新作ということで、少女小説の初心に立ち返ってみました。あの『若草物語』を初めて読んだときのときめきと共感をもう一度！　と書き始めたのに、思ったより斜め上になってしまいました、あっれー？　古今東西あふれるオマージュ作品の仲間には到底入れてもらえそうにありません。著者のＬ．Ｍ．オルコット女史が甦よみがえってきて殴られないことを祈るばかりです（殴られたらすごい《奇跡》だとは思いますが！）。

　それに伴い、今回の物語の舞台はなんと地球ですよ！　いままで架空世界ばかりだったので新鮮でした。何気なく書いたものを後から調べては「しまった、この時代まだコレは無い！」の連続でしたが、同時にいろいろ好奇心も刺激されて楽しかった！　とはいえこれはまるっきりのフィクション・エンターテインメントなので、史実とは違うとこも多々あります……たとえば実在したラヴァルには娘はいるけど孫はいないよね、とか！　そのあたり「この話ではこういう約束！」ということで、気楽にお付き合いいただければと思います。

　それにしても今回は細々としたことが重なり、地獄の綱渡り状態で多方面にご迷惑をおかけしました。Ｆ様、デビュー以来担当していただいた最後の作品がこんな爆裂スケジュールで申し訳ありませんでした。そして新担当Ｉ様、初めての作品が以下略。二人がかりの励ましでなんとか最後まで辿り着けました、本当にありがとうございます。

　イラストを描いてくださった香こう坂さかゆう先生。初めてジェシーを見た時、テレパシーで脳内を読み取られたのかと思ったくらいイメージぴったりでした（しかも何倍も素敵でした）ありがとうございます！　姉妹みんな可か愛わいくて、私がレイの代わりに居い候そうろうしたいと思いました。

　直前まで修正の嵐で、校正様と印刷所様には足を向けて寝られません。真夜中の打ち合わせ電話を笑って許してくれた家族もありがとう。

　あとは読者のみなさまに、楽しんでいただけますように。初恋のときめきとか、冒険の気持ちよさとか、錬れん金きん術じゆつや人外のわくわくとか、私が読みたいものをいっぱいに詰め込みました。

　お気に召したら幸いです。







２０１０年初夏　はやぶさのカプセルで届けられた夢をみながら


真朱那奈　拝
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暑くなってきました。新居にはまだクーラーが入っていません。最近の家電は専門用語が多くてカタログを見てもチンプンカンプンです。しかも高価い！

この本が出る頃には、涼しい部屋でのんびり昼寝ができているといいのですが。










イラスト

香坂ゆう

You Kousaka




８月18日生まれ・しし座

一癖も二癖もある個性豊かな姉妹（!?）がとても愛しいです。

キュンとくるモチーフとドキッとする展開にワクワクしながら挿絵を描かせていただきました。

ありがとうございます。
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